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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　お金が欲しい。

　衣食足りて礼節を知る。貧すれば鈍する。

　服を着るには、食事を取るには、寝床を得るには金が必要だ。生きる権利でさえ、お金なしでは得られない。

　貧乏人は粗末な生活を強いられ這はい上あがれず、金持ちは持たざる者を財力で押さえつけ、従わせることが日常になってしまった。

　貨か幣へいという偉大な発明は、人類に新たな権力を与えた。




　ところで、ある男は世界を改変する力を持っていた。

　しかし彼が本当に欲しいものは力で得ることができず、欲しいものが得られないなら、この世界に価値はなかった。彼は欲しいもののためなら世界を改変する力を捨てる覚悟があった。だとしたら、彼はどうすべきだろうか。

　答えは一つ。

　世界を改変する力と、本当に欲しいものを交換すればいい。

　それを実現してくれるのは──そう、金だ。




　自分が欲しいものを得るためにお金を支払う。

　支払うお金を得るために自分の手のうちにあるものを売る。

　人は一人では生きられない。誰かの力を借りるなら、そこには相応の対価が必要だ。

　それを『商売』と呼ぶ。

　商売なくして人の生涯は成り立たない。君も私も、彼も彼女も。




　ゆえに世界を改変する力がある者は、それを売ることで生きている。

　彼らは俗に、『魔法商人マギステル・マーチヤント』と呼ばれていた。
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　木々の香りが漂う林道を、北へ進むこと五日ほど。林を抜けて峠を登り切ると、その先の海沿いには視界に収まりきらないほどの町並みが広がっていた。

「……これがエリューテか。けっこう大きな街だな」

　夕ゆう陽ひを受けて街はオレンジ色に染まり、夕食の準備でもしているのか、家々の煙突から煙が吐き出されている。景気のいい物売りの声が離れた俺の元へも届いてきた。

　エリューテは港町で、巨大な城じよう塞さい都市でもある。魔界の森にほど近く、多くの冒険者やならず者が集まる街だと、昔の同僚から聞いたことがあった。

　街に入ると、威勢のいい声が聞こえてきた。露店が軒を連ねる通りを進んでいると、亜麻色の髪を結い上げた野菜売りのおばさんと目が合う。

「お姉さん、少し聞きたいことがあるんだけどいいか？」

「おや、旅人さんかい？　やだねえ、あたしはお姉さんなんて年じゃないよ」

　旅人に見えたのは風よけのボロ布を纏まとっているせいだろう。街中では不要なボロを脱ぎ捨て、俺は灰色の髪、暗色のコートを露あらわにした。

「俺にはお姉さんが二十歳はたちくらいに見えるんだけど……うん、夕ゆう陽ひのせいかな？」

「あははっ、口が達者だねえ、旅人さんは」

　照れくさそうに笑う野菜売りのおばさんに本題を切り出す。

「スーミン・ユングミルって子を探してるんだ。どこにいるか知らないか？」

「ああ、魔法屋の子だね。よく知ってるよ。ただ、この二、三日は顔を見てないね。いつもはほぼ毎日この通りでお店を出してるんだけど……」

　住んでいる場所を聞くと、野菜売りのおばさんは丁寧に道順を教えてくれた。

「ところで旅人さん、あんたの名前は？」

「俺の名はアルヴィン・ロウだ。どうぞよろしく、お姉さん」




　野菜売りのおばさんの案内通りに路地を進み、勾こう配ばいの険しい石の階段を上っていくと、大きな石造りの家に出た。家の周囲には胸くらいの高さの柵さくが張り巡らせてあり、看板がいくつも張り付けられている。その内容はこうだ。

『訪問販売お断り』『物もの乞ごいは去れ』『役人は巣へ帰れ』『むしろ誰も来るな！』

　……うん、人間が嫌いなんだね。

　まあ人払いはまだかわいい。中にはもっと物騒なことが書かれた看板もある。

『防犯魔法作動中、侵入禁止』『死にたいヤツだけかかってこい！』

「こんなぼろっちい家一つに、なんて物騒な……」

　木製の柵は古びており、家の石壁はあちこちが苔こけむしている。

　結界魔法を応用し、防犯網を張り巡らせることはよくあることだ。実際、大聖堂や王侯貴族のお屋敷、居城は大抵結界が張られている。しかし、このボロ屋にそこまでして守らなければならない物があるようにはとても見えない。

「まあ、あの師匠の弟子でまともな人間なんているはずないか……」

　何しろスーミン・ユングミルは稀き代たいの天才魔道士、黄昏の魔女ラテイメリアの弟子なのだ。

　コートの内ポケットから手のひら大の本──天秤戦書リブラノミカを取り出す。こいつだけが今の俺の相棒だ。感覚を頼りにページを開き、魔法を唱える。

「天秤戦書リブラノミカ、第一章四〇頁ページ──欺瞞露視インビジブル・コーム！」

　ざあっ、と櫛くしでも通したかのように魔力線が視界に飛び込んできた。今のは張り巡らされた結界を線構造ワイヤフレームで可視化する魔法だ。これで結界の構造を見ることができる。

「さて、力比べと行こうか」

　本来なら鐘ベルを鳴らしてお行儀よく来訪を告げるべきなんだろうが、それはやめだ。

　だって、『死にたいヤツだけかかってこい』なんて喧けん嘩かを売られたら──是ぜが非でも突破してやりたくなるじゃないか。

　なぜってそれは、俺もあの師匠の弟子だからだ。




「……ふう、何とか入れたな。ここは……何かの工房か？」

　結界をかいくぐってスーミンの家へ忍び込む。棚には魔法薬の小瓶が雑然と並んでおり、大小様々な書物が部屋の隅に積み上げられている。部屋の中央には大きなテーブルが置かれていて、テーブルを覆い隠すほどの巨大な羊皮紙が広げられていた。四方を魔獣の爪つめで作られたピンで留めてある。直前まで何か作業をしていたようだ。

「で、肝心のお姫様はどこだろうな」

　気配を探っていると、微かすかに声が聞こえてきた。どうやら下からだ。地下室があるのだろう。下り階段を見つけて奥へと進んでいくと──

「ふああぁんっ……も、もう、無理いぃっ……!!」

　喘あえぐような、甘い声が響いてきた。

「……な、なんだ？」

「だ、ダメぇっ……こら、ジュリアンってば、いい加減にしないとっ……な、なます切りにしてお酢に漬けて、酒のつまみに加工して売り払いますよっ……!!」

　おそるおそる地下室の扉を開くと──そこには魔法陣から伸びる、じゅるじゅるした触手に絡め取られた素っ裸の女の子がいた。

　服は着ておらず、触手の粘液で素肌を濡ぬらし、桃色に染まった身体からだをよじっている。

「な、何だこりゃあ……」

　俺に気付いたのか、触手はびくっと身体を震わせて動きを止めた。

「えっ……ちょっ、どうしたん……です、か？」

　遅れて、女の子と目が合う。見てはいけないものを目撃してしまった者と、秘して伏すべきものを見られてしまった者。凄すさまじく気まずい空気が流れる。

「えっと、君がスーミン・ユングミル……でいいのか？」

「そ、そうですけど……あなた誰ですか」

「俺はアルヴィン・ロウだ。師匠のラティメリアから手紙を預かってきた」

「あ、それはどうも」

「いえいえ、手紙はここに置いていくんで……じゃ、俺はこれで」

　言って、きびすを返す。

「ちょっ……待ってください！　そこな男の人、ウェイトっ！」

「え、まだ何か？」

「いや、この状況を見て不自然に思わないんですか!?」

「不自然って、どの辺りが？」

「はあ？　女の子がベトベトの触手に絡め取られて、地下室で囚とらわれの身なんですよ！　普通だったら『大変だ、すぐに助けてやるぞ！』ってなりませんか!?」

　ぶんぶんと腕を振って抗議してくるスーミン。粘液が飛んでくるからやめて欲しい。

「いやあ、触手プレイでお楽しみの最中みたいだし……邪魔しちゃ悪いかなって」

「私はヘンタイかっ！　触手を愛めでる趣味はないっ！」

「でも裸で触手に絡まれてるし、さっき気持ちよさそうな声出してたし」

「わああぁっ、みみ、見るなぁ～っ！」

　スーミンはびちびちと魚のように暴れる。だが手足を触手に拘束されていて、大事なところを隠すことすらできない。

「ううっ、ぐすっ……全部見られたぁ、薄汚れた冴さえないメガネ野郎に視し姦かんされましたっ、どうしてくれるんですかっ、もうお嫁に行けないじゃないですかっ……！」

「おい、冴えないメガネ野郎ってなんだ。大体なぁ、触手監禁プレイを楽しむアブノーマル女子が人並みの結婚を望むなよ。人生諦あきらめも重要だぞ」

「ひどい、違うって言ってるのに！」

「いやお前さっきジュリアンとか呼んでたよな。名前があるんだろ、その触手」

「うっ……そ、それはまあ、私の使役した下僕サーヴアントですから」

「ああ、やっぱり。よくいるんだよ、使役した自分の下僕にエッチなご奉仕をさせるやつ。魔道士あるあるだよ。人には言えない裏事情ってやつだな」

「あなたはど～しても私を触手好きの痴女ってことにしたいみたいですね……！　いいですよもう、私は触手プレイを楽しむヘンタイで！　それでいいから、とにかくっ！」

　スーミンは顔を真っ赤にし、大きく口を開く。

「私を助けて[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」
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　もう三日ほど、砂さ礫れきと巨大な岩石ばかりの荒涼とした大地を歩いていた。

　特に当てのある旅ではない。

　夢は破れ、仲間も財産も、大切な人も、手中にあった全すべてを失い、それでもなお欲したものは一片たりとも手に入らず。残っているのは魂の器たるこの肉体だけだ。

　強風に煽あおられ、赤茶けた砂すな埃ぼこりが舞い上がった。顔を覆うローブの隙すき間まから容赦なく砂が入り込んできて、思わず目を細める。

　と、その間かん隙げきを縫うようにして黒い人影が目の前に立ちはだかった。

「やあ、アル坊。元気にしてたかい？」

　この人は──いつだって突然だ。

　風のように現れては風のように消える、それが日常茶飯事だった。

「随分と背が伸びたなぁ、身体からだつきも逞たくましくなって……もうすっかり大人じゃないか」

　その人はビロードのような光沢を放つ漆黒のドレスを嫌いや味みなく着こなし、悠然と佇たたずんでいた。忘れるはずもない、彼女はかつて俺の師匠であった人、黄昏の魔女ラテイメリアだった。

「……久しぶりだな、ラティメリア」

「うえぇ、師匠を呼び捨て？　いつからアル坊はそんなに偉くなったわけ？」

「……だって、俺にはもう、あんたを師匠と呼ぶ資格がない」

　俺はこの人から破門された。もう何年も前のことだ。

「あー、そういやキミのこと破門にしたんだっけ？　ごめん、忘れてたよ」

　思わず失笑する。この人はどんな時でも軽やかだ。たとえ明日世界が終わるとしても、この人はきっとこのままだろう。

「それで、ラティメリア。今さら元弟子に何の用なんだ？」

「もう一度、弟子入りしない？」

　唐突なラティメリアの申し出に、思わず耳を疑う。

「……何を言ってるんだ？　もう一度って、そんなの無理に決まってるじゃないか」

　俺は師匠からさんざん忠告を受けていたにも拘かかわらず、禁忌を犯した。師匠であったこの人を、完かん膚ぷ無なきまでに裏切った。俺にはこの人を師と仰ぐ資格がない。

「いいんだ、アル坊」

「何がだよ」

「キミは十分に罰を受けた。だからもう、自分を責めなくていい。たとえこの世の全すべてがキミの敵に回ったとしても、ワタシはキミの側に立つ」

「し、師匠っ……」

　膝ひざから崩れ落ちそうになる。この人はいつだってそうだ。俺のことなんて全部お見通しで、俺が一番欲しかった言葉を軽やかに言ってのける。

「じゃ、今日から弟子ってことでオーケー？」

「い、いやいや、待ってくれ。そんな軽々しく決められないっていうか……」

「えええ[image: ][image: ][image: ]、弟子にならないの？」

「そりゃあんたがいいって言うならなるけどさ！　けどもう少し情緒とかないわけ!?」

「いいよそういうの。ワタシ面倒くさいのキライだし」

　そうだった。師匠ってこういう人だった……。

「でね、いきなりで申し訳ないんだけどアル坊にお願いがあるの。ワタシの弟子で一人、かわいい女の子がいるんだけど、キミに任せてもいい？」

「本っ当にいきなりだな!!」

「スーミン・ユングミルっていうキミの妹弟子に当たる子だよ。あ、でもキミは一度破門されてるから姉弟子かな。ま、どっちでもいっか。とにかくこの子を助けてあげて」

「どうして俺がそんなことしないといけないんだ……？」

「だってアル坊、ヒマそうだし」

「ヒマじゃねえよ！　旅してるんだよ！　旅人だ！」

「旅人って、まっとうな職にも就かないでぶらぶら歩き回ってるだけじゃない。つまり、年中ヒマ人でしょ。無収入だし。ニートと同じっていうか」

「た、旅人は歩き回るのが仕事なんだっ」

「そういう御託はいいから。これ、スーミン宛あての手紙ね。彼女は今、エリューテっていう街に住んでるから。それじゃ後は頼んだよ～！」

　言い残して、師匠は砂さ礫れきを蹴けり上げると空高く飛び上がり──虚空へと消えた。

「……な、何なんだよ、あの人は」

　突然現れたと思ったら妹弟子の世話を押しつけていきやがった。

「というか師匠、他に押しつける相手がいないから俺を弟子に戻したんだろ……!!」

　そうに違いない。いや、絶対にそうだ。

　あの人はそういう人だ。
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「……本当に、師匠が絡むとロクなことがないな」

　奥の地下室でおイタをしていたジュリアン──もとい触手を退治した後。粘液にまみれた少女、スーミンを助け出した俺は家のリビングで一人、紅茶を飲んでくつろいでいた。紅茶は戸棚にあったので自分で勝手に淹いれた。

　話によると、どうやらスーミンは防犯用に下僕（例の触手）を使役しようとしたものの失敗し、触手に絡め取られて昨日から身動きが取れない状態だったらしい。俺がこの家に侵入しなかったら、スーミンはあのまま餓死していたかもしれない。

「これが師匠の言ってた『助けてあげて欲しい』なのか……？」

　いや、この程度のことで師匠がわざわざ俺を寄よ越こすとは思えない。あの人のお願いは、決まって匙さじを投げたくなるような厄介なことが多いのだ。

「……お待たせしました」

　水で身を清めたスーミンが戻ってきた。今度はきちんと服を着ている。

　赤と白のコントラストが鮮やかな魔道士服を着こなし、頭には幅広の魔道士帽ウイツチハツト。寝癖のように跳ねる毛先を押さえようと頑張っている。

「先ほどは助けていただきありがとうございました。一応、礼を言っておきます」

「いや、こちらこそプレイの邪魔して悪かったな。まあ誰でも一つくらいは人に言えない趣味を持ってるもんだ。心配しなくても他言はしないよ」

「だ、だから触手プレイは趣味じゃないって言ってるじゃないですかっ」

　叫んで、スーミンは俺の向かいに座る。

「というかそれ、私の紅茶ですよね。勝手に飲まないでくださいよ」

「助けてもらったくせにケチくさいなぁ……」

「ケチで結構です。人の家に無断で侵入してきた上、乙女の柔肌を視し姦かんするような覗のぞき魔に出すお茶なんて我が家には一杯たりともありませんから」

　おい、コイツかわいい顔してかなり口が悪いぞ。

「それで師匠の手紙は読んだのか？」

「いえ、まだですけど」

「じゃあ早速だけど読んでくれ。師匠から読むまで見張ってるように言われてるんだ」












「さっきは触手に捕まってる私を放置して帰ろうとしたくせに……」

　ぶつぶつ言いながら手紙の封を切るスーミン。すると折りたたまれていた便びん箋せんが勝手に広がり、師匠の姿が光の像となって浮かび上がってきた。

「おお……凝った演出だな」

「お師匠っていつもこういうの送ってきますけど、これなら手紙の形にこだわる必要ないですよ。鳥の形にして飛ばすとか、もっと趣向を凝らせばいいのに」

　師匠渾こん身しんの演出にダメ出しを始めるスーミン。

『やあ、スーミン。元気してるかな？　キミがワタシに師事してからもう五年になるか。まったくもって月日が経たつのは早いねえ』

「どうもです、お師匠。御託はいいので用件をお願いします」

「手紙にツッコミを入れてもしょうがないだろ」

『ところでスーミン、キミは最近、何か困っていることがあるんじゃないか？　誰にも打ち明けられずに悩んでいることがあるだろう』

「は？　別に何も困っていませんが」

『いやわかってる。頑固で強情なキミのことだから、きっと手紙にツッコミを入れて必死な顔で否定をしてるに違いない。もう手に取るようにわかっちゃうね、うぷぷっ』

「ちっ……お師匠って人の神経を逆なでする天才ですね……!!」

「まあそれは俺も同感だ」

『ごまかしてもダメだぞ、スーミン。キミは最近、夜になるとベッドでクマちゃんのぬいぐるみを抱きしめてグスグス泣いているだろう？　寂しいよぉ、ワタシはどうすればいいのぉ、って毎夜クマちゃん相手に泣き言を繰り出してるじゃないか』

「なっ……え、ちょっ、えええっ!?　ど、どうしてそれ知ってるんですか!?」

『なぜって、あのクマちゃんはワタシが作ったんだ。キミの声は魔法で筒抜けなんだよ。ちなみにキミがクマちゃんを使ってイケナイ遊びをしてることも知ってるぞ』

「わ─────っ、やめろぉっ！　この手紙、燃やしてやるっ!!」

「ま、待てって！　最後まで聞いた方がいいって！」

　暴れるスーミンを慌てて羽交い締めにする。

『ってことで、かわいい弟子のために、師匠であるワタシが一肌脱いであげよう。手紙を持ってきた男はキミの兄弟子だ。ワタシはアル坊と呼んでいる』

「……アル坊って。お子様ですか」

「うるさい、その呼び名を使っていいのは師匠だけだ」

『アル坊は有能だし気のいい男だ。特に魔法の知識においては突出したものがある。この男をスーミン、キミに貸してあげよう。好きに使っていいよ』

「……は？」

　今なんて言った？　俺を好きに使っていい、だって？

「つまりあなたが私の下僕サーヴアントになるってことでいいんですね」

「いいわけないだろ！　勝手なことを言うな！」

『ちなみに言うまでもないことだけど、ワタシのお願いをないがしろにしたらどうなるか、二人ともワタシの弟子なんだからわかってるよね？』

「「[image: ]っ……！」」

　スーミンと同時にうなる。

　師匠である黄昏の魔女ラテイメリアのお願いは絶対だ。背けばきつい返礼が待っている。かつて師匠のお願いを一笑に付した公爵がいたが、その国はドラゴンに襲われ一夜にして滅亡した。なので見識がある者なら決して師匠のお願いを無下にはしない。

『スーミン、キミは賢くとても有能だ。しかし未いまだ幼く心は脆もろい。キミにはアル坊のようになって欲しくないんだ。彼が傍そばにいれば、きっとキミの助けになるはずだよ』

「わかりました。コキ使います」

「待て、そういう意味じゃないと思うぞ」

『ただ一つ、問題があるんだ。アル坊は旅人という名のニートでね。ヒマはあっても職はなし、知恵はあっても金はなし。そういうわけで、手に職つけて働いてるスーミンちゃんが養ってあげてね。放ほうり出しちゃダメだよ。そんじゃ後はヨロシク～！』

「は、はあああああああああああああぁぁぁぁっ!?」

　スーミンの絶叫が響く中、光の像は薄れ──そして消えていった。





　　　　　　４






　翌朝、スーミンに連れられて露店が軒を連ねる通りへとやってきた。

　まだ日が昇り始めたばかりだというのに、通りには店の準備をする人々が続々と集まってくる。スーミンも簡素な屋台を組み立て、出で店みせの準備を始めた。

「何をぼさっと突っ立って眺めてるんですか、この下僕」

「だから俺は下僕じゃないって」

「でも、これからは私にご飯を食べさせてもらう身分なわけでしょう？」

「まあそうだな。金はないし土地勘もないし、ついでに言えば働く気もない。強いて言えば君のお世話をするのが俺の仕事だ。となれば君が俺を養うのは当然じゃないか？」

「臆おく面めんもなく年下の女の子にたかるとか、清すが々すがしいほどにクズですね……!!」

「そうは言っても師匠のお願いだぞ。しょうがないだろ」

「ぐっ、ぬぬぬぅっ……！」

　反論できず、悔しそうに歯がみするスーミン。跳ねっ返りを煎せんじ詰めたようなこの小娘でも、さすがに師匠のお願いは無視できないようだ。

「まったく、お師匠はこのメガネが私の助けになるとか言ってましたけど、いい迷惑です。私は助けなんて求めてませんし。体ていよくヒモ野郎を押しつけられただけですよ」

「俺だってな、師匠に君の面倒を押しつけられたからここにいるんだ。本当は今すぐ気ままな一人旅に戻りたいんだよ」

「どうぞどうぞ、旅人という名のニートに戻ってください。私は止めません」

　屋台を組み終えると、スーミンは陳列棚に巻物スクロールを並べ始める。羊皮紙を丸めて中央を紐ひもで結んだものだ。どうやらこれが商品、ということらしい。

「お前な、旅人をバカにするなよ。旅は人の心を豊かにするんだぞ」

「ではその豊かになった心に、額に汗して働く少女を手伝いもせずただ養われるだけ、というダメ男についてどう思うか問うてみたいですね」

　ふっ、と蔑さげすむような笑みを浮かべるスーミン。

　……こいつ、いい性格してやがる。

「あのさぁ、手伝って欲しいなら下僕とかなじってないでそう言ってくれよ」

「別にあなたの助けなどいりません」

「え？　いやだって、いま手伝えって言ったじゃないか」

「言ってませんよ。私はあなたの手など借りなくても一人でやっていけますが、あなたがどうしても手伝いたいなら手伝わせてあげてもいい、それだけです」

「はいはいすみません、俺が悪かったよ！　手伝わせてくださいお願いします！」

「今さら言われても困ります。店の準備が終わる前に言ってくれないと」

「この野郎っ……！」

　用意した折りたたみの椅い子すにぺたんと座り、涼しい顔で告げるスーミン。

　かわいいところの一つでも見せてくれれば喜んで力になるのに、こんなに憎ったらしいんじゃ手を貸す気にもなれない。普通のヤツなら間違いなく愛想を尽かすぞ。

「ところでアル坊、喉のどが渇きました」

「その呼び名を使っていいのは師匠だけだ。せめてアルって呼んでくれ」

「じゃあアル、水を汲くんできてください。井戸は向こうにあります」

「……へいへい、仰せつかりました」

　反論する気も失うせてスーミンから革の水袋を受け取る──と、そこに昨日、俺が話しかけた野菜売りのおばさんがやってきた。

「おはよう、スーミン。ここ数日見かけなかったけどどうかしたのかい？」

「あ、サーシャさん、おはようございます。この数日はその、少し体調が悪くて……」

「下僕のジュリアンと遊んでたんだ。そうだよな、スーミン」

「……下僕？　何だいそれは」

「アルは余計なこと言わないで！　な、何でもありませんから！」

「そう？　それより昨日、この旅人さんがあんたのこと探してたよ。無事に会えたみたいでよかったね。もしかして二人は恋人なのかい？」

「断じて違います。彼は私の下僕ですから」

「おい、ふざけんなよ」

「あはは、あんたら仲いいねぇ。スーミンはこういう子だからいつも一人なんだ。だから旅人さんが傍そばにいたらスーミンも元気づけられると思うよ。しっかりやんなね」

　サーシャは楽しそうに笑い、バンバンと俺の肩を叩たたいて去っていった。

「……お前、いつも一人なのか？」

「ええ、一人が好きなんで。他人と関かかわるのは面倒くさいんですよ」

　つんとして、それきりスーミンは黙ってしまった。




　日が頂上へ近づき始めると、わらわらと人が露店通りへ溢あふれ出でてきた。通りはにわかに活気を帯びて、客引きの声があちこちから上がっている……のだが。

「なあ、スーミン。お前は客を呼んだりしないのか？」

　朝からスーミンは椅い子すに座って足を組み、黙って人通りを眺めているだけだ。呼び込みをするわけでもなく、商品を手に取る人に声をかけるわけでもない。

「どうして私がそんなことをしないといけないんですか」

「いや、どうしてって……お客に買ってもらうために店を開いてるんだろ。だったら売り物の内容を伝えるとか商品の説明をしてアピールするとか……」

「私は商品など扱っていません。ここに並んでいるのは全すべて、芸術作品ですから」

　ばっ、と手を広げてドヤ顔のスーミン。

「は、はあ、芸術作品ね……。ちょっと中を見てもいいか？」

「どうぞご自由に。私の描く作品世界を心ゆくまで堪たん能のうしてください」

　スクロールを手に取り、紐ひもを解いて広げてみる。

　そこには複雑精せい緻ちに刻まれた魔法陣と、その起動を助ける術式が繊細な文字で記されていた。思った通り、これは魔法の巻物スクロールだ。

「んん、これは……？」

　人間は、いやこの世に棲すまう全すべての生命は、世界を改変する力──魔法を使うことができる。力の強弱や扱える種類は千差万別だが、ほとんどの者は小さな灯ともし火びを創つくり出すくらいが関の山だ。しかし中には複雑な魔法を使いこなし、自らの力として行使できる者たちがいる。彼らは魔道士と呼ばれて重宝され、そして時に恐れられていた。

「ふふん、私の作品はどうですか？」

　正直言って驚いた。まだあどけなさの残る少女が、ここまで正確かつ緻ち密みつなスクロールを作れるとは。長年魔法に通じてきた大賢者にも劣らぬ堂々たる出来だ。

　魔法は一定の精神作用に応じ、生命が持つ魔力を源にして効果を発現する。魔道士は皆、自らのうちに精神回路を構築しており、この回路に魔力を流し込んで魔法を発動させる。しかし一流の魔道士でも、精神回路を安定的に維持することはなかなか難しい。

　そこでスクロールの出番だ。スクロールは使用者が魔力を流し込むと精神回路の代わりを果たし、魔法の発現を促す。記述されたスクロールが書き換わることはないため、安定して魔法が使えるのだ。だから魔道士なら誰でもスクロールを使う。

　だが、スクロールの作成には魔法に関する高度な知識と『筆記魔法スペルライツ』という特殊な魔法の素質が必要で、誰もが作れるわけではない。スクロールは一部の選ばれた魔道士のみが精製しうる神秘の偉業なのだ。

「これ、試しに使ってみてもいいか？」

「いいですよ。あ、でもここで試すならこっちの方が」

　スーミンが別のスクロールを差し出してくる。魔法陣の組成から判断するに光に関する魔法のようだ。しかし記述の一部が複雑に入り組んでおり、どういう効果が発現するのか全く予想できない。こんなことは初めてだった。

「これはどういう魔法なんだ？」

「使ってみればわかります。危険はありませんからご心配なく。起動詠唱は『開かい闢びやくの篝かがり火びを灯ともし晦かい冥めいたる帳とばりを切り拓ひらけ、光彩華雨シヤイニー・レイン』です。ビシッと格かつ好こよく決めてください！」

　目を輝かせ、ビシッと親指を立てて教えてくれた。

　や、やけに詠唱が長いな……まあいい、とにかく使ってみよう。

「……開かい闢びやくの篝かがり火びを灯ともし晦かい冥めいたる帳とばりを切り拓け、光彩華雨シヤイニー・レインっ！」

　俺の呼び声に応じ、スクロールの魔法陣に光が走る。

　途端、俺の眼前に白く小さな光のつぼみが現れた──かと思うと、花開いて数多あまたの花弁が舞い散る。渦を巻いて広がる光の花びらは瞬く間に周囲へと飛散し、シャララランという小気味よい音とともに花吹雪へと変化。そうして生まれた無数の光の小片は、はらはらと舞い散りながら幽玄に、柔らかに辺りを照らし始めた。

「お、おおおおおっ、これはすごいな……!!」

　光の造形を整えて花の開く様子を模し、広がった花びらを散らすこの演出。ここまで造り込むのは、普通に周囲を照らす魔法を作るより何百倍も難しい。魔法の制御で言えば、師匠と肩を並べることができるんじゃないか。

「この作品のテーマは『再生』です。散りゆく花は死を、光は生を暗示しています。命を食はんで生きる私たちは、常に死にゆく者たちによって成り立っているんですよ」

　辺りを舞い散る光の花びらに、露店通りを行く人々は何事かと立ち止まり、その美しい光景に感嘆の声を上げていた。

「面白いことを考えるもんだな。……で、この魔法はどういう時に使うんだ？」

「まあ、洞どう窟くつなどで周囲を明るくしたい時でしょうか」

「……んん？　それなら最初の花の演出とかはいらなくないか？」

「ばっか！　あなたって本当にバカですね！　あれがなかったらこの作品の崇高なテーマが全く伝わらないじゃないですか！」

「テーマって……」

「だから言ってるでしょう。これは芸術作品なんです」

　あー、なるほど。

　元来スクロールは魔道士が迅速に、かつ確実に魔法を使用したいと思った時に用いられる。要するに実用品だ。しかしスーミンが作ったこれは違う。スーミンが作りたいと思ったものを作っただけ。実用性を度外視した全く別の代物なのだ。

「お前、もしかして……こんなスクロールばっかり作ってるのか？」

「そうですが何か」

　マジかよ……頭痛がしてきた。スーミンは今まで俺が見てきた中でも五指に入るほどの筆記魔法スペルライツの使い手だ。しかし、これは完全に才能の無駄遣いだ。

「よー、今の光の魔法っておめーの仕業か？」

　痛む頭を押さえていると、背の低い女の子が声をかけてきた。いかつい鎧よろいを着込み、背中には大きな戦せん斧ぷを背負っている。おそらくドワーフだろう。

「そうだけど……俺に何か用か？」

「今のおもしれーじゃん、あたしあーいうの大好き！　やっぱ魔法は派手じゃないとダメだよなー！　つーことでさ、何かいいスクロールを見繕ってくれよ！」

　このドワーフ娘、どうやらスーミンと波長が合うようだ。

「ほらスーミン、お客様だぞ」

「いらっしゃいませ。どのような魔法をお求めでしょうか」

「あたしら冒険者なんだけどさ、今度うちのパーティーに新しく魔道士が入ったんだよ。だから今みたいに派手なので、ズバーンって一発で魔物を倒せるやつをくれ！」

「あ、あの、ラクレットさんっ、確かにわたしは魔法も使えますけど、別に魔道士というわけでは……その、あまり魔法は得意ではないのですっ」

　わたわたしながら割り込んできたのは、つややかな金髪が眩まぶしい女の子だ。豊かな胸をブレストプレートで覆い、背中には弓を背負っている。長く尖とがった耳が髪の中からぴょんと出ていた。彼女はエルフだろうな。

「だからスクロールを買うんだろーが。チルダもスクロールがあれば魔法使えんだろ？」

「ええ、不慣れですけど、おそらくは……」

　このチルダというエルフっ子、おそらくズブの素人だ。

　魔道士を志す者は誰でもスクロールを使って魔法の練習をする。それが不慣れということは、おそらく初心者にも至っていない。実戦ではまるで役に立たないだろう。

「多分ってお前なー、冒険者になりたいって言ってきたのはお前だろーが。ちょっとさ、魔法で炎とか出してみろよ。それくらいはできんだろ？」

「は、はい、やってみますっ……うぅ～ん、炎さん、出てきてくださいっ」

　ドワーフ娘のラクレットに促され、手のひらをかざしてうんうんと唸うなるチルダ。

　と、突然──ドゴオオオォンッ、という爆発音とともに炎が溢あふれ出だし、巨大な火の玉が空に打ち上がった。周辺に火の粉が降りかかり、露店通りが騒然とする。

「ちょっ……私のスクロールがっ、引火しますって！」

　慌ててバタバタと火を消すスーミン。一部のスクロールに少し焦げ目がついた。

「おまっ、バカか！　街を灰にする気かよ！　ちったー加減しろって！」

「すすすす、すみませんっ！」












　このチルダという子、明らかに魔道士の素養が低い。自らのうちに正しく精神回路を組み上げることができないと、今みたいに魔法が暴発してしまう。

　とはいえこの子、少し魔力を練っただけで今の威力とは……相当な魔力量の持ち主だ。エルフは魔法が得意だと言われているが、その中でもズバ抜けている。

「ら、ラクレット様、僭せん越えつながらやはりこのエルフと組むのは考えものかと……」

「そうだぜ、魔道士なら他にもいると思うんだぜ」

「うっせーぞサムソー、マリボー！　あたしの目がフシアナだってのか!?」

　ラクレットにどやされ、二人の男がそろって肩をすくめる。片方はすらっとした長身、もう片方はずんぐりとした体格でどちらもフルプレートの鎧よろいを着込んでいる。

「んじゃーさ、チルダ。今度はスクロールを試させてもらえよ」

「は、はい。あの、こちらのスクロールをお借りしてもよろしいでしょうか」

「いいですよ。起動詠唱は『開かい闢びやくの篝かがり火びを灯ともし晦かい冥めいたる帳とばりを切り拓ひらけ、光彩華雨シヤイニー・レイン』です」

「えっ？　か、カイビャクの……？　すみません、もう一度いいですか？」

「開かい闢びやくの篝かがり火びを灯ともし晦かい冥めいたる帳とばりを切り拓け、光彩華雨シヤイニー・レイン」

「カイビャクの灯ともし火びをかがり、解剖のトバリを切り裂け……？」

「違いますよ、ちゃんと覚えてください」

　その後もスーミンに聞き直し、何度も間違いを繰り返すチルダ。

「おーいしっかりしろよチルダよー、そんなんじゃ戦闘中に魔法使えねーぞ！」

「ううぅ、すみません……覚えきれないですう」

　ラクレットになじられ、チルダは涙目になる。

「いえ、これに関してはチルダさんだけが悪いというわけではない気が……」

「そうだぜ。この魔法、詠唱が長すぎるんだぜ」

　サムソーとマリボーの言う通りだ。一刻を争う状況では長ったらしい詠唱なんて邪魔なだけだし、覚えにくい内容だと言い間違いによるミスが発生する可能性がある。スーミンが設定した起動詠唱はかなり使い勝手が悪い。

「なー店主よー、これもっと詠唱を短くできねーのか？」

「はあ、審美眼を有しない凡俗はこれだから困ります。いいですか、詠唱というのは世界の神秘たる魔法を招来するための儀式を言の葉に代えた祈き祷とうの一形態なんですよ。これを使用者の『楽をしたい』という傲ごう慢まんな思想で軽んじるのは許せません！」

「お、おう……何かよくわかんねーけどすげーな、お前……」

　熱の篭こもったスーミンの演説に気け圧おされるラクレット。

「お言葉ですが店主。使い手のことを考えず己の主義主張を押しつけるあなたの方が傲慢なのではありませんか？　何ですか、開かい闢びやくに晦かい冥めいって。難しい言葉を初めて覚えて得意げになって手帳に書き殴る少年と品格が同レベルですよ」

「そうだぜ、サムソーの言う通りだぜ」

「はああぁ!?　この起動詠唱は作品のテーマに沿って厳密に言葉を選よりすぐり生まれた、言わば美の祝詞のりとなんですよ！　それを子供のラクガキと一緒にするなんて！」

　サムソーとマリボーに猛然と食ってかかるスーミン。

「もういいです、このスクロールはあなたたちにはお譲りしません。私のセンスが理解できない人には使って欲しくないので。どうぞお帰りください」

「えー、売ってくれねーのかよっ」

「行きましょう、ラクレット様。二等地にもっとよい魔法屋があります」

　ぶーぶーと文句を言うラクレットを引き連れ、一団が去っていく。

「はっ、私のスクロールの価値がわからないなんて……苦しんで死ねばいいのに」

「縁起でもないことを言うな。本当に死んだらどうする」

　思わずため息をつく。

　結局、この日は一本もスクロールが売れなかった。
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　エリューテの街は大きく分けて三つの区画に分かれている。第一の防壁で囲われた内郭、その周囲に張り巡らされた第二の防壁で保護された外郭、さらにその外側に広がる市外だ。スーミンの家や露店通りは市外にある。

「さてと、散策と行きますか」

　辺りが夜陰に染まる中、外郭門をくぐって歓楽街へと向かう。商業の街、ということで外郭への出入りは基本的に自由らしい。日も暮れたというのに人々の往来は途切れることがなく、酔いの回った連中が闊かつ歩ぽし、浮かれた雰囲気が辺りを支配していた。

「いいね、この空気。実に俺好みだ」

　顔立ちから若く見られることも多いが、俺は立派な成人だ。ゆえに夜町で酒をたしなみ、一夜の出会いを謳おう歌かしても何ら問題はない。とはいえ一つだけ悩ましいことがある。

「あいつ、本当にいい性格してるよなぁ……」

　夜の町で一日の疲れを癒いやすには軍資金が必要だ。しかし俺は金を持っていない。そこでスーミンに「遊びに行くから金をくれ」と頼んだのだが、「人の金で夜遊びとかいい根性してますね……！」とさんざんなじられた挙げ句、ゴミを見るような目で見られ、土下座までさせられたのだ。そうして、やっとのことで金を出してくれた。

「あれは一生結婚できないタイプだな、うん」

　まあいい、今は忘れよう。せっかく夜の町に来たんだし楽しまなきゃ損だ。




　手近な店に入り、酒を頼む。表には『月の導き亭』という看板を掲げてあった。店内はランプが放つオレンジ色の光が満ちており、落ち着いた雰囲気だった。

　今日の肴さかなは豆と野菜、燻くん製せい肉をトマトソースで煮たシチューだ。肉のうま味がスパイスの利いたソースとよく混じり合い、濃厚な味を作りだしていた。ほどよい辛味が薫かおり高い蜜みつ酒しゆを引き立ててくれる。

　店の奥には舞台が設しつらえてあり、露出の多い踊り子が色香を放ちながら、弦楽器ストリングスの伴奏に合わせて陽気な歌を奏でていた。大体の客はその歌声に耳を傾けている。

　一人で旅を続けてきた俺にとって、こういう店が一番ありがたい。酒を楽しみながらくつろげる、安らぎの時間だった。

「……いつまでここにいるんだろうな、俺は」

　師匠にお願いされた手前、勝手にエリューテの街を離れるわけにはいかない。かといって延々と縛られ続けるのはごめんだ。俺にはやらなければならないことがある。

　得たもの全すべてを投げ捨てて、最後に残った一生涯の業ごう。

　それは──自らが創つくり出した爪つめ痕あとを消すこと。

　先を急ぐ旅ではないが立ち止まってはいけない。停滞は怠惰であり、それは今まで俺が傷つけた者たちに対する冒ぼう涜とくだ。

　とりあえずは彼女、スーミン・ユングミルがどんな助けを必要としているのか。それを見極めないことには話が先に進まない。しかしこの一日で、スーミンがすんなりと答えを教えてくれるような人間じゃないことはよくわかった。

「となれば、搦からめ手てで行くしかないか」

　何気ない会話の中に質問を織り交ぜて少しずつ聞き出していこう。

　ゆるゆるとそんなことを考えていると、不意に歌声が途切れた。見れば、舞台の踊り子に大男が言い寄っている。厚い胸板に大木のような腕、身丈は平均的な男性より遥はるかに大きい。大男は酔った勢いで踊り子にちょっかいをかけていた。

「なあ、いいだろうがよ。こう見えてもオレ様は帝国じゃ結構な有名人なんだ。トロール殺しのジャンクックと言やあ、誰だって道を譲るんだぞ」

　嫌がる踊り子を見て店の人間が止めに入るが、大男の太い腕で払われ、簡単に倒されてしまった。お陰で店内は剣けん呑のんな雰囲気に包まれている。

「……無粋なやつだな」

　ため息をついて立ち上がる。と、同時に別の男がジャンクックへと歩み寄っていく。

「まったく、帝国の人間は野や暮ぼ天てんが多くて困る。これだから神の教えを解さない帝国人は嫌いなんだ。せっかく歌曲をつまみにいい酒を飲んでいたのに台無しじゃないか」

「おう……おうおう！　なんだぁ、てめえは！」

　ジャンクックに言い寄ったのは、こちらも体格のいい男だ。しかしジャンクックが筋肉ダルマであるのに比べ、こちらの男は無駄のない、戦うことに特化した肉付きだ。

「貴様に名乗る義理などないが、厄介なことに神は皆が平等だと教えていてな。気は乗らないが教えてやる。私の名はレオンハルト・ディラック、この街の守衛隊だ」

「へっ、壁ん中で吠ほえるだけの飼い犬がオレ様に楯突くたぁ、いい根性してやがるぜ！」

　ジャンクックが岩のように固めた拳こぶしをレオンハルトに浴びせる。

　はち切れんばかりの筋肉から生み出された一撃は速く、レオンハルトは避よけることができない。腕でガードしたものの、衝撃で派手に吹っ飛ばされた。

「……意外と強いじゃないか。トロール殺しを吹ふい聴ちようするだけのことはあるのだな」

「てめえこそよく防いだじゃねえか。だがオレ様の敵じゃねえ」

　今のやりとりを見た限りではジャンクックの方がやや有利か。だが、あんな男に好き勝手やられるのは面白くない。俺も無粋な男は嫌いなんだ。

　レオンハルトの横に並び、コートの内ポケットから天秤戦書リブラノミカを取り出す。

「助太刀するよ、レオンハルト」

「ああ、助かる」

　微笑ほほえんで、ちらと俺の手元に視線を走らせるレオンハルト。それだけで俺が魔道士だと理解したみたいだ。

「てめえらみたいな雑草が束になってもトロール殺しのオレ様には敵かなわねえよ！」

「トロール殺しって、お前もトロールなんじゃないのか？」

　俺の軽口にレオンハルトが笑う。

「でかくて筋骨隆々、まさにトロールだ。お仲間を殺しちゃまずいな、ジャンクック」

「ふざけやがって……そんなに死にてえのかッ!!」

「……筋力大強靭パワー・オブ・ジヤステイス！」

　俺の言葉に応じ、魔法が発動。俺とレオンハルトの身体からだがほのかに輝く。

　刹せつ那な、ジャンクックの拳こぶしが高速で迫る──再びそれを腕で受け止めるレオンハルト。

「な、なんだとォ……!?」

　今度は吹っ飛ばされない。踏みしめた床がギシギシと悲鳴をあげたものの、レオンハルトはその場で踏みとどまった。

「魔法というのはすごいものだな。トロールの一撃もまるで堪こたえない」

「それじゃ俺たちもトロール退治と行こうか」

「いいね、やろう」

　拳を握りしめ、二人で笑う。

　俺とレオンハルトはジャンクックに鉄てつ拳けん制裁を加え、店の外へと放ほうりだした。




「「乾杯っ!!」」

　晴れて平穏を取り戻した店内に、再び踊り子の陽気な歌が響き始める。その歌声を聞きながら、俺とレオンハルトは月の導き亭の片隅で祝杯を交わした。

「いやあ、あんた気に入ったよ。名前はなんて言うんだ？」

　一気にグラスを空にしたレオンハルトが、ほがらかに尋ねてくる。

「アルヴィン・ロウだ。よろしくな」

「私はレオンハルト・ディラック、レオンでいい。こちらこそよろしく、アル」

　年は二十代後半といったところか。気さくで優しげな眼まな差ざし、整った顔立ちでかなりの美男子だ。きっと夜の町を歩けば女性が群がってくることだろう。

「レオンはサントメイゼンから出てきたのか？」

「ああ、そうだ。よくわかったな」

「そりゃ神がどうとか言うのは、サントメイゼン神国の人間くらいだからな」

　世界には大小様々な国があるが、特に列強三国は有名だ。

　一つは東方に位置するガーランド帝国。皇帝が絶対的な権力を誇り、統治を行っている。西方にはアナスタシス連合国があり、帝国に対抗するため生まれた複数の国からなる連合国家だ。そして南方にあるのがサントメイゼン神国。メルシア教の信徒たちによって建国され、今も司祭たちが為政を司つかさどっている。

「私はもともと神国に仕える聖騎士パラデインだったんだ」

「聖騎士パラデインって、神国のエリートじゃないか。どうしてこんなところにいるんだ？」

　サントメイゼン神国に軍隊は存在しない。あるのは宣教騎士団だけだ。神国の中でも特に信仰が篤あつく、能力の優れたものだけが騎士団の一員、聖騎士パラデインになれる。

「色々あって破門されてね。神国には居場所がないし、空気も悪い。何しろあそこは『神の教えを守ってさえいれば世界は安泰』なんて連中ばかりだ。正直気味が悪い」

「レオンは違うのか」

「思考こそが人の偉大さを成なす──メルシア教には優れた教えも多いが、それも使いこなしてこそだ。エリューテの人間はみな自分の頭で考え、必死で生きている。こっちの方が私には居心地がいい。だからこの街で守衛隊をやっているんだ」

　朗らかに笑い、酒で満たされたグラスを呷あおるレオン。

「守衛隊ってことはエリューテに詳しいのか？　ここはどういう街なんだ？」

「ふむ、旅人の案内も守衛隊の仕事だ。よろしい、教えよう」

　上機嫌で告げると、レオンは楽しそうに語り始めた。

「エリューテは、王や公爵ではなく市民の代表である参事会が治める独立都市だ。北方に近くて列強三国の干渉もゆるいからな。自分たちのことは自分たちで決めている」

「参事会のメンバーは誰が決めるんだ？」

「一等市民の信任投票だ。この街には市民階級があって、納めている税によって一等市民から三等市民に分けられる。当然ながら、等級が上がるほど税金が高い」

「なるほど、より多くの金を積んだ人間が偉いってことか」

「無論、金も必要だが参事官として選ばれるには票を得る必要がある。だから参事官は組織票を持っている大商人、あるいはギルドのトップがほとんどだな」

　市民が為政者を選ぶ、か。随分と変わった国だな。

「特に最近、参事会を騒がせているのがマリアナ海運だ。聞いたことはあるか？」

「ああ、よく知ってるよ」

　マリアナ海運──物資の運搬を手がける貿易商で、所有する船団は他を圧倒する規模を誇り、これを守護する私設護衛船団は帝国すら迂う闊かつに手は出せないほどだという。各地に支部を作り勢力を広げていると聞いたが、どうやらエリューテもその一つらしい。

「この街は良くも悪くも商人の街さ。市民になって得をするのはここで商売する者だけだ。税金を納めるのがイヤなら市外に行けばいい」

「市外は税金を払わなくていい、ってことは市民じゃないのか」

「ああ。壁の外は街の外、これが参事会の方針だ。ま、市内はギラギラした連中が多いし、平時は外の方が気楽でいいと思うがね」

　レオンは苦笑して、グラスに残っていた酒を飲み干した。
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　翌日も、スーミンは日が昇ると露店通りで店を開くというのでついていった。

「あっ、屋台の組み立てなら俺がやりますよ、スーミンさん！」

「……はあ、いいですけど」

　スーミンから屋台の骨組みを受け取り、組み立てを行う。あの後レオンと旅の話で盛り上がって、帰ったのは夜明け前だった。寝不足でちょっとつらい。

「それでアル、昨晩はどこで何をしてたんですか」

「外郭の酒場でレオンっていう男と知り合いになりましてね。この街で守衛隊をやってるそうで、気さくでいいやつでしたよ」

「ふうん……ところで、そのへりくだった気持ち悪い口く調ちようはなんです？」

「あはは、いやその……実は、昨日もらった金を使い切ってしまってですね……」

「……は？　だって三万ウルド渡しましたよね!?　それだけあれば、この街で一ヶ月は食事に事欠かないはずですよ!?」

　ウルドというのはアナスタシス連合国の通貨単位だ。この都市では主にこのウルド通貨が使われている。酒場で定食を頼めば六〇〇ウルド、宿なら一泊で五〇〇〇ウルド。三万ウルドあれば三日間は寝食に困らないだろう（一ウルド＝一円）。

「レオンと一緒に調子に乗っていい酒を頼んだら、これが一本で一万ウルド超えでして。その分おいしかったんですよ。ただ、少し奮発しすぎたなぁと……」

「何が少しですか！　人が汗水たらして稼いだ金をお酒なんかに使って……!!」

　憤怒の形相で拳こぶしを震わせるスーミン。

「そんなわけで、できれば今日もまた少しお金をですね……」

「この上さらにたかるとかっ!?　あなたはクズです、まごうことなきクズです!!」

「大丈夫だって、後で一〇〇万倍にして返すから！」

「ふざけんな、バカ─────っ!!」

　この後、いくら頼み込んでもスーミンはお金を出してくれなかった。




「あー、ヒマだなぁ」

　お昼を過ぎたが、スクロールは一本も売れない。ときどき好奇心に駆られた客が覗のぞきにやってくるが、スーミンのご高説を聞いて色々と察し、何も買わずに去っていく。

　スーミンはと言えば、むっつりと黙り込んで露店通りを行き交う人々を睨にらみ付けている。

「なあスーミン、何を見てるんだ？」

「…………」

　返事がない。どうやらもらったお金を使い果たしたことでまだご立腹のようだ。

　やることもないので、売り物のスクロールを手に取る。値札には五万ウルドと書いてあった。スクロールとしてはかなり安い部類だろう。

　スクロールが作れるのは魔道士の中でも限られた者だけだ。作成には職人技が求められ、技量によって大きく出来が左右される。魔道士からの需要は高く、いいスクロールが市場に出ればすぐに買い手がつく。だから自然と値がつり上がる。上物は五〇万ウルドくらいするし、オーダーメイドなら最低で一〇〇万ウルドからだ。国が求める戦術級のスクロールともなれば一本で数千万ウルドを軽く超える。

　要するにスクロールを作れる人間は才能次第でいくらでも稼げるのだ。俺が使い果たした三万ウルドくらい、スーミンなら居眠りをしてるうちに取り返せる。

「そうだ、一度スーミンがスクロールを作っているところを見学してみたいな」

「イヤです。お断りします」

「そういえばお前って、いつスクロールを作ってるんだ？　ほぼ毎日露店を出してるみたいだけど、それじゃスクロールを作る時間が取れないだろ」

「ここで販売しているものなら、帰った後でちょこっとやれば作れます。難しいものでも、丸一日あれば大体は形になるので」

「ん？　待て待て、お前もしかして作るのメチャクチャ速いのか？」

「別に普通でしょう。父はもっと速かったですし」

　俺の知る限りでは、昨日使った光魔法と同程度のスクロールなら前準備も含めて二、三日はかかるのが普通だ。夜にちょこっとやったくらいで作れる代物じゃない。黄昏の魔女ラテイメリアが弟子入りを許すくらいだから非凡には違いないと思っていたが……。

「お前の親父おやじさんも巻物スクロール書きだったのか。お前より速いってことは相当な使い手だったんだな。今はどうしてるんだ？」

「…………」

　親父さんのことを聞いた途端、スーミンは口をつぐんでしまった。どうやら触れたくないらしい。まあ一人暮らしをしている現状を考えれば何となく想像はつくけど……。

「繁盛しているか、スーミン」

　不意に、野太い声が聞こえてきた。

　やってきたのは中年の男だ。短く切りそろえた髪に白いものが混じっている。鮮やかな色のローブに宝石をあしらったブレスレット、どちらも魔法の加護が施されていた。

「いつも通りですが何か、ローガンさん」

「何か、はないだろう。納品の期日が過ぎているのに連絡もなしでは困る。頼んでおいたものはできているのだろうな」

　口の端を歪ゆがませるローガン。対するスーミンは目を逸そらして、小さなため息をつく。

「へえ、寂れた展覧会アートギヤラリーの案内係だけじゃなくて、普通に受託開発もしてたんだな」

「……何ですか、その言い方は。私をバカにしてるんですか」

　うお、睨にらまれた。すごい機嫌が悪いな。

「スーミン、この男は？　どういう関係なのだ」

「ただの弟子仲間です。ローガンさんが気にすることじゃありません」

「アルヴィンだ。少し前から彼女のところで世話になっている」

「そうか。スーミン、依頼の品を」

　俺の方には目もくれず、スーミンに催促するローガン。俺など眼中にないという感じだ。スーミンは持ってきたカバンからいくつかスクロールを取り出し、彼へと渡す。

「……ふむ、いいだろう。次も頼むぞ。追って連絡する」

　スクロールを広げて中身を確認すると、用済みだと言わんばかりの態度で去っていく。

「待てよ、ローガンさん。代金は後払いなのか」

「何のことだ？」

　立ち止まり、ようやくこちらに視線を向けるローガン。

「とぼけてるのか？　スクロールの対価に決まってるだろう」

　ローガンが先ほどスーミンから受け取ったスクロールは十本ほど。ぱっと見た感じでは、どれも光魔法と同じくらいの規模だった。全部合わせれば少なく見積もっても五〇万ウルドくらいの価値はあるはずだ。

「アルヴィンと言ったか、お前は何も知らないのだな。スーミン、教えてやったらどうだ。お前はこのスクロールの代金を受け取れる立場にあるのか？」

「……いえ」

「本来、お前が支払うべき莫ばく大だいな額の賠償金を立て替えたのは誰だ？」

「……ローガンさんです」

「その分、働いて返すと約束したのは誰だった？」

「……私です」

　打ちのめされたような表情で地面を見つめるスーミン。

「わかったな、アルヴィン。余計な詮せん索さくは無用だということだ」

　そう言い捨てると、ローガンは露店通りから姿を消した。

　何なんだ、あいつは。人を見下すような視線に、絶対的な立場を見せつけるかのような物言い。どうにも気に食わない男だ。

「あんなこと言ってたけどお前はそれでいいのか？」

「……いいも何も、ローガンさんが言ったことは事実です。何にしてもアルには関係ありません。余計なことをして混ぜっ返さないでください」

「……そうか、わかったよ」

　スーミンがそう言うなら仕方がない。今は聞かないでおこう。
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　夕ゆう陽ひを背負いながら外郭へと赴く。今日は早めに店じまいをする、とスーミンが言うので頼み込んで何とかお金を出してもらった。

「けどなぁ、一〇〇〇ウルドって……子供の小遣いかよ」

　もらっておいて文句を言うのは気が引けるが、これじゃ安いエールとおつまみワンセットで終わってしまう。はあ、せちがらい……。

　どうやって時間を潰つぶしたものか、と辺りを物色しながら大通りを歩いていく。

　外郭門からまっすぐに伸びるこの目抜き通りは夕ゆう闇やみ迫る時間でも人でごった返している。レオンの話では第一の防壁に守られた内郭は一等地、外郭の大通りに面したこの辺りを二等地、そして外郭の奥まった不便なところを三等地と言うらしい。

　市街地は市民階級と密接な関係があり、一等地に住居や店舗を持てるのは一等市民だけ。二等市民は二等地で、三等市民は三等地でしか活動できない。

「払う税金で住むところまで決まる、ってわけか」

　えげつないなと思う反面、血統を根拠に一族で支配を続ける帝国などと比べて、稼げば一発逆転が狙ねらえるだけまだマシなのかもしれない。

「ん？　あれは……ローガンか？」

　大通りに連なる店々を眺めながら歩いていると、鮮やかな色のローブが見えた。軒先には『ゲブラー魔法店』と刻まれた大きな看板が掲げてある。先ほどスーミンから手に入れたスクロールをここで売っているのかもしれない。気になって店に入ってみる。

　店内は青白い照明が灯ともっており、明るく清潔感があった。所狭しと棚が立ち並び、大量の巻物スクロールが突っ込んである。室内には羊皮紙が持つ独特の香りが漂っていた。

　試しに手近なスクロールを手に取って中を見てみる。

「ふうん……ヴィネクスの模造品か」

　これはスーミンが書いたものではない。彼女は独自の文法で書いているが、いま俺が手にしているのはＲアール・ヴィネクス商会という世界一有名な魔法屋の文法に則のつとって作られたものだ。出来はそこそこで、値段は五〇万ウルドとある。同じ物をスーミンに書かせたら、機能は倍以上で値段は十分の一だ。正直まるで勝負になってない。

「今回は遅くなりまして誠に申し訳ありませんでした。取り寄せましたスクロールは検品の後、明後日には納品させていただきますので」

　店内を見て回っていると、かしこまった野太い声が聞こえてくる。ローガンだ。

「構わんが、遅れた分は便宜を図ってもらえるのだろうな？」

　答えたのは二十歳はたち前後の若い女性だ。周囲が羨うらやむくらいの美び貌ぼうだが、男物のチュニックとタイトなズボンを着こなし、その上に外套クロークを羽織っている。どれも生地は艶つややかな光沢を放つ一級品だ。そして片目を眼帯で隠している。

「無論、ヴェロニカ様の率いるマリアナ海運は我が魔法店にとって一番のお得意様。しっかりと勉強させていただきますので、今後ともよろしくお願いいたします」

「ヴェロニカ……マリアナ海運の？」

　名前は聞いたことがある。ヴェロニカ・ドミトリア・アレクサンドラ──マリアナ海運最高幹部会の一員で若じやく輩はいながら各地にマリアナ海運の拠点を築き上げてきた人物だ。

　しかしその素顔は獰どう猛もうかつ冷酷、盗賊や海賊には容赦しないことで有名だ。襲ってきた賊に多額の褒賞金をかけ、どこまでも追いかけて殲せん滅めつ。命いのち乞ごいを許さず皆殺しにする。そのため賊たちは彼女のことを猟犬ガルムと呼び、暴れ竜のように恐れている。

「商売は巧こう遅ちより拙せつ速そくが勝るという。しかしお前のところは早くもないわりに、年々品質が低下しているな、ローガン。それをどう考えている？」

「は、はい……由ゆ々ゆしきことで、早急に対策を練りたいと思っているのですが……」

「先日、私の隊商を守る護衛団がお前のスクロールを使用したところ、すぐに焼き切れてしまったという。以前より間違いなく寿命が短いぞ。これはどういう理由だ？」

　スクロールは魔法で羊皮紙に精神回路を刻み込んだもので、ここに魔力を通して魔法を発現させる。魔力を通すことでスクロールは次第に劣化していき、最後には回路が焼き切れて寿命を迎える。これは疑似的に創つくり出した精神回路が持つ宿命だ。

「そ、それは……スクロールの寿命は私どもの力で制御いたしかねるところで……」

　しどろもどろになり、顔を青くして頭を下げるローガン。

　スクロールは使用時に流し込む魔力の質が悪いと、あっという間に劣化していく。スクロールと使い手にはある種の相性があるのだ。

「つまり使い手の問題であってスクロール側の問題ではないと、そういうことか？」

「ええ、ええ。おっしゃる通りでございます」

「そいつはどうかな」

　店のスクロールを携え、ローガンとヴェロニカの間へ割って入る。

「お前は先ほどの……アルヴィンか」

「ローガン、あんたがこの店の店主だな。それなら言っておきたいことがある。このスクロール、精神回路の構成がかなり乱れていて線が細い。これだと魔力を流しすぎただけで簡単に焼き切れてしまう。作り手の巻物スクロール書きが精神的に不安定だとこういう現象が起きやすいんだ。ローガン、あんた作り手に十分な金と時間を与えているか？」

「……当店では徹底した品質管理を行っている。憶測で物を言うのはやめたまえ」

「このスクロール、スペルミスが三箇所もあったぞ。ずいぶんと杜ず撰さんな品質管理だな」

「今は大切な商談をしているのだ、退出願おうか！」

　鋭い声を上げるローガン。すると、奥から大きな図ずう体たいの男がのっそりと現れた。

「おう……おうおう！　またお前か、この雑草野郎が！」

「なんだ、トロールの旦だん那なか」

　誰かと思えば、昨日叩たたきのめしてやったトロール殺しのジャンクックだった。

「もしかしてあんた、この店の用心棒でもやってるのか？」

「そうだ。わかったら表へ出ろや！」

　それは困るな。俺が声をかけたのはローガンや用心棒と喧けん嘩かをするためじゃない。

　ヴェロニカに視線を送ると、にこりと笑顔を返してきた。

「待て。この男は私が預かる」

「はあん？　冗談だろ。人の獲物を横取りなんて、褒められたことじゃねえな！」

　巨体を揺すり、上から見下ろすようにして凄すごむジャンクック。しかしヴェロニカは腕を組んだまま眉まゆ一つ動かさない。代わりに動いたのは、それまで影のように寄り添っていたヴェロニカの従者だった。

「それ以上、ニーシャに近づくことは許さないわ」

　金糸があしらわれた白地のローブの上に、蝶ちようや咲きほこる花が描かれた白地のコートを纏まとっている。肌は滑らかな光沢を放つ赤い鱗うろこで覆われ、頭の角には宝飾品が輝いていた。

「……なんだぁてめえ、リザードマンか？」

「ええ、そうよ。だからなに？」

　外見はいかついリザードマンのそれだが、声はとてもかわいらしい。服装もアクセサリも凝っていて、随所に女性らしい気配りが感じられる。

「ツエラ、大丈夫だ。下がれ」

「でもニーシャ、あなたにこんな汚らしい男の息がかかるのは私、我慢できないわ」

　ツエラと呼ばれたリザードマンの従者は、わざとらしいため息をつく。

「トカゲ風情が舐なめ腐りやがって……!!」

「ねえ、息がくさいわよあなた。トロールじゃないんだから歯くらい磨きなさい」

「いい度胸だ、雑草野郎の前にまずてめえを串くし焼やきにしてやる！」

　ツエラに煽あおられ、ヒートアップするジャンクック。

「ローガン、用心棒に言え。お前の相手は客ではなく、また客の連れでもない」

「す、すみませんヴェロニカ様……ジャンクック、ここはもういい。奥へ行っていろ」

「チッ……命拾いしたな。次に会ったらタダじゃおかねえぞ」

　ローガンに諫いさめられ、ジャンクックは捨すて台詞ぜりふを残して戻っていった。

「負け犬の遠とお吠ぼえね。いえ、というより負けトロールかしら」

　奥に引っ込んだのを見計らって、これ見よがしに悪態をつくツエラ。

　この人、なかなかどうしていい性格してるな……。




　ヴェロニカに連れられて内郭門をくぐると、がらりと景色が変わった。

　精密に整えられた石畳に白亜の建築物、中央に噴水を配した広場にはドレスを着た貴婦人たちが集い、ほがらかに笑っている。外郭がどことなく雑然としてるのに比べ、内郭の中は全すべてが気品に満ちあふれていた。

「へえ……これが一等地か。綺き麗れいなところだな」

「一等地に入るのは初めてか？」

　先導するヴェロニカが俺に視線を寄よ越こしてくる。

「ああ、というか俺は旅人でね。エリューテに来たのは数日前なんだ」

　ローガンが営むゲブラー魔法店を出た後、ヴェロニカは俺を自らの屋敷へ誘ってくれた。マリアナ海運の力は強大で、ここの参事官もやっているとレオンは言っていた。つまりはこの街の有力者だ。取り入って損をすることはないだろう。

　相手に取り入る最も簡単な方法は、その人物あるいは組織が、いま一番困っていることを探り出し、自分に解決能力があることを提示することだ。今回は運よくそのチャンスが向こうの方から転がり込んできた。

「旅の魔道士か。面白い話が聞けそうだ」

　ヴェロニカはにこりと笑う。人が良さそうに見えるが気は抜けない。

　彼女はマリアナ海運という欲得と陰謀が渦巻く魔ま窟くつでのし上がってきた、老ろう獪かいを極めた人物だ。笑顔の裏にどんな本音が隠されているかわかったものじゃない。

「着いたわ、ここが私たちのお屋敷よ」

「これはまた、ずいぶんと物騒なお屋敷だな……」

　それは一等地の中でも一際大きな区画に建っていた。ツエラはお屋敷だと言ったがそんな優雅な代物ではない。水を張った堀にそそり立つ石壁、巨大な跳ね橋に屈強な門番。これは王や公爵が外敵に備えて作る城じよう塞さいと同じものだ。

「敵が街の外から来るとは限らない。常在戦場、それがマリアナ海運の金科玉条だ」

　ずんずんと跳ね橋を渡っていくヴェロニカに慌ててついていく。




　お屋敷に入ると賓客室へと案内された。白磁のティーカップに注がれた紅茶に甘い芳香を放つ焼き菓子が振る舞われる。どちらも目が覚めるほどにおいしかった。

「まずは自己紹介だ。私はヴェロニカ・ドミトリア・アレクサンドラ。今はエリューテでマリアナ海運の支部長をやりながら、参事官も兼任している」

「噂うわさは聞いてる。最近、参事会を騒がせているらしいな」

「誰が騒いでいるのか知らないが、我らが取引をする場合、王や諸侯にこちらの望む条件で有無を言わせず判を押させる。あらゆる手を使ってだ。参事会に入ったなら、その権限は我らが掌握する。あらゆる手を使ってな。これが我らの日常だ」

　笑いながら怖いことを言い出すヴェロニカ。

「単刀直入に聞こう。アルヴィン・ロウ、お前が私に近づいてきた目的は何だ？」

「やっぱ気付いてたか。実はいま、とある巻物スクロール書きの手伝いをしてる身でね。スクロールが入り用なら力になれるかもしれない、そう思ったんだ」

「ほう、その巻物スクロール書きとは？」

「この街の市外に住んでいるスーミン・ユングミルだよ」

　名前を出すか一瞬迷ったが、隠したところでマリアナ海運がその気になれば、すぐに露見するだろう。それなら最初から言ってしまった方がいい。

「……なるほど、ユングミルの娘か」

「知ってるのか？」

「ゲブラー魔法店を使い始める前は、ユングミル魔法店からスクロールを仕入れていたの。彼女のお父さんが経営していた魔法店で、近所の一等地に建っていたわ」

　ヴェロニカの代わりにツエラが補足してくれる。

　そういえば、スーミンの話では親父おやじさんも巻物スクロール書きをしていたらしい。その親父さんがこの一等地に店を構えていたとは。スーミンのやつ、元は一等市民だったのか。

「我らもあれに期待したことがある。しかし我らがスクロールを必要とするのは隊商を守らせるためだ。その用途において、あれの作るスクロールは役に立たん」

「まあ、そうだろうな……」

　スーミンが作っているのはわがまま丸出しの芸術作品だ。実用品を求めるヴェロニカたちからすれば無用の長物だろう。

「スクロールは寿命があるから定期的な仕入れが欠かせない。しかし質のいいスクロールを安定的に入手するのは難しい。ゲブラー魔法店は今までその点をクリアしていた」

「ただ、さっきもニーシャが言ってたけど最近は品質が下がっているのよねぇ。帝国に行けばヴィネクス商会の高品質なスクロールが手に入るけど、交易税が高すぎるのよ。あんなのパカパカ使ってたら破産しちゃうわ！」

　Ｒアール・ヴィネクス商会は帝室顧問商を務める魔法屋で、帝国民はもちろん魔道士でその名を知らないものはいない。ここの提供する魔法は昔から高品質かつ実用的、市井の魔法屋はこぞってヴィネクスの魔法を真ま似ねした。結果、模造品や類似品が溢あふれかえり、それ以降、この系統の魔法はひとまとめに『ヴィネクス系』と呼ばれている。

「我らは商人、利益が第一だ。コストに見合う安定的かつ高品質なスクロールの仕入れ先を常に欲している。アルヴィン、お前は我らの力になれると言ったな」

「力になれるかもしれない、と言ったんだ。何も約束はしていない」

「ふふ、そうだった」

　ヴェロニカがころころと笑う。笑顔はかわいいんだけどなぁ……。

「で、実際のところ話を聞いてどう思う」

「俺には荷が勝ちすぎる話だな。……ただし、今のところは」

「当てがあるのか。期待してもいいのだな」

「うちのお姫様は跳ねっ返りでね。東と言えば東から、西と言えば西から日が昇る、そういう気難しいお年頃なんだ。だが黄昏の魔女ラテイメリアの弟子は伊だ達てじゃない。それだけは同じ弟子である俺が保証するよ」

「ほほう、お前もあれの弟子なのか。いいことを聞いた。今日一番の収穫だな」

「あ、しまった。言うんじゃなかったな……」

　話の流れでつい口走ってしまった。

「アルヴィン、うちで働かないか。待遇は言い値で保証する」

「あら、いいじゃない。私も賛成よ、アルちゃんのこと気に入ったしね。ちょっと子供っぽいけど意外とハンサムでかわいいし。それにいい匂においがするもの」

「あ、アルちゃん？」

「喜べアルヴィン、ツエラが男を気に入るなんて滅めつ多たにない。こいつは男よりかわいいものに目がない。子供や女を与えると何時間でもいじり回す。病気だ」

「うふふ、アルちゃんなら可愛かわいがってあげるわよ？」

　ツエラの声はかわいいし、瞳ひとみはつぶらでくりくりしていてすごく愛らしい。

　とはいえリザードマンはさすがに遠慮したいな……。

「マリアナのお偉いさんからお誘いを受けるなんて光栄だ。ただ俺は、師匠からスーミンの面倒を見てくれと頼まれてる。あの人のお願いを無下にはできない」

「……黄昏の魔女ラテイメリアのお願いか。ならば仕方ないな」

　さすがは師匠、悪評はヴェロニカの耳にも届いているようだ。

「ご期待に添えなくてすまない。ただ、魔法の知識には自信がある。何かあったら市外の露店通りまで来てくれ。力になるよ」

「わかった、期待しよう。その時はツエラを寄よ越こす」

「ふふ、縁があるといいわね」

「今日はこれでお暇いとまするよ。話ができてよかった」

　ヴェロニカとツエラに別れの挨あい拶さつを告げると、俺は賓客室を後にした。
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　今日もスーミンは露店へやってきて、スクロールの展示会を催している。

　ここ数日、彼女の行動を見守ってきたが一日のスケジュールは大体こんな感じだ。

　スーミンの朝は早く、日の出とともに目を覚まして手早く朝食を作る。バゲットを切って燻くん製せい肉や野菜、チーズなどを挟んだ手軽なもので、俺の分も用意してくれる。ただし俺の分だけ燻製肉が明らかに少ない。ケチなやつだ。

　朝食を済ますとすぐに露店通りへと向かう。店を準備したら、後は座って客が来るのを待つ。周りは威勢よく呼び込みをしている中で、スーミンは黙ってふんぞり返っている。当然ながら客足は伸びない。

　せっかく客が来てもほとんどは買わずに去っていく。相手は商品説明を求めているのにスーミンが作品解説をするからだ。客が逃げると「私の芸術が理解できないなんて！」などとこじらせた画家のようなことを言い出す。ここはもうお約束だ。

　お昼になると一いつ旦たん店をしめて昼食へ。大抵は安い出で店みせで済ます。俺は金を持ってないのでスーミンの奢おごりだ。小麦粉を細く打うち延のばし、熱く濃厚な汁につけた東とう方ほう麺めんというのが彼女のお気に入りなのだが、具なしの六五〇ウルド（一番安い）のしか頼まない。当然、俺のもそれだ。つくづくケチなやつだ。

　夕方、日が沈む頃には店じまいをする。売上はゼロか五万ウルドのどちらかだ。運よく一本売れたら万々歳、というわけだ。

　スクロールが売れた日はお小遣いがもらえるので（一〇〇〇ウルドだが）夜の町に繰り出して一杯引っかける。唯一の憩いの時間だ。売れなかった日は軍資金がないのでスーミンと一緒にボロ屋へ帰ることになる。

　帰宅後、スーミンは工房に引きこもり、スクロールの製作に没頭する。作業中に工房へ入るとブチ切れるので、何をやっているのかはわからない。時おり「ふざけんな死ね！」だの「はあ、私って天才っ……自分の才能が怖おそろしい……！」などといった、微笑ほほえましい独り言が聞こえてくる。

　そうして夜も更けて頃合いになると、スーミンはダボダボのパジャマに着替えて眠りにつく。彼女の自室を覗のぞこうとすると蹴けりが飛んでくるから詳しくはわからないが、かなりの量のぬいぐるみが部屋に置いてあった。この辺りはまだ無邪気でかわいらしい。

「……さっきから人の顔見てニヤニヤしてますけど何ですか？　暇なら私の下僕らしく、余興の一つでも見せたらどうですか。投げたボールを口でくわえて私の前で物欲しそうな顔をする芸とかお勧めですよ」

　うん、前言撤回。こいつ邪気しかねえ。

　それにしても気になるのは、スーミンはかなり無口だということ。彼女は基本的に自分から誰かに話しかけることはない。買い物をする時も黙って商品を差し出し、金を払い、目も合わせずに去っていく。

「だから、さっきからずっと私のこと見てますけど何なんですか」

「見てちゃダメなのか？」

「ダメです。キモいです。ウザいです」

　しかしどうやら俺だけは例外なようで、こんな感じで自分から突っかかってくる。

　もしかしたら相当なツンデレなのかもしれない。

「なあスーミン、好きだぞ」

「は……？　なにを言ってるんですか？　ちょっとそこで死んでくれません？」

「照れるなよ。本当はお前も俺のこと好きなんだろ？」

「うぬぼれんな居候。一体どこをどんな風に勘違いしたら、そういうおめでたい思想になるんですか。もういいから黙って地上から消えてください」

　さすがスーミン、言葉のナイフを投げつけることに一切躊ちゆう躇ちよしない、そこにシビれるあこがれるゥ！　じゃなくて。

「あのさぁ……お前、俺のこと何だと思ってるの？」

「お師匠に押しつけられた役立たずで金食い虫のヒモ野郎という認識ですが何か」

　まあ現状を素直に言葉にすればまさにその通りだよネ！

　なんて、納得してる場合じゃない。

「俺は師匠からお前の手助けをしろって言われてここにいるんだ。でもお前の言動を見てても何をどうすればいいかわからない。お前はどうして欲しいんだ？」

「最初に言いましたけど、私は別に助けなんて求めてないです。お師匠の勘違いですよ。アルにどうにかしてもらわなきゃいけないことなんて何一つありません」

「それを師匠に話して、納得させる自信があるのか？」

「うぐっ……そ、それは……」

　ほーら、やっぱり何か隠してる。まったく、このままじゃ埒らちが明かない。

　できればこういう方法は取りたくなかったんだが仕方がないな。

「スーミン、お前はもともと一等市民だったんだよな」

「……どうして知ってるんですか」

「ところが今のお前は三等市民ですらない。悔しくはないのか？」

「……っ！」

　歯を食いしばるスーミン。そうだろう、跳ねっ返りのお前が悔しくないはずがない。

「もう一度、這はい上あがって一等市民になろうとは思わないのか？」

「……思ってますよ。思わないわけないでしょう」

「でも、今のままじゃ無理だよな。お前はスクロールをまともに売る気がない。一日一本、物好きが買っていくだけだ。こんな状態じゃ一等市民になんてなれるわけがない」

「だから何ですか。あなたに口出しされるいわれはありませんよ！」

「俺の口を塞ふさいでも状況は何も変わらない。悔しかったら一日一〇本くらい売ってみろ」

　これ見よがしにスーミンを煽あおる。

「そんなことができたら誰も苦労なんてしませんよ！　何なんですか、さっきから。喧けん嘩か売ってるんですか？　そこまで言うならアルがやってみてくださいよ！」

「わかった。しっかり見てろよ」

「……え？」

　呆ほうけた声を上げるスーミン。俺はおもむろに声を張り上げる。

「さて、遠路はるばるエリューテへお越しの皆さん、ご注目！　ここから北は魔物がひしめく危険地帯。踏み入れるのに必要なのは知恵と勇気、あとは筋肉だ！　おおっとそこのお兄さんたち、いい身体からだしてるねっ！」

　通りかかった冒険者らしき一団を指すと、辺りから小さく笑いが漏れる。

「しかしそれだけじゃ少し足りない。あと一つ必要なものがある。そう、魔法だ。これをなくして旅はできない、そうでしょうお兄さんっ！」

「ははは、まあそうだな」

　冒険者の一団が興味を惹ひかれてやってくる。他にも遠巻きに様子を眺めている冒険者、そして魔道士と思おぼしき人間が幾人か。よしよし、食いついてきたな。

「魔道士にスクロールが必要なのはもはや常識。さてそこでだ、ここにあるスクロールはちょいと凝った仕掛けがある。普段使いにゃもったいないが、決め手で使えば映えること間違いなし！　今日は特別に少しだけ、その真価をお見せしよう！」

　観客に告げると、芝居がかった仕草でスクロールを派手に広げて見せる。

「さあ行くぞ、開かい闢びやくの篝かがり火びを灯ともし晦かい冥めいたる帳とばりを切り拓ひらけ、光彩華雨シヤイニー・レインっ！」

「おおお、これはすごいっ……!!」

　光の花弁が辺りに舞い散り、見守っていた連中から感嘆の息が漏れる。

「古今東西、様々なスクロールがある。だが誓って言おう。ここまで可か憐れん、ここまで豪ごう華か絢けん爛らんなスクロールは、そこらじゃお目にかかれない。そうでしょ、お客さん」

「でも、ちょっと詠唱が長いような……」

　一団の魔道士が苦笑する。そう、普通ならこれは拭ぬぐいがたい弱点だ。

「確かにその通り。でもこのスクロールは魔物と対たい峙じした時に使うものじゃない。例えば他の冒険者に差をつけたい時。例えばギルドで自らの力を示したい時。あるいは、故郷で待っている知人たちに見せる土産として。そんな時、この格かつ好こいい詠唱をビシッと決めて見せ場を作れば箔はくがつく。そうは思いませんか、皆さん！」

　近寄ってきた一団が、言われてみれば、という顔になる。あともう一押しだ。

「さて、今お見せした豪華絢爛なこのスクロール、さぞやお高いんでしょう、とお思いでしょうが、ちょっと待った。確かにこいつは高い。最低でも二〇万ウルドは下らない、それだけの価値がこのスクロールにはある！」

「ちょっ、何を……」

　慌てたスーミンを目線で黙らせる。

「そんな皆さんに朗報だ。今日はこいつを一〇万ウルドでご提供しよう！」

「えっ、今日だけ半額……？」

「……いや、ここはせっかくのご縁だ。今この場にいる皆さんにだけ、出血大セールだ！　特別に五万ウルドでお譲りしよう！　他のみんなには教えちゃダメだよっ！」

　俺がその言葉を発した途端、わかりやすいくらいに皆の目の色が変わった。

　今日だけ、この場でだけ、特別に──人はそういう言葉に弱い。

「さあ早い者勝ちだ！　買った買った!!」

「い、今の光魔法を一つくれ！」「私にもちょうだい！」「俺はもう一本追加だ！」

　一斉に魔道士や冒険者たちが集まってくる。露店の前には今まで見たことがないくらいの人だかりがあっという間にでき上がった。

「おい店主、このスクロールはどういう効果なんだ？」

「ありがとうございます、そいつはウチの自慢の巻物スクロール書きからご説明させていただきます。ほらスーミン、出番だぞ！」

「え、あっ、はい！　そ、それはっ……」

　突然のことで戸惑い、しどろもどろに説明を始めるスーミン。そうしている間にもスクロールの説明を求める声が後から後から湧わいて出てくる。

「スーミン、急いでくれ。次の客が待ってるぞ！」

「は、はいっ……！」

　そんな感じで、怒ど濤とうのように訪れる客を捌さばいているうちに。

　露店に置いてあったスクロール計二〇本が、わずか一時間で売り切れてしまった。




「ひ、ひいふうみい……ってウソですよね。これ、一〇〇万ウルドありますよ!?」

　自宅に戻った後、スーミンは震える手で金貨の山をより分けていた。

「五万×二〇は一〇〇万だ。当然だろ」

「そ、それはそうですけど、こんな大金を手に入れるの初めてで……」

「これで少しは贅ぜい沢たくできるな」

「た、確かに。これなら東とう方ほう麺めんの煮豚マシマシトッピングも夢じゃないですね！」

　贅沢の幅が狭いよ。貧乏性かよ。

「それにしても、本当に一日で一〇本以上売るなんて……すごいです」

「少しは俺のこと見直したか？」

　むっとして口をつぐむスーミン。しかし頬ほおがほんのりと赤い。

　これはきっと「た、確かにすごいと思うけど、別にあなたのこと認めたわけじゃないんだからねっ！」なんてツッコミを入れたいけど我慢してる顔だな。

「でも、これでわかっただろ。お前のスクロールには価値がある。後はやり方次第だ。明日は俺の真ま似ねをして売ってみろよ。そうすればいずれは一等市民に戻れるさ」

「……無理です。私にはできませんよ、あんなこと」

　ぽつりと呟つぶやくように言うスーミン。

「どうしてだよ。やってみないとわからないだろ？」

「やってみたんですよ。何度も何度も。でも、できなかった。私はアルみたいに声を張り上げて客引きをすることなんてできない。わかりやすく説明することも、うまく言葉を返すこともできない。人とうまく接する才能がないんですよ……」

　まあ、ここしばらく話をしてみて、そういう傾向はあるなと思っていた。

　スーミンは性格的に客商売が向いていない。

「何度も直そうとしました。無理して明るく接して、話しかけて。でもそのうち、みんなが私を避け始めるんです。急用があるから、いま手が離せないから、別の人に呼ばれてるから、そんな理由で話を打ち切られる。いくら私が会話音痴でもわかりますよ。ああ、これは私と話をしたくないんだなって……!!」

「スーミン……」

「悪いのは私です、わかってるんです。でも、しょうがないじゃないですか。どうやって人と話せばいいかなんて誰も教えてくれないし、勉強したってわからないんですよ！」

　拳こぶしを固く握りしめ、悔しそうにうつむく。

「父さんは筆記魔法スペルライツの才能があって、人とうまく接する才能もあった。だから一等市民になれた。でも私はスクロールを書くことしかできないんですっ……!!」

　忸じく怩じたる思いがあるのか、わずかに涙ぐむスーミン。

「……なるほどな。ようやく見つけたよ」

　彼女がクマのぬいぐるみに求めたもの。なぜ師匠が俺に『スーミンを助けて欲しい』と言ったのか。その答えがわかったかもしれない。

「悔しいか、スーミン」

「そんなのっ……悔しいに決まってるじゃないですか!!」

「どうにかしたいって、今でも思ってるか？」

「思ってますよ!!」

「だったら俺が手伝おう。俺の実力は、今ここにある金貨が証明してくれてるはずだ」

「で、でも、そんなことしてあなたに何の得があるんですかっ……！」

「今日の売上だが、三割は俺がもらう」

「えっ？　で、でも……」

「これはスーミンのスクロールが生み出した金だ。しかし俺の客引きが生み出した金でもある。だったら分け前をもらう権利があるんじゃないか？」

「あ、う……。確かに私一人じゃ、あんな風に売るのは無理です……」

「お前はスクロールが作れるけど商売はからきしだ。逆に俺はスクロールは作れないけど商売ができる。だったら手を組めばいい。お前がスクロールを作り俺が売る。お前は一等市民に戻れて、俺は分け前でおいしい酒が飲める。ほら、いいことばかりだろ？」












「手伝って……くれるんですか？」

「当たり前だろ。そのために俺はここまで来たんだ」

「……ありがとうございます、アルヴィンさん。今まで失礼な態度を取ってすみませんでした。改めて、これからよろしくお願いします」

「何だよ、水くさいな。今まで通りアルでいいって」

「そうですか、じゃあアルでいきます。それと、もう一つお願いがあるんですけど」

「ん、なんだ？」

　しおらしい態度で居住まいを正すスーミン。

「先ほどの分け前なんですが……アルが一割、私が九割が適正だと思うんですよね」

　言いながらスーミンは、すすす、と金貨を自分の元へと引き寄せる。

　……こいつ、本っ当にドケチだな!!





[image: ]





　　　　　　１






　翌日。露店は一時休業とし、スーミンと共に新たなスクロールを用意することにした。客引きによって軒並み売れてしまったからだ。

「ということで、新たに作るスクロールはもっと高く売れて需要が高いものにしたい」

「えええ～……それって、実用品を作れってことじゃないですか」

　スクロール工房にスーミンの超やる気のない声が響き渡る。

「どうして実用品を嫌がるんだよ」

「売れるものを作るっていうのは作品の個性を潰つぶすってことです。実用性を考え始めたら私の思うままに作れないじゃないですか」

「当たり前だ───っ!!」

「うわ、アルが怒った……」

「お前なぁ、よく考えてみろよ。金を払ってくれるってことは誰かがそれを必要としてるってことだろ。独りよがりな作品に金を払えっていうのは傲ごう慢まんな思想だ」

「でも、昨日はみんなが私の作品を買ってくれたじゃないですか」

「あれは新規のお客をうまく乗せて買わせただけだ。何度も使える手じゃない」

　エリューテは冒険者が毎日のようにやってくる。つまり新規顧客が多い。だからあの売り方でもしばらくは通用する。しかしあれではリピーター、お得意様を増やすことができない。安定的に商売を続けていくにはお得意様を得ることが何よりも重要だ。

「使ってみてよかった、またあそこのスクロールが欲しいって思ってくれる客を増やす。そのためにはどうしても実用的なスクロールが必要になるんだよ」

「私が思うままに作ったスクロールをアルが頑張って売る。この路線で行きたいです」

「行かねーよ！　わがまま言ってないで現実を見ろ！」

「現実はキライです。というか現実が好きなら巻物スクロール書きなんて陰気な商売やってませんよ。汚けがれた現実をブチ壊したい、その熱いパトスをスクロールにぶつけてるんです」

　お前はまずそのねじ曲がった性根をどうにかする必要があるな……。

「もういい。とにかく、まずはお前が普段どうやってスクロールを作っているのか見せてくれ。作り方によって得意な方向性も変わってくるから」

「ええー、誰かが傍そばにいると集中できないからイヤなんですけど……」

「今回は我慢しろ！」

　なおもぶーぶー文句を言うスーミンをなだめすかして、何とか作業台に向かわせる。

「それで、何を作ればいいんですか？」

「とりあえずはスーミンが作りたいものでいい」

「はあ、わかりました」

　スーミンは羊皮紙を広げてピンで留め、極楽鳥の羽をあしらったクリスタルペンを手に取る。そうしておもむろにインク瓶の蓋ふたを開き──

「おい、待てよ。書き始める前に魔字列大鑑エンサイクロペデイアとか回路魔譜マギストラ・スコアとか、色々と用意しなきゃいけないものがあるんじゃないか？」

　俺はスクロールが作れない。しかしどうやって作るかは知っている。

「いりませんよ、そんなの」

　言うなり、スーミンを中心に幾重にも魔法陣が展開──筆記魔法スペルライツを起動させたのだ。

　スーミンの瞳ひとみがエメラルドのように炯けい々けいと光を帯び、羊皮紙の上を凄すさまじいスピードでペンが走る。ペンが通った跡には光り輝く文字が、図形が浮かび上がる。そのペン運びに迷いは微み塵じんも感じられない。何を書くかも、書き進める工程も全すべて頭の中に入っていて、後はその通りに身体からだを動かすだけ。まさにそんな感じだ。

「へえ……こいつはすごいな……」

　スクロール作りは楽器の演奏に似ている。演奏は楽譜の上に表現されたメロディに自らの情感を乗せ、聞く者の心を打つ音色を作り出す。同じように、スクロール作りでは一筆一筆に自らの魔力を乗せて精神の様相をそのまま書き記すのだ。

　心が乱れれば演奏が乱れる。迷いがあれば音に出る。スクロール作りも同じだ。精神を研ぎ澄まし、極限まで集中力を高め、表現する魔法と渾こん然ぜん一いつ体たいとなる。走るペンに、文字通り自らの魂を込めなければならない。

　それで言えば、スーミンの演奏は神がかっていた。ただ正確なだけではない。筆致に込められた豊かな情感は傍そばで見ていて痛いほど伝わってくる。迫真の演奏が人の心を震わせるように、スーミンのそれは見る者を魅了し、圧倒する何かを宿していた。

「我が名はスーミン・ユングミル。名を銘じ、ここに畢おわる──！」

　彼女の周囲に展開していた魔法陣が回転しながら縮み、スクロール上へと集まっていく。そうして魔法陣が一際強く輝いたかと思うと、静かにその幕を閉じる。描き出した精神回路の焼き付けが終わったのだ。

「……ふう、まあこんなものでしょうか」

「お疲れさま、スーミン。どんなスクロールを書いたんだ？」

「それは使ってみてのお楽しみ、ということで。それじゃ外に出ましょうか」

　スーミンに促され、家の外へと向かう。

「はいアル、使ってみてください」

「これは……元素魔法エレメンタリスの水属性に金属性、それに変成魔法メタモルフオシスと幻惑魔法フアントマスを織り交ぜてある。ううん、何だこりゃ。一体何をする魔法なんだ？」

「アルって何気にすごいですね。普通はスクロールから内容を類推するなんて無理ですよ。しかも私のスクロールって少し変わってるらしくて、慣れた人でもまるで読み解けないって悲鳴を上げるんですけど」












　これでも俺は魔法についてはそれなりの知識がある。だからスクロールに記載された内容を見れば、大体はどんな魔法かわかる。しかしスクロールの記述は圧縮されている上、精神回路の作り方は人によってまるで様式が違う。スーミンのは暗号のように複雑で記述が入り組んでおり、大おお雑ざつ把ぱな魔法の区分以外は何が起こるかまるで見当が付かない。

「命の危険はない……んだよな？」

「当たり前でしょう。こんなとこで死なれたら寝覚めが悪いです」

　ま、それなら使ってみるしかないか。

「起動詠唱は『我は咎とが人びと。小さき神よ我を易えき断だんせよ、審判降臨ジヤツジメント・コール』です」

「またそうやって長くてややこしい起動詠唱にする……こじらせすぎだぞ、お前」

「い、いいじゃないですかっ！　これは私の個性なんです、作家性っ！」

　まあ今回は「作りたいものでいい」って言ったから別にそれでいいんだけどさ。

「それじゃ行くぞ。……我は咎とが人びと。小さき神よ我を易えき断だんせよ、審判降臨ジヤツジメント・コール!!」

　スクロールの文字が金色に輝き、魔法が起動する。と──

　がしゃーん、と上から何かが降ってきた。

　鋼鉄でできた檻おりだった。

「な、なんだ……!?　おいスーミン、どういうことだこれはっ！」

　気付けば俺は檻の中に閉じ込められていた。

　呆あつ気けにとられていると、目の前に小さな幻影が浮かび上がる。法ほう衣いを纏まとってはいるが、見た目はスーミンにどことなく似ていた。

「咎とが人びとよ、頭こうべを垂れて懺ざん悔げせよっ！　ざんげっ、ざんげっ、はーざんげっ♪」

　小さな幻影の神は、自ら刻んだリズムに合わせてくねくね踊り始めた。

「……なんだこいつは。アホか」

　そう呟つぶやくと、幻影の神は手を使って大きなバッテンを作った。すると──

　だばばばばばばばばば─────────────っっ!!

　滝のような奔流に身体からだが飲み込まれる。

　混乱しながらも必死でもがき、水をかき分けると……いつの間にか檻は消えていた。

「……は？」

「ぷっ、ぷふふーっ！　あはははははっ、引っかかりましたねっ！」

　びしょ濡ぬれで地面に転がっている俺を見て、スーミンが笑い転げている。

「な、なに!?　今のは一体なんなの!?」

「今のがスクロール、審判降臨ジヤツジメント・コールですよ。アルなら疑いもせずに試し打ちをしてくれるだろうと思って、ちょっと意地悪してみました」

「お、お前ってやつはぁ……!!」

　スーミンを睨にらみつけながら起き上がる。

「あー、楽しかった。ちなみに檻の中で神様を褒ほめ称たたえて祈りを捧ささげると面白いご褒美が待ってますよ。どうですか、もう一度使ってみます？」

「冗談じゃねーよ！　二度と使うかバーカバーカ！」

　まったく、何を作るかと思えばこんなくだらないスクロールを作りやがって。

　本当に何を考えてやがるん……。

「……おい、スーミン。この魔法っていつ考えたんだ？」

「え？　いつって？」

「だから、作る前に『今回はこういうスクロールにしよう』って構想を練って、魔法種を選別して、どういうタイミングでどう発動させるか考えて、それをスクロール上でどう表現するか回路魔譜マギストラ・スコアを作ってから書くのが普通だろ。お前はこの魔法の構想を、一体いつ考えたんだ？」

「不思議なことを聞きますね。そんなの書きながらに決まってるじゃないですか」

「……はああぁ!?」

　背筋を言い様のないざわめきが走る。

「書きながらって……ウソだろ？　タチの悪い冗談だよな……？」

「なんでそんなウソをつかないといけないんですか。というか、こんなアホな魔法をいちいち回路魔譜マギストラ・スコアに起こしたってしょうがないでしょう」

　スクロールは、音楽で言えば合奏曲だ。複数の楽器でハーモニーを奏でて、一つの曲を作り出す。絡み合う複雑な音色をうまく制御してこそ素晴らしい楽曲が生まれる。

　それを実現するために必要なのが、それぞれのパートがどのような演奏をするかを紙面に書き連ねたもの──そう、楽譜だ。スクロール作りでは回路魔譜マギストラ・スコアがこれに相当する。複雑ゆえに作曲と演奏は切り分けて考えるのが常識だ。

　しかし、スーミンは複数の魔法の制御が伴うスクロールを回路魔譜マギストラ・スコアなしで、書きながらその場で考えて作ったという。これは合奏曲で複数のパートを同時に作曲しながら即興で演奏も行う、ということと同じだ。そんなこと普通は無理だ。人間業じゃない。

「スーミン、はっきり言おう。お前は天才だ」

「ええ、知ってます。芸術のセンスはかなり自信があります」

「……うん、まあそれはさておき、お前には天てん賦ぷの才がある。うまく使えばエリューテの一等市民なんて余裕だ。それどころか国一つを手中に収めることだってできる」

「本当ですか。それなら私が好き勝手に作ったスクロール……もとい、素晴らしい芸術作品を買って毎日愛めでる義務を国民に課したいです」

「それは可哀かわい想そうだからやめろ。とにかくだ、頑張ってお前が一等市民になれるように俺と一緒に素晴らしいスクロールを作ろう！」

「はい、頑張りましょう！　それで、具体的にはどうやって？」

「俺が回路魔譜マギストラ・スコアを作るから、お前はそれを形にしてくれ」

「イヤです」

「おい！　今言ったばかりの『頑張りましょう』はどこへ行った!?」

「だって、人が作った魔譜スコアをなぞるだけなんて、そんなの誰だってできるじゃないですか。それもう私の作品じゃないですし、私がやらなくてもよくないですか？」

「いやいやいや、だからね……！」

　こいつの欠点は、巻物スクロール書きとしては超一流なのに、思考パターンはこじらせた芸術家のそれだってことだ。どうしてこうなったんだか。

「はあ……手伝うって言ったのはアルなんですから、もっと私のモチベーションが上がるような方法を何か考えてくださいよ」

「ええい、わがままな！　お前は一等市民に戻りたくないのか!?」

「戻りたいです」

「だったら少しは妥協しろっ!!」

「妥協は芸術の敵っ！」

　あかん、本気でダメだこいつ……。





　　　　　　２






「はーい、寄ってらっしゃい見てらっしゃい。奇想天外、華麗な魔法を創つくり出すマジカルプリティアーティスト、スーミン・ユングミルの作品展示会はこちらですよ～」

　覇気のない声で通りを行く人々に呼びかける。

　あれから一晩説得したものの、結局スーミンはやる気を見せなかった。仕方がないので今日は家にあった余り物のスクロールを掘り起こして露店通りへとやってきた。

「ちょっとアル！　悪意のある呼び込みはやめてくださいよ！」

「しょうがないだろ、天才であらせられるスーミン先生は自分が認める芸術作品しか作りたくないって言うんだからさ。よっ憎いね、このマジカルプリティアーティストっ！」

「な、何ですか、私が悪いって言うんですか!?」

「悪いとは言ってないだろ。でも商売を成功させなきゃ一等市民にはなれない。成功させるには妥協も必要だ。この当然の理屈を理解してくれよ」

「理解はしてます。我魂マイソウルが従ってくれないだけで」

「うわ、なにそのスピリチュアルな言い訳。身体からだは穢けがれてるけど魂は純粋、とかメルシア教徒みたいなこと言い出しちゃうわけ？」

「うっさいわこの凡人！　いいですか、スクロールっていうのは自分の望みにそぐわないものを書こうとすると精神回路が乱れて駄作になるんです。本心から作りたいって思えないとダメなんですよ！」

　その理屈はもちろんわかる。俺がローガンに『作り手に十分な金と時間を与えているか』と問うたのも、巻物スクロール書きには精神的な安定が重要だからだ。

「私は、私が納得するクオリティの作品しか作りたくないんですっ！」

「じゃあ一等市民は諦あきらめるんだな？」

「……そ、それは、アルが何とかしてくれるはずでは？」

　むう、とすねて唇をとがらせるスーミン。仕草だけを見ればかわいらしいけど、散々にわがままを言われた後だ。素直に愛めでる気にはなれない。

　と、そんな感じでスーミンとくだらない言い争いをしていると。

「あーもー、ひっでー目に遭ったぜちくしょー！」

「ええ、本当に酷ひどい。それというのもチルダさん、全すべてあなたの責任ですよ！」

「そうだぜ、全部お前の魔法のせいなんだぜ！」

「す、すみませんすみませんっ」

　大きな声が聞こえてきたと思ったら、通りで冒険者が言い争いを始めた。ドワーフ娘と取り巻きの戦士たちがエルフの女の子を一方的に責め立てている。

「……あいつら、どこかで見た気がするな」

「ラクレット、サムソー、マリボー、チルダ。数日前にこの店にやってきた冒険者ですね。崇高なる芸術を理解できない凡俗どもの集まりです」

「へえ、名前まで覚えてるのか」

「私の作品をディスった人間は一生忘れませんよ、フッフフ……」

　怖い、怖いよスーミン。

「チルダお前さー、いくら魔法がヘタって言っても限度があんだろ。不発ならともかく、なんであたしたちまで魔法に巻き込むんだよっ！」

「私の自慢は綺き麗れいなサラサラヘアーだったのに、あなたが使った火炎魔法の吹き返しで髪が全部チリチリヘアーですよ！　どうしてくれるのですか！」

「俺なんて氷結魔法で身体からだが半分凍ったんだぜ！　死ぬかと思ったぜ！」

「ち、ちょっとやり過ぎてしまったような……？」

「やり過ぎで済むか───っ!!」

　小さい身体のどこからそんな声が出るのか、と思うほどの大声で怒鳴るラクレット。

　見れば、チルダ以外の三人はあちこち焦げたり鎧よろいがボコボコになってたり、それはまあ大変なことになっている。爆発魔法でも食らったかのような有り様だ。

「つ、次は失敗しないよう頑張りますっ！　ですから、そのっ……！」

「なに寝ぼけたこと言ってんだ、次なんてあるわけねーだろ！　お前とはお別れだ！」

「それだけではありません。チルダ、あなたは用意したスクロールをたった一度の使用で焼き切ってしまいました。これは多大なる損失です。他にも私たちの治療費、鎧や武具の修繕費、しめて二〇〇万ウルド、これをあなたに損害賠償として請求します」

「金で済ましてもらえるだけありがたいと思うんだぜ！」

「そ、そんなぁ……！　二〇〇万ウルドなんて大金、払えないですよぉっ……！」

　うるうると涙目になって許しを請うチルダ。

　しかし魔法に巻き込まれ怒りに燃えるラクレット一味には通じない。

「うるせー！　おめーが払えねーなら親でも兄弟でも払えるやつを呼んでこいやー！」

「家族はお金を持っていません。だからわたしが出稼ぎに来ているわけで……」

「だったらどこかで働いて稼ぐか、もしくは奴隷に落ちるかですねぇ」

「エルフは奴隷商人も高値で買ってくれるんだぜ」

　にやりと笑うサムソーとマリボー。

「……品性の下劣な連中ですね。反へ吐どが出ます」

「じゃあどうする。助けるか？」

「無理でしょう。相手は冒険者なんですよ」

　当たり前の話だが、冒険者というのは基本的に己の腕一本で生きている。だから強い。一般人や商人が立ち向かったところで勝ち目はない。

「俺は黄昏の魔女ラテイメリアの弟子だぞ？　あんな連中には負けないよ」

「だったら……助けてあげてください」

　へえ、意外だ。こいつも人並みに正義感を持ってるんだな。まあどのみち助けるつもりだったけど。何しろ彼女には利用価値がある。

「そこの冒険者さんたち、ちょっと待った。その話、俺に預からせてくれないか」

「あーん？　なんだお前」

「誰かと思えば、使い物にならないスクロールを売っている魔法屋の相方ですか」

「今は取り込み中だぜ。部外者は引っ込んでろなんだぜ」

　のっぽのサムソー、ずんぐりマリボーの二人がすごんできた。

「まあまあ、そう邪険にするなよ。うちのスクロールを好きなだけ持っていっていいから、とりあえず話だけでも聞いてくれ」

「いりませんよ、あんなガラクタ。もらっても扱いに困ります」

「そうだぜ、チルダと同じ不要品なんだぜ」

「はあぁ!?　ザコのくせに口先だけは一丁前ですね!!」

　おいスーミン、話を混ぜ返さないでくれ……。

「話は立ち聞きさせてもらったよ。ラクレット、あんたはこのチルダから魔法のあおりを食らって被害を受けた、そのことに怒ってるのか？」

「そーだよ、それ以外に何があんだよ！」

　ドワーフ娘のラクレットがいきり立つ。

「だったら、あんたにも責任の一端があるんじゃないか？」

「はあ？　あたしの何が悪いってんだ」

「この前うちの店に来た時、チルダはスクロールを見て『不慣れ』だと言った。彼女は魔道士として半人前にも満たない。なのにあんたは『あたしの目がフシアナだってのか』と疑問を呈したサムソーとマリボーを黙らせただろ」

「ぬ、うう……言われてみれば、そんなこともあったよーな……？」

　俺の発言を聞いて、サムソーとマリボーも居心地の悪そうな顔をしている。

「結果を見れば、あんたの目は節穴だった。仲間の能力を把握することは、冒険者として当然の義務だ。あんたはそれを怠った。そこに何の落ち度もないのか？」

「そ、そりゃ……うーん」

「あなたは一体、何が言いたいのですか？」

　助け船を出すようにして、サムソーが口を挟んでくる。

「要はお互い様だってことさ。あんたらはチルダから被害を受けたけど、それはあんたらが彼女の能力を見誤ったからだ。チルダも明らかな能力不足を自分から言い出せなかった。つまりどちらも悪かった、それだけの話だろ」

「まー、確かにそうかもなー……」

　あっさりと納得してくれるラクレット。単純で助かる。

「関係解消は仕方ない。でも賠償請求はやり過ぎだ。お互い悪いところがあったんだから、ここは痛みわけってことで水に流して『はいさようなら』でいいんじゃないか？」

「わかった。んじゃそーしよう」

「で、ですがラクレット様、それでは……」

「うるせー！　あたしがそう決めたんだ、なんか文句あっか!!」

　ラクレットに怒鳴りつけられ、サムソーとマリボーがそろって肩をすくめる。

「チルダ、話は聞いてたな。ここでお別れだ。じゃーな、達者で暮らせよ！」

「は、はい、すみませんでしたっ……」

　ラクレットはからっと笑い、ドワーフ特有の小さな身体からだを揺らしながら去っていった。

　ガラは悪いけど、きっと根はいい奴やつなんだろうな。

「あ、あの、ありがとうございました！　わたし二〇〇万ウルドなんて払えなくて、仲裁していただいて本当に助かりました。このお礼は、必ず返しますっ……!!」

　残されたチルダは深々と俺に頭を下げる。

「うん、その言葉を待ってたんだ。お礼ってどんなことでもいい？」

「も、もちろんです！　わたしにできることでしたら、どんなことでもやりますっ！」

「じゃあ、身体で返してくれ」

　にっこりと笑い、チルダの肩を叩たたく。

「これから俺好みに調教してあげるから。美人だしスタイルもいいし、いい仕事ができると思う。大丈夫、笑ってるだけで稼げる簡単なお仕事だから」

「へ、へう？」

　俺に釣られ、チルダもへらっと笑う。

「ち、ちょっとアルっ!!　あなた、その人に一体何をする気なんですかっ!?」

　露店通りにスーミンの悲鳴が響き渡った。
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　夕方、早速スーミンの家へチルダを連れて帰ってきた。

「チルダには、俺たちの露店で売り子をしてもらおうと思ってるんだ」

「はあ……売り子、ですか？」

　お互いに自己紹介を終えた後、さっそく仕事の話を進める。

「店に来た人に笑顔を振りまいて商品を買ってくれるよう勧めるんだよ。売れたらその分だけお給料を出す。そうすれば村に仕送りもできるだろ？」

　エルフは通常、深い森の奥にある自分たちの村で一生を過ごす。だがそういう場所にも時折、人間の行商人がやってくる。掟おきてに厳格なエルフは接触を拒むが、寛容な連中は彼らが持ち込む便利な品々を買い求めて利用する。

　しかし彼らが金を得る手段は限られている。動物を狩り、皮や肉を売ってわずかな金銭を得るか、もしくはチルダのように出稼ぎに来るかだ。

「身体からだで返してくれ、なんて言うから何かと思ったら……まったく紛らわしい」

「おっ、何を想像したんだ？　もしかしてエロいことか？」

「う、うるさいっ、このヒモ野郎っ！」

　顔を真っ赤にして反論するスーミン。こういう話には耐性がないようだ。

「チルダさん、あなたもアルに何か言ってやったらどうですか。身体で返せとか調教してやるとか言われて何とも思わなかったんですか？」

「わたしはアルヴィンさんでしたら、その、別にいいかなぁ、とか……ぽっ」

「はっ、ちょっと助けてもらっただけでコロリですか。チョロい女ですね」

「ひうっ!?　ひ、ひどいことを言われました……」

　スーミンの毒舌に恐れをなし、俺の陰に隠れるチルダ。

「というかアル、話が違います。私がスクロールを作ってアルが売る、そういう話だったじゃないですか。どうして新たに売り子を雇う必要があるんですか」

「単純に売上が増える。彼女はかわいいからな。倍どころか三倍は見込めるぞ」

「かわいいって、見た目で釣ってスクロールを売るんですか？　そんな単純な手に引っかかるとは思えないんですけど。客をバカにしすぎでは？」

「よく『看板娘』なんて言い方をするだろ。売り子がかわいければ売上は上がる、これは常識だ。今後、商売を進めていく上でかわいい女の子は必ひつ須すだ」

「……わ、私がいるじゃないですかっ」

　顔を赤くしてぷいっと顔を背けるスーミン。

「うん、お前じゃダメ。だってお前、愛想がないから。その点チルダはいいぞ。天然ぽいけど垢あか抜ぬけてるし、人の良さが全身からにじみ出てる。あと何より胸が大きい。こういう子から勧められると、男はころっと騙だまされるんだ」

「あ、ありがとうございます……？」

　褒められていると思ったのか、恥ずかしそうにもじもじするチルダ。

「けっ、何ですか、この乳ちち牛うしが。男に絞り尽くされてしまえ」

　スーミンは胸が小さい。可哀かわい想そうなくらいに貧乳だ。それと比べてチルダの膨らみは実に豊かで弾力がある。きっといい武器になるだろう。

「ということでチルダ、売り子を引き受けてくれるか？」

「はい、ぜひとも。冒険者はわたしには向いていなかったようですし、笑顔を見せるだけでお金が稼げるのでしたら、すごく素敵なことだと思います」

「うん、いや売ってくれないと困るんだけどね……？」

「大丈夫ですか、この人」

　実はチルダってかなり抜けてる子なのかもしれない。

「とにかく、これからよろしくな。困ってることがあったら何でも言ってくれ」

「では、さっそくご相談なのですが……この近くに宿を取っていたのですが、冒険の報酬がもらえなかったので払えなくなってしまいました。どうすればいいでしょうか」

「……スーミン、払ってやれ」

「はあ!?　どうして私が？　アルが誘ったんですからアルが払ってくださいよっ」

「これからチルダには露店で売り子をしてもらうんだぞ。言わば店の従業員だ。いい仕事をしてもらいたいなら必要経費だと思って出してやれよ」

「む、ぐぐぐ……」

　言い返せず、悔しそうに歯をギリギリさせるスーミン。

「どうせならチルダもこの家で暮らしたらいいんじゃないか？　そうすれば宿代もかからないしな。この家、無駄に広くてまだ部屋もたくさん余ってるからさ」

「よ、よろしいのですか？　でしたらぜひっ」

「おいコラ居候ども！　家主に断りもなく勝手に話を進めるなっ！」

「掃除に洗濯、家事は何でもやりますっ、お買い物もしますしご飯もわたしが作ります。ですからスーミンさん、どうかわたしをここへ置いていただけないでしょうかっ」

「それならスーミンはスクロール作りに専念できるな」

　俺の助言に頭を抱えるスーミン。

「はあ、気ままな一人暮らしを謳おう歌かしてたのに……どうしてこうなった！」

「オーケーだってさ」

「よ、よろしくお願いしますっ」

　深々と頭を下げるチルダ。こうしてまた一人、スーミン家に居候が増えた。
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「おはようございます、アルヴィンさんっ」

「……ああ、おはよう」

　チルダの優しい声でゆっくりと目を覚ます。

　ふと部屋が明るいことに気付く。居間に朝日が差し込んでいた。窓が開けられ、吹き込む柔らかな風にカーテンがたなびいている。今までは昼夜を問わず鎧よろい戸どが閉じ、部屋の中は薄暗かった。何だか別世界に来たみたいだ。

　キッチンからトーストやスープのいい香りが漂ってくる。テーブルはクロスや花瓶で彩られ、既に朝食の準備が整えられていた。

「朝飯を作ってたのか？」

「はいっ、早めに目が覚めたので、お掃除をしてお食事の用意をしていました」

　言われてみれば妙に家の中が綺き麗れいだ。部屋の隅には本や羊皮紙の束などが積み重なっていたが、今は姿が見えない。棚やキッチンは整せい頓とんされ、綺麗に片付いていた。

「待っていてください、いまスーミンさんも起こしてきますね」

「……起きてますよ」

　のそのそとパジャマ姿のスーミンがやってきた。

「朝っぱらからドタバタうるさいと思ったら片付けをしていたんですか」

「あう、騒がしくしてすみません……」

「いいんだぞ、チルダ。片付けないスーミンが悪い」

「ヒモ野郎は黙っててください。私の家を私がどう使おうと、そんなの私の勝手です」

　スーミンと俺、並んでテーブルにつく。

「勝手なことをしてすみません……。片付けてはダメでしたでしょうか」

「別に構いませんよ。ありがとうございます、チルダさん」

「は、はいっ」

　スーミンに礼を言われ、ぱあっとチルダの顔が明るくなる。気難しいスーミンと打ち解けられるか少し心配だったのだが、これなら杞き憂ゆうに終わりそうだ。

「まったく、スーミンって俺だけに冷たいよな」

「私は鏡なんですよ。正直な人には正直に、ひねくれ者にはひねくれた態度で接することにしてるんです。ヒモ野郎には塩対応で十分なんですよ、いただきます」

「お前は本当に素直じゃないな……いただきます」

　チルダが用意してくれた朝食をいただく。うん、今までより格段にうまい。オムレツもスープも絶品だ。燻くん製せい肉の量も多いし。チルダを雇ってよかった。

「スーミンさんは、アルヴィンさんのことが好きなのに、素直になれないから照れかくしで悪口を言っている、ということなのでしょうか」

「……そこの耳みみ長なが、アホなこと言ってると放ほうりだしますよ？」

「ひぅあぁっ!?」

　突然スーミンになじられ、悲鳴を上げるチルダ。

「落ち着けチルダ、スーミンが悪口を言うのも照れかくしの一種だ」

「な、なるほど、そうだったのですね。スーミンさんって……すごくかわいいですっ」

「違いますから！　別に照れかくしじゃありませんから！」

「うふふっ、わかっていますよ、スーミンさんっ」

「あーもー、やりにくいっ……！」

　うん、面白いからこのまま放ほうっておこう。




　朝食を済ませた後、俺たちはスクロール工房へと集まった。

「さて、スーミン。新たな仲間も増えたことだし、張り切って新しいスクロール作りを始めよう。ガンガン稼いで一等市民に返り咲こう！」

「そうですね。タダ飯食らいが増えたのでいつまでも遊んでいられませんし」

「うう、わたしのことですか。すみません……小さくなってます」

　申し訳なさそうに部屋の隅でうずくまるチルダ。

「チルダさんはまだいいですよ。家事をやってくれてますし。もう一人のタダ飯食らいは一回客引きをしただけで大いばりして、いい気になって遊ゆう蕩とう三ざん昧まいですからね」

「俺の金はどう使おうと俺の勝手だろ！」

　前回の売上で、俺は一割に当たる一〇万ウルドを手に入れた。なので昨夜は街へと繰り出して大いに楽しんできた。一気に七万ウルドくらい使ったが反省はしてない。

「自分のスクロールで得た金が酒代に消えてるかと思うとモチベーションが湧わいてこないんですよね。あーやる気しないなー、誰かさんのせいでやる気が削そがれちゃったなー」

　こいつ、モチベーションを言い訳にすれば何でも許されると思って……！

「とにかく話だけでも聞いてくれ。今回は用意するスクロールのアイデアを練ってきた」

「ま、聞くだけ聞きましょうか」

　明らかに乗り気じゃない態度を漂わせるスーミン。

「知っての通り、エリューテには冒険者が毎日たくさんやってくる。彼らが購買層であることは言うまでもない。その中でも露店通りでスクロールを求めるのは駆け出しから中堅の冒険者だ。それ以上の連中は二等地や一等地の魔法屋に行くからな」

「よく見てるじゃないですか。ぼーっと眺めてるだけじゃなかったんですね」

　当たり前だ。客を選ばずに商売など成り立つはずがない。客は『自分が店を選んでいる』と思っているだろうが、実際にはその前段階で、まず店が客を選んでいる。

「俺たちは彼ら、駆け出しから中堅の冒険者が欲しがるようなスクロールを用意しなきゃいけないんだが、その前にスーミン。お前、攻撃魔法はあまり得意じゃないだろ」

「別にそんなことないですけど。なぜそう思うんですか？」

「露店に出していたスクロールは二〇本全すべて、対象者へ直接的な被害を及ぼすものじゃなかった。スクロールで一番需要があるのは攻撃系であるにも拘かかわらずだ」

　冒険者が使う定番の魔法と言えば、火の玉を飛ばしたり冷気で凍らせたり電撃を与えたりといった対象者にダメージを与える攻撃魔法だ。

「攻撃魔法を避けるのは何かこだわりでもあるのか？」

「……人を傷つけるのは好きじゃないんですよ」

　目を逸そらし、表情を曇らせるスーミン。

「人を傷つけたくないなんて心根がお優しいのですね、スーミンさんは……」

「騙だまされるなよ、チルダ。あれだけ悪態ついて人を傷つけておいて、心根が優しいなんてそんなわけあるか。単にいい子ぶってるだけだぞ」

「黙れヒモ野郎。アルの場合は私を傷つけたからやり返してるだけです」

「は？　俺がいつお前を傷つけたって言うんだ!?」

「家に侵入して私の裸を見たり、酒代欲しさに金をよこせと言ってきたり、む、胸がないってバカにしたり！　いたいけな少女にこれだけのことをして傷つけてないとでも!?」

「ダメですよ、アルヴィンさん。女の子はデリケートなんですから。めっ、です」

「ぐ、ぐぬぬぬ……」

　チルダに諭され反論できなくなる。まさか俺がやり込められるとは……。

　あ、スーミンのやつドヤ顔してやがる。超ムカつく。

「とにかく、攻撃系のスクロールは遠慮したいってことでいいんだな？」

「そういう解釈で構いません」

「わかった。それならお前が作るべきスクロールは二つだ。防御を固めるガード系の魔法と、相手の足を止める捕縛系の魔法だ」

「なぜその二つなんですか？」

　首をかしげるスーミン。チルダも同じ角度で首をかしげている。

「冒険者が最も恐れるのは傷ついて動けなくなることだ。動けないと死ぬからな」

　寄る辺ない冒険者が一番に優先すべきこと、それは依頼や目的を達成することじゃない。生き延びることだ。目の前のお宝を諦あきらめ、他の全すべてを放棄してでも、とにかく生き延びなければならない。死んだら全てが終わる。生きて帰ることこそが一番の成功だ。

「そして冒険者が次に恐れること、それは格上の相手と遭遇することだ。これは怖おそろしい。相手の力量が自分より上だった場合はどうするか。逃げるんだよ。最小の被害でその場を離脱する、これを最優先に考える」

「アルヴィンさんの言う通りです。ラクレットさんも街を出る前に言ってました。格上の相手とは戦うな、腕を捨てても足は守れ、ヤバいと思ったらとにかく逃げろと」

「冒険者ギルドに入ると必ずこの訓示を聞かされる。しかし、まだ実力が伴ってない駆け出しや中堅の冒険者にとってはこれがなかなか難しい。だからこそ商機がある。人は自分の命がかかっていると思えばいくらでも金を出すからな」

「なるほど。だから身を守る魔法と、相手の足を止めて逃げる時間を稼ぐ捕縛の魔法のスクロールですか。どちらも冒険者が生き延びるため、なんですね」

　スーミンが神妙な顔でうなずく。瞳ひとみに覇気が宿ってきた。

「そうだ。もしこれらのスクロールが駆け出しでも買いやすい、手頃な価格で提供されてたらどうなる？　チルダ、お前だったらどうする？」

「もちろん買います。ちょっと怪しくてもお守り代わりに持っておこう、となりますね。お金はまた稼げますが命は失ったら戻ってきませんから」

「そういうことだな。どうだスーミン、ちょっとはやる気が出てきたか？」

「ええ、攻撃魔法よりはモチベーションが上がりそうです」

　そうかい、そりゃよかった。

「どういうスクロール構成にするか構想はあるか？　迷うようなら俺が回路魔譜マギストラ・スコアを作ってやってもいいぞ？」

「お断りします。やるなら自分で考えますよ」

「はいはい、そう言うと思った。じゃあどういうスクロールにするかはお前に任せるよ。ただし、注文が一つ。起動詠唱はなるべく短くしてくれ」

「えええ[image: ][image: ]っ……」

　案の定というか、イヤがるスーミン。

「なあ、スクロールが使われる場面を想像してみろよ。冒険者は生きるか死ぬかの瀬戸際でお前の作ったスクロールに一いち縷るの望みを託しているんだ。そんな時に希望の光となるような、そんな詠唱だったらどうだ？　きっとお前のスクロールにすがりついて『ありがとう、お陰で助かったよ……！』、そう言って涙するぞ。お前は彼らの救世主だ。そういうスクロールにしたいと思わないか？」

「き、救世主ですか……。ふふ、そうですね、そういうのはアリかもしれないですね」

　むふー、と嬉うれしそうな顔をするスーミン。俄が然ぜんやる気になった。

　なるほど、こいつはこういう乗せ方が効果的なんだな。
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　それから数日後。

　俺とスーミン、チルダの三人は大量のスクロールを抱え、露店通りへと戻ってきた。

「き、今日からわたしが売り子を担当するのですねっ」

「そうだな。頼んだぞ、チルダ」

「はあ、疲れました……」

　店の準備を進める俺たちを、スーミンはぐったりした様子で眺めている。

「スーミン、お前は家で休んでいてよかったんだぞ」

　用意したのは二種類のスクロール、合計五〇セット。普通の巻物スクロール書きなら二週間はかかる物量を、スーミンはたった数日で書き上げた。はっきり言って化け物だ。

「ここは私の店ですから。それに、自分のスクロールをどんな人たちが買っていくか気になるじゃないですか」

「大丈夫ですよ。これがどういうスクロールかわかれば、冒険者を守ってあげたいというスーミンさんの真しん摯しな心遣いがお客様にも伝わると思いますっ」

「か、勘違いしないでください。別にそういうのを期待してるわけじゃないですから」

　照れて、ぷいっと横を向いてしまうスーミン。

「今日はわかりやすくツンデレだな。お前にしては珍しい」

「うっさいわヒモ。いいから働け」

「あのな、俺はもうヒモじゃない。戦略を練ったり助言したりしてるだろ」

「私は額に汗して手足を動かす人以外は働いていると見なしません。アルの場合、動かしてるのは口先だけじゃないですか。なのでまだヒモ野郎です」

「頭脳労働も立派な仕事だっ！」

「はいはい。ああすれば売れる、こうすれば売れる、なんて言うだけならタダですから。悔しかったら結果を出してくださいね」

「こいつ……覚えてろよ、後で絶対に吠ほえ面づらかかせてやるからな！」

　山と積まれた金貨の前で土下座させてやる。

「お、お二人とも喧けん嘩かはやめてください、お店の準備が整いましたよ」

「さて、じゃあ一丁始めるか！」

　二種類のスクロールを一本ずつ手に取り、店から躍り出る。朝にも拘かかわらず、往来には冒険者の姿がちらほらと見えていた。これから昼にかけてどんどん人は増えていくだろう。

　俺はすう、と大きく息を吸い──声を張り上げる。

「そこ行く冒険者の皆様、おはようございます！　これから魔物を討伐しに行かれる方も、帰ってきたばかりでお疲れの方も、少しばかり足を止めてご覧になってくださいませ！　これよりお見せいたしますのは、魔法を使った大変面白い余興にございますっ！」

　ばっ、と大おお仰ぎようにスクロールを広げる。すると冒険者の一団と目が合った。男女二人ずつ、装備や物腰から推測するに駆け出しの冒険者だろう。

「そこの逞たくましいお兄さん、美しいお姉さんたち！　少し協力していただけませんか？」

「なんだなんだ？　何をするつもりなんだ」

　興味を惹ひかれて寄ってくる。一団が足を止めたことにより前回と同じように一人、また一人と見物する取り巻きの輪が増えていく。

「今から私が魔法を使いますので、お兄さんは私を攻撃してください。なに、遠慮はいりませんよ。怪け我がをしても、全すべては私の不徳が為なすところ。むしろ傷一つ付けられずに悔しい思いをすることになるでしょう」

「おいおい、随分と威勢がいいことを言うな」

　俺の放言に苦笑で応こたえる男の冒険者。筋骨隆々のたくましい身体からだで、幅広の剣を背負っている。丸い兜かぶとが特徴的だ。取り巻きの中でも体格のよさは彼が一番だ。

「それでは魔法を唱えます。……我を守護せよ、六角堅塞ハニカムフオート!!」

　要望通り、スーミンは起動詠唱を短くしてくれた。これなら十分に実用に耐えられる。

　スクロールの起動に伴い、俺の周囲に白く輝く六角形の盾が現れた。一つが人間の顔くらいの大きさで数は六個。盾はふよふよと漂いながら俺の周りを回っている。

「さあ、お兄さん。背中の剣で私を斬きってみてください！」

「この白いのを殴ればいいのか？」

「いえいえ、どこでも構いませんよ。でも、そうですね。まずは私の頭へ一撃」

「ま、待ってくれ。そんなことをして平気なのか？」

　丸まる兜かぶとの冒険者がためらいを見せる。盾は俺の腰の辺りを漂っているため、頭は完全に無防備だ。いくら手加減をしても、鉄の塊で頭を殴ったらただでは済まない。

「もちろんですよ。たとえ私が怪け我がをしてもあなた様に一切の責任はございません」

「後で文句を言われても困るぞ」

　半信半疑という顔で剣を抜き、構えを取る。

「お兄さん、身体からだは大きいのに意外と心配性ですね。大丈夫です、ここにいる皆さんが証人になってくれますよ。後はお兄さんの覚悟次第ですが？」

「……よし、わかった。行くぞ！」

　冒険者は大なり小なり血の気が多い。煽あおられれば大抵は乗ってくる。

　丸兜の男は大きく振りかぶると、俺の頭へ豪速で幅広の剣を叩たたき落おとした──!!

　ゴンンッ、と鈍い音がする。

「お、おおお……!!」

　行方を見守っていた観客たちから低い歓声が漏れた。丸兜の剣は六角形の白い盾に阻まれ、俺の頭には届かない。見事に防ぎきったのだ。

「皆さん、今のは私が白い盾を動かしたわけではありません」

「なんだって？　じゃあ誰が……」

「これが六角堅塞ハニカムフオートのすごいところ。対象者への攻撃を自ら判断して守ってくれるのです。そんな盾が六個もある。お手すきの皆さんも試してみたいでしょう、ぜひ同時に攻撃してみてください！」

　それなら、と剣や槍やりを取り出して構える冒険者たち。

　思い思いの方向から攻撃を加えてくる。

「このっ……！」「せいやあぁっ!!」「どうりゃっ！」「砕け散れェっ!!」

　四、五人が同時に攻撃を加えてくるが、六個の盾がそれぞれ自律的に動いて攻撃をはね返す。動きにまるで隙すきがない。その間、俺はただ突っ立っているだけだ。

「何だこりゃあ……こんな魔法、今まで見たことがないぞ！」

「そうでしょうとも。これは当店が新しく開発したスクロールなのですから。しかし皆さん、驚くのはまだ早い。当店が開発したスクロールはこれだけではありません！」

　もう一本のスクロールを取り出し、これまた大おお仰ぎように広げて見せる。もはや観客は冒険者だけではなくなっていた。好奇心を刺激された連中がそこかしこから集まってきて、大きな人垣を作っている。

「魔法の標的は当店のかわいい売り子、チルダが担当しますっ！」

「ひ、ひゃいっ、お願いいたしますっ」

　名前を呼ばれて人垣の中から歩み出てくるチルダ。カチコチに緊張している。

「百聞は一見にしかず、ということで使ってみましょう。出いでよ、輪縛鞭手フラジヤイラ!!」

　唱えた途端、チルダの足下がフッと暗くなる。

　と、次の瞬間──

「ひゃあっ……!?」

　じゅるろろろろっ、と闇やみの中から無数の触手が現れた。そのスピードたるや恐るべきもので、まばたきをする間もなくチルダの身体からだへ絡みつく。

　あっという間にチルダは触手の中に囚とらわれた。

「ひいぃんっ……これ、ヌルヌルしますっ、あっ、ダメっ、入ってこないでくださいっ、そこは、そこはあぁっ、ふああああぁぁんっ……!!」

　何やらエロい展開になっているが、一応これも計算のうちだ。現に、男たちは卑ひ猥わいな声を上げるチルダに視線が釘くぎ付づけになっている。うむ、ナイスだジュリアン。

「見ての通り、これは捕縛魔法でございます。対象者を捕らえて動けなくする、目的はその一点のみ。しかし刮かつ目もくすべきは捕縛のスピードとその力強さ。たとえドラゴンでもあの触手を振りほどくことは難しいでしょう」

「ええ、本当かなぁ……」「ドラゴンでもって、それは言い過ぎだろ」

　あちこちから訝いぶかしむ声があがる。

「論より証拠。試しに誰か、あの美少女を救い出す勇者様はいらっしゃいませんか？」

「よおし、俺が行こう！」

　目を血走らせた丸まる兜かぶとの男がチルダと触手へ近づいていく。

　エロいハプニングでも期待していたのだろうが、残念ながらそれは適かなわなかった。

「ぬっ……!?」

　しゅるっ、と伸びてきた細い触手が男の足首に絡みついた途端──男の身体を軽々と持ち上げ、触手の中心部へと運んでいってしまう。チルダを助けるどころか、自分も触手の中に囚われてしまった。

「う、ぐおおおぉっ!?　く、くそっ、この、離せっ！　ぬっ、な、貴様、服の中にっ!?　あっ、こら、どこに触手をっ、ぬふうっ、ふおおあああああぁぁぁっ……!?」

　ビシバシに鍛えられた男が触手責めに遭って悶もだえている。男の俺からすればゲンナリする光景だが、女性陣にとってはそうでもないらしい。

「ガチムチ男が触手に……いい、いいわぁっ！」「絵的にもう一人欲しいわね！」

　……うん、まあ楽しそうで何よりだ。

　試し打ちを終え、集まった観衆を前に二つのスクロールを高く掲げる。

「冒険者の皆様にとって最も大切なものは何か。それは皆様の生命でございます。金銀財宝も栄誉も、全すべては生きて帰ってきてこそ。当店は、そんな皆様の生命を守るお手伝いをしたい。その一心で今回、このスクロールを作り上げました！」

　多くの者が、朗々と語る俺の演説に聴き入っている。

「北へ進めば多くの試練が待ち構えています。時には命の危険に晒さらされることもあるでしょう。そんな時にどうすればいいか、皆様はその答えを知っている。そう、逃げるのです。命を守り、敵を足止めにし、恥を忍んで逃げる。そうして生き延びて、明日もまた冒険に出かける。その一助となる魔法、それこそがこの六角堅塞ハニカムフオートと輪縛鞭手フラジヤイラなのですっ!!」

　おおおー、と人垣から一斉に歓声が上がった。

「このスクロールの有用性は皆様もご覧になったとおり、機能は万全でございます。同様の効果を持つスクロールをこの街の二等地や一等地で求めれば、五〇万ウルドは下らないでしょう。当然ですが、相応のお値段をいただかなければ当店も立ちゆきません。こちらを一本、三〇万ウルドでご提供したいと思っております」

「ううん……先ほどの性能ならその値段も納得だが、しかし厳しいな……」

　値段を伝えた途端、四方から落胆のため息が聞こえてくる。

　それはそうだ。駆け出しの冒険者にとって三〇万ウルドは決して安くない。二本をセットで買えば六〇万ウルドだ。かなり手痛い出費になるだろう。

「なあ、魔法屋。もう少し安くならないのか？」

「その言葉を待っておりました。先ほども申し上げたように、当店は皆様の生命を守るお手伝いをしたい。ですが先ほどのお値段は冒険者を始めたばかりの方々には少々手が出しづらい。そこで考えました。今回は当店が泣こう、と。それで皆様の命が守れるのなら、これに勝る喜びはございません。本来でしたら一本三〇万ウルドですが、今回は六角堅塞ハニカムフオートと輪縛鞭手フラジヤイラの二本セットで四〇万ウルド、これを先着五〇セット限定で！　特別価格にて皆様にご奉仕させていただきます!!」

　うおおおおおおおぉぉぉ───っ、と熱気に満ちた激しい歓声が沸き起こる。

　セット販売とはいえ、本来の価格からいきなり二〇万ウルドの値引きだ。そこまで下がるとは誰も予想していなかっただろう。

　値段を聞いた途端、冒険者たちが束になって露店の前に殺到した。

「おい、一セットくれ！」「うちはストックも合わせて三つだ！」「なら俺は一〇セットもらう！」「ふざけんな、あたしの分がなくなるだろ！」「うるせえ、早い者勝ちだ!!」

「ふ、ふあぁっ……アルヴィンさん、どうすればいいのでしょうかっ!?」

　露店の前は大混乱に陥る。売り子のチルダも大混乱だ。

「今回は少しでも多くのお客様に行き渡るよう、お一人様一セット限定とさせていただきます。一限です、一限でお願いしまーす！」

　俺のかけ声にブーイングが上がる。しかしこれは譲れない。一部の人間に買い占められたら、せっかく人を集めて大々的に値引きをした効果が薄れてしまう。

「お買い求めいただきありがとうございます。必ず生きて帰ってきてくださいねっ」

「うおぉ、ありがとうチルダちゃん！　また必ず買いに来るからな！」

「はい、お待ちしておりますっ」

　チルダのあどけない笑顔に、男たちは頬ほおを緩ませる。おそらく彼らはうちのお得意様になってくれるだろう。いい看板娘は客を掴つかんだら決して離さない。

「どうして男は、ああいうアホそうな女に惹ひかれるんですかね……」

「チルダはお前に足りないものを全部持ってるからな。胸とか優しさとか」

「うっさい！　胸は関係ないでしょう！　死ね！」

　などと言い合っているうちに。

　持ってきたスクロールはみるみる減っていき、昼には在庫が尽きてしまった。
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「ふっ……うふふっ、ぬふふえへへっ、ふひゅひゅっ、あーははははははははっ！」

「アルヴィンさん、スーミンさんが壊れています……」

　テーブル上に積み上げられた金貨の山に魅せられ、スーミンが顔を歪ゆがませて笑っている。大金を前にして理性がオーバーヒートしたようだ。

　夕刻、在庫がなくなり早々に戻ってきた俺たちは、今日の稼ぎをテーブルの上に広げて売上を数えていた。四〇万が五〇セットで、しめて二〇〇〇万ウルドの儲もうけだ。

「売れるとは思ってたけどまさか昼前に完売するとは。もっと作ればよかったな」

「これだけあれば六、七年は働かなくても食べられますね。今日は東とう方ほう麺めんのトッピング全部乗せを頼みましょう。いや、それはさすがに贅ぜい沢たくかっ……!?」

　二〇〇〇万ウルドを目の前にして、東方麺の全部乗せ一五〇〇ウルドを贅沢だと躊ちゆう躇ちよするスーミン。ちょっと可哀かわい想そうになってきた。

「でも、本当にすごいです。スーミンさんのスクロールが、あっという間にこれほどのお金に換わるなんて……何だか夢を見ているようです」

「こんなの序の口だぞ。スーミンがその気になればこの百倍は稼げる」

「二〇〇〇万の百倍……えっ、二〇億ウルド？　ふふっ、それはおいしいのですか？」

　チルダの目がくるくると渦を巻いている。認識の限界を超えたようだ。

「そうだ、チルダに給料を払わないとな。スーミン、どれくらいがいいと思う？」

「アルと同じでいいんじゃないですか。売上の一割で」

「一割って……二〇〇万ウルド!?　そ、そんな大金、絶対にもらえませんっ！」

　ぶんぶんと手を振るチルダ。

「遠慮しなくていいですよ。きちんと働いてもらったわけですし」

「いえ、わたしはただの売り子ですから。その十分の一でも多いくらいです」

「謙虚だなぁ。じゃあ、五パーセントで一〇〇万ウルドならどうだ？」

「いいんじゃないですか。チルダさん、受け取ってください」

　金貨の山から一部をより分けて、チルダの方へと差し出すスーミン。

「うう、すみません。家に住まわせていただいた上にこんな大金まで頂ちよう戴だいするなんて……。このご恩は必ず返しますっ、何でしたらわたしの一生をスーミンさんに捧ささげますっ」

「いえ、捧げられても困ります。私は一人が好きなんで」

「そんなぁ、即答しないでください……。寂しいではありませんか……」

　しょんぼりするチルダ。

「それじゃ俺は売上の一割ってことで、二〇〇万ウルドだな」

「待った。この際ですから、アルもチルダさんと同じで五パーセントにしましょうよ」

「実演とか色々と頑張っただろ！　むしろ割り増しでもいいくらいだ！」

「ちっ、がめつい男ですね」

　正当な取り分を要求しただけでこれだよ。酷ひどくないか？

「あの、今日はアルヴィンさんも頑張って働いていましたよ。特に最後の演説は皆さんが真剣に聞き入っていて、わたしはすごいと思いました」

「いいぞチルダ、もっと言ってやれ」

「アルって、何だか口先でうまいこと言ってるだけって感じがするんですよ。もっと目に見えて役に立ってくれれば私も気持ちよくお金が払えるんですけど。例えばチルダさんみたいに家事をしてくれるとか」

「いいだろう！　こう見えて俺は料理が得意なんだ。長い間一人で旅をしてきたからな。お前たちに今度とびっきりうまい魚料理を食わせてやる！」

「わあっ、それは楽しみですねっ」

「期待せずに待ってますよ。ともあれ、これで当面は働かなくても大丈夫ですね。アルもチルダさんも、どこかで遊んできていいですよ。私もゆっくり羽を伸ばします」

　晴れやかな表情で伸びをするスーミン。

「お前、一等市民になるんだよな。だったらこの程度じゃ全然足りないぞ。一等市民は市民税だけで年に一億ウルド、一等地に店を持てば資産税で二億ウルドは持っていかれる。特別守衛税や維持費も合わせると、最低でも年に五億ウルドは稼がないとまともな生活は送れないからな」

「はあぁ!?　そんなにお金がかかるんですか!?」

　一等市民の税金については、この前レオンと飲んだときに聞いた。ちなみにマリアナ海運は組織全体で毎年五〇億ウルドの税金を納めているそうだ。

「二〇〇〇万ウルドを二五回繰り返せば五億ウルド、効率よくやればもっと儲もうかる。お前にとって五億ウルドなんて大した金額じゃない。一等市民なんてすぐに手が届く」

「ほ、本当に……一等市民に戻れるんですか？」

「ああ、お前にはそれだけの才能がある。俺が保証するよ。頑張って稼いで、一等市民に返り咲こう。そのためにも億万長者を目指すぞ！」

「はいっ！　頑張りましょう、アル！」

　えいえいおー、とチルダも一緒に三人で、天井に向かって拳こぶしを振り上げた。
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　内郭門のほど近く、目抜き通りに面した二等地に建つゲブラー魔法店に客の姿はない。日は既に落ち、店じまいを終えた店内はひっそりと静まりかえっていた。

　店内とは対照的に夜になっても喧けん噪そうさめやらない大通りを、ローガンは二階の窓から気き鬱うつげに眺めていた。既に中年の域に達したローガンの顔にはいつもより深い皺しわが見える。部屋の中にはコリコリと、ローガンが北方堅果シユワルナツツを食はむ音が心地よく響いていた。

「それでどうするんだ、旦だん那なよ」

　ローガンに声をかけたのは、天井に届きそうなほどの巨きよ躯くを窮屈そうに折りたたんで座っているジャンクックだ。先ほどから手酌で葡ぶ萄どう酒しゆを飲み進めている。

「……由ゆ々ゆしき事態だな」

　部下から受けた報告では、新たなスクロールを開発したスーミンの露店が大活況を博しているとのことだった。すぐに買いに走らせたが既に売り切れていたという。

「俺にはよくわかんねえ。たかが露店のスクロール売りじゃねえか。こんな大おお店だなを構えている旦那が気にすることとは思えねえな」

「店が問題なのではない。店をやっている人間が問題なのだ」

　今までスーミンは芸術作品とやらに没頭していた。自分の店を持ったとしても、提供するものがそれなら問題はなかった。しかし実用品を作り始めたとなれば話は変わる。

「あの小娘、見てくれはただのガキじゃねえか。巻物スクロール書きなんて他にもごまんといるだろ。やつがダメなら他に頼みゃいいんじゃねえのか？」

「あれは黄昏の魔女ラテイメリアの弟子だ。他に頼んであれと同じ物が書けるなら既にそうしている。それに、あれは使っても金がかからん。他はそうもいかない」

「あん？　あの小娘はタダでやってるのか？」

　ローガンはシュワルナッツを口に運び、無言でうなずく。

　しかし、スーミンには大きな問題があった。それは彼女が果てしなく気まぐれだということだ。最近は無理に書かせてきた影響がスクロールの品質に現れている。由々しき事態だが、こればかりはスーミンのやる気次第で、頭ごなしにどうにかしろと言ったところで改善は見込めない。ゲブラー魔法店の筆頭取引先であるマリアナ海運は、既にスクロールの品質低下に気付いている。

　そんな中で今回のこの出来事だ。ローガンにしてみれば頭の痛い話だった。

「商売の話は俺にゃよくわからねえけどよ、所しよ詮せんはガキだろ。腕の一本でも折って脅してやりゃあ、しおらしくなって言うことを聞くんじゃねえか？」

「私は商人であって蛮人ではない。そんなことが表おもて沙ざ汰たになってみろ、エリューテにいられなくなるぞ。ここでのし上がっていくにはお行儀のよさも必要なのだ」

「お行儀ねえ……じゃあ何もしねえでただ指を咥くわえて見てんのか？」

「まさか。商人には商人なりの戦い方がある。やるなら取引デイールで叩たたき潰つぶしてやらねばな」

　不敵に笑い、ローガンはシュワルナッツを奥歯でかみ砕いた。
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　我が輩は猫ねこ獣じゆう人じんである。名前はまだにゃい。いやあった。フィオである。

　辺りは薄暗く、僅わずかな月明かりが視界の頼りだ。しかし心配にはおよばにゃい。我が輩は猫獣人であるから、とても夜目が利くのであった。

「んー、こっちでいいのかにゃ？」

　勾こう配ばいの険しい石の階段をそろりと上がっていくと、一軒の家へと出くわす。崖がけのくぼみに建っているその家は柵さくで囲まれており、いくつも看板が張り付けられていた。

「ふうん、誰も来るなって？　でも、来ちゃったものはしょうがないよねん」

　依頼主の話では、この家には魔法の結界が張られているという。なので、お邪魔するにはこちらも魔法を頼りにしなければならない。

「そんでは……欺瞞露視インビジブル・コーム、っと」

　腰につけたスクロールに触れて詠唱を唱えると、張り巡らされた魔力線が視界に現れた。なかなか緻ち密みつな構成だが、猫獣人であるフィオにはお茶の子さいさいなのである。

　するすると魔力線を避さけて家へ近づき、入れそうな窓を探す。どこも封印シールが施されているが、これも我が輩にかかればなんてことはない。

「ほいほい、ほほいと。さて、こっからは……万事沈黙マスター・サイレンスっ」

　再び腰に触れて詠唱を唱え──消音が完了。この魔法があれば、寝ている子供の耳元で元気に軍人マーチを歌っても全然平気なのである。

「それではレッツゴー！」

　窓を開け、そっと室内へと入り込む。まずは居住者の把握だ。居間のソファに男が一人、個室にはそれぞれ女が一人ずつ、合計三人。情報通りである。

「ふしし、みんなぐっすりおねんねしてるにゃ～」

　足音を忍ばせつつ、手際よく部屋を物色していく。女の子が眠る個室には金庫が据えてあった。大きな耳を押し当て、サクサクと金庫を解錠。中身を改める。

「ふひょ～、情報通り金貨いっぱい。にゅふふ、これはフィオのお小遣いっと♪」

　ジャラジャラと金貨を袋に詰めていく。万事沈黙マスター・サイレンスのお陰でフィオが立てる音は周囲には漏れないのである。

「さて、寄り道はこれくらいにして……本命はどこかにゃ～？」

　依頼されたものは、羊皮紙に記され大事にしまってあるはず、なんて話だった。だから金庫の中だと思ったのだが、入っていたのは金貨だけ。今は何もないけど。

　部屋を巡り、手当たり次第に探して回る。

「ん～、ない……にゃいなぁ。あーもー、どこにもないじゃ～んっ」

　だんだん飽きてきた。我が輩は猫ねこ獣じゆう人じんであるから、当然のように気まぐれである。それに重たい金貨を持ったまま探してたから疲れた。この辺で休憩しよう。

「……くんくん、何かいい匂においがするにゃ」

　匂いはキッチンの方からだ。鍋なべのフタを開けてみると、その正体がわかる。鍋の中には黒っぽいソースに浸された白身魚が横たわっていた。なぜか魚の真ん中にはバッテンが刻まれている。

「わおーう、お魚だぁ。お腹なかも空すいてたしラッキー♪　味見してやるかにゃ～ん」

　そこらにあるフォークを手に、白身魚をほぐして口へと運ぶ。

　と、その途端。

「っ……!?　うまっ、うんまっ!?　なにこれっ、ちょーうまいよ!?」

　身体からだに電撃が走る。身はフォークで触れればほろりと崩れるほど柔らかく、水気があって実にふっくら。黒っぽいソースは甘く、しょっぱく、それでいて鼻に抜ける香りは豊潤。そんな、今まで味わったことのない複雑な旨うま味みを醸していた。

「はむっ、はぐはぐっ、がつがつがつっ……う、うまぁっ、メチャうんみゃ～いっ!!」

　魚をほぐし、ひたすら口へと運ぶ。ソースと白身魚が絡み合い、かつてない美味を創つくり出していた。これはまちがいなく人生最高の魚料理だ。毎日食べられるなら死んでもいい。あ、死んだら食べられないや。












「はふー、ごちそうさま。あー、しゃーわせ～……。マジで歴史に残るおいしさだった。ぜひ作り方を教わりたいにゃ～」

「いいぜ、教えてやるよ」

　声が聞こえた刹せつ那な──慌てて飛び上がるが、時は既に遅く。

「出いでよ、輪縛鞭手フラジヤイラ!!」

「にゃうっ!?」

　凄すさまじいスピードで伸びてきた触手に腕を掴つかまれ。

　抵抗する間もなく、我が輩は触手の海に引きずり込まれたのであった。
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　ふと目覚めたら、キッチンで怪しい人影が蠢うごめいていた。頭の上で耳をピコピコさせながら、

　俺の作った魚料理を食っていた。真夜中に何してんだコイツ、と思ったが背中のリュックには大量の金貨。ならば、何をしに来たかは想像がつく。

「アルっ！　わ、私の部屋の金庫が破られてっ……!!」

　ダボダボのパジャマ姿のまま、スーミンが必死の形相で走ってきた。

「それ、多分こいつの仕業だ」

「にゃふっ……な、なにこの触手っ!?　ドロドロで気持ち悪いにゃあ～っ！」

　触手に絡め取られ、身動きが取れなくなった猫ねこ獣じゆう人じんを指差す。

「な、何者ですか？　ただのコソ泥？」

「どうかな。ま、本人からじっくりと聞いてみるさ」

　露店通りで新作スクロールのお披ひ露ろ目めをしたのが数日前。派手な実演もしたし、色々な連中の目についたはずだ。当然、この家に売上金が眠っていると踏んで忍び込んでくる輩やからもいることだろう。だが、本当にそれだけなのか。

「スーミンの張った防犯結界網を突破するなんてお前、結構すごい盗賊シーフだな。しかも隣でスーミンが寝てるのに金庫を破って中身を取り出しやがった。消音系の魔法でも使ったんだろう。お前、こいつに寝顔を見られたぞ」

「万死に値しますね。猫ねこ鍋なべにして食ってやりましょう」

「寝顔を見られただけでそんにゃっ!?　でで、でも我が輩、脅しには屈しないよっ!?」

　いや、十分ビビってるじゃんか。

「ふわうぅ……さきほどから騒がしいのですが、何かあったのでしょうか……？」

　眠そうに目をこすりながらチルダが居間へと入ってきた。キャミソールにパンツのみという、やたらと露出度の高い下着姿で。

「ち、ちょっとチルダさん、なんて格かつ好こうしてるんですか……!?」

「ふえ？　あ、わたし、寝る時は下着でないと落ち着かない性分なので……」

　すらっと伸びた太もものラインや腰のくびれ、細い肩かた紐ひもがかかった肩と豊かな胸、その胸が創つくり出した谷間……ああ、何もかもが素晴らしい。

「そこのエロ男、なに無遠慮に視し姦かんしてるんですか！　ハレンチ成敗っ！」

　スーミンが仕掛けてきた目め潰つぶしを寸前で止める。こいつ容赦がないな……。

「わ、わたしは別に、アルヴィンさんなら見られても構いません……ぽっ」

「ああ!?　この耳みみ長ながビッチが！　そんなに肌が見せたいなら歓楽街でも行ってこい！」

「ひゃうあぁっ!?」

　スーミンにどやしつけられ、悲鳴を上げるチルダ。

「あんのぉ～、痴話喧げん嘩かは我が輩を解放してからやってくれないかにゃ～……」

　猫ねこ獣じゆう人じんがジト目で話しかけてくる。そういやこいつのこと忘れてた。

「なにが痴話喧嘩だこの泥棒猫。腹をかっ捌さばいて五ご臓ぞう六ろつ腑ぷ全すべてを食材にしますよ!?」

「ひいぃっ!?　ふ、フィオは食べてもおいしくないよぉっ！」

「ほう……フィオって言うのか、お前」

「にゃあああぁっ!?　し、しまったぁ!!」

　意外と抜けてるな、こいつ。

「それで、彼女をどうするんですか？」

　こいつがピンの盗賊か、職業盗賊かで対応が分かれる。

　ピンの盗賊は誰とも組まずに自分の腕一つで食っている。金目のものを盗んで遊び回り、金がなくなったらまた盗む──そういうお気楽な連中のことだ。

　職業盗賊は違う。盗賊ギルドなどを介して仕事を請け負い、依頼があったものを盗んで金を得る。盗賊ギルドを利用する最大のメリットは情報の売買ができることだ。どこそこに金があるとか、誰それは有力者の愛人だとか、様々な情報を金に換えられる。だから、盗むものが金品とは限らない。

　この家の防犯結界網を突破した実力、そして金貨を持っていたことから考えるとフィオはピンである可能性もある。しかし……どうも匂におうのだ。

「なあコソ泥さんよ、どうして金貨を手に入れたのにさっさと逃げなかったんだ？」

「さ、魚がおいしそうだったからにゃあ～……？」

　目を泳がせるフィオ。こいつ、盗賊のくせにウソがヘタだ。

「ジュリアン、くすぐってやれ」

　うじゅるるっ、と答えてフィオの身体からだに張りつき、肌の上を這はい回まわる。

「な、何をっ……うひゅっ、くすぐったっ、にゃはははははっ、うにゃはははっ!?」

「まどろっこしい質問はなしだ。お前、誰に頼まれて入った？」

「にゃふふふふっ、ひにゅあああっ、わ、我が輩は、猫獣人であるぅ～っ！」

「何か変なこと言ってますけど……」

「こいつはクロだなぁ」

　ピンの盗賊なら依頼主なんていないわけだから、理不尽な責め苦を負う謂いわれはない。否定しないのは後ろめたいことがあるからだ。

「ふわぁ～あ……真夜中に叩たたき起おこされてまだ眠いし、もう少し寝とくか」

「え？　でもアル、これはどうするんですか？」

「放ほうっておけばいい。スーミンもチルダも部屋に戻って休んでいいぞ」

　居間のソファに戻って寝転がる。

「ちょーっ!?　そ、それひどいよねっ!?　ぐふっ、うひゃひゃひゃひゃっ……!!」

「それじゃフィオ、おやすみ。喋しやべりたくなったら声をかけてくれ」




　日が昇るまでぐっすりと寝て、翌朝。

「はぐっ……ぐひゅっ、にゃううぅ～……もうむり、た、たひゅけてぇっ……！」

　真夜中に忍び込んできたフィオは、粘液まみれになってひくひくと痙けい攣れんしている。一晩中、触手にくすぐられ続けてすっかり参ったようだ。

「やあ、おはよう。いい天気だな」

「しょんなこといいからっ……うひゃっ、にゃひっ……これ、もう止めてぇっ……！」

「その様子だと何か思い出したみたいだな。話してくれるか？」

「はううっ、話す、話すからぁっ……！」

　ジュリアンにくすぐるのをやめるよう指示して、フィオの前にどっかりと座る。

「では聞かせてもらおうか。お前は誰に依頼されて入ってきた？」

「うううぅ、誰の依頼かは……聞かされてにゃい……」

「やってくれ、ジュリアン」

「にゅはははははっ、ほ、ほんとだよぉっ……仕事はギルドの紹介で、何を盗とって欲しいかは聞いたけど誰の依頼かは知らにゃいんだってばぁ～っ！」

　ふむ、まあそういうこともあるだろうな。ジュリアンにやめさせる。

「この家に入った経緯を詳しく説明しろ」

「ふにゅうぅ……えっとね、遊んでてお金がなくなったからギルドにいい勤め先がないか聞きに行ったの。そしたら耳寄りな依頼はなしがある、受けるならタダでネタをやるって言うから、ちょうどいいかなって。それで教えてもらったのがこの家だよ」

「で、どういう依頼はなしだったんだ？」

「この家は少し前に商売で儲もうけた金がたんまりある。そっちは好きにしていいから、新しく作ったスクロールの回路魔譜マギストラ・スコアを盗ってこいって。ギルドからはそう言われたよ」

「……へえ、なるほどね」

　スーミンの回路魔譜マギストラ・スコアを欲しがる人間なんて限られている。利害のある人間を辿たどれば答えは自明だ。しかし、一つだけ不可解な点がある。

「ねえねえ、話したんだからもう解放してよ。笑いすぎてお腹なかいたいよぉ……」

「ああ、後でな。もうしばらくそのまま大人しくしてろ」

「えええ～っ、そんなのってないにゃ～!!」

　今の話は裏を取る必要がある。まずはスーミンから話を聞こう。




「……というわけだ」

　スーミンと、ついでにチルダも交え、フィオから聞き出した情報を二人に伝える。

「盗賊ギルドというのは盗賊の集まりなのですか？　捕まったりはしないのでしょうか」

　チルダが不思議そうな顔で尋ねてきた。

「盗賊ギルドっていうのは俗称で、実際は口コミ屋だ。売り買いしてる情報の中に怪しいものが含まれてるだけ、そういう建前なんだよ」

　と言っても中身は基本的に真っ黒だが。まあ今は放ほうっておこう。

「依頼主の狙ねらいはスクロールの回路魔譜マギストラ・スコアだ。スーミン、犯人に心当たりはないか？」

「アルだって見当はついてるでしょう。きっとローガンさんですよ」

　どうやらスーミンも同じ人物を思い浮かべたようだ。

「それだと一つわからないことがある。お前はローガンにスクロールを提供してるよな。だったらお前が回路魔譜マギストラ・スコアを必要としないってことを知ってるんじゃないのか？」

「あの人に渡すスクロールは向こうが回路魔譜マギストラ・スコアを用意していて、私はその魔譜スコア通りに書くだけ。普段、私がどうやってスクロールを書いてるかは知らないでしょうね」

　なるほど、それなら犯人はローガンでほぼ決まりだろう。

　俺たちが用意した新しいスクロールはこの街の魔法屋に対して品質、価格の両面で強い圧力を与える。その影響を取り去りたいと考えたのか。要はライバル潰つぶしだ。

　あるいはスーミンに巻物スクロール書きとしての価値を見み出いだしており、主導権を他人に譲りたくないと考えた。所有欲か権威欲か。いずれにしろ実にくだらない理由だ。

「なあ、スーミン。以前に俺がローガンのことを尋ねたらお前はこう言った。あなたには関係ない、混ぜ返さないでくれって。だから今まで触れないできた。でもこれ以上、放置するわけにはいかない。お前とローガンの間に何があったのか、聞かせてくれないか？」

　俺の問いかけに、スーミンは眉まゆ根ねを寄せて静かに嘆息する。

「……今はあなたも関係者です。話したくない、というわけにはいきませんね」
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「スーミン、父さんの仕事を手伝ってみる気はないか？」

　私がお師匠の下から久しぶりに帰ってきた矢先、父は私にそう切り出してきた。

　話を聞けば、エリューテにほど近いシュワルプの街から防衛に用いるスクロールの大型発注があったという。店の命運を賭かけた大仕事を、父は一〇歳になったばかりの私に手伝って欲しいと言ってきたのだ。

　私は父の誘いを受けることにした。本当は少しのあいだ家に滞在した後、再びお師匠の下へ戻って修行をする予定だった。しかしお師匠に事情を話し、暇をもらった。

　私は持てる力の全すべてを費やし、父の手伝いに専念した。できあがったスクロールを見せ、父がその出来を褒めてくれた時は涙が出るほど嬉うれしかった。寡黙で仕事には厳しい父が、初めて私のことを「お前は天才だ」と褒めてくれたのだ。

　父と二人でスクロールを作るのは本当に楽しかった。お師匠のつらい修行に耐えてきてよかった、心の底からそう思えた。

　今思えば、あれが私の人生で最も幸せな時間だった。




　依頼されたスクロールをシュワルプに納品してから間もなく、街は魔物に襲われた。

　父と私が作りあげたスクロールの真価が試される時が来たのだ。

　しかし、スクロールは想定外の効果を生み出してしまう。

　使用した途端に魔法が誤爆──街の防壁に穴が空き、魔物の襲撃を食い止めることができず、大惨事へと発展してしまったのだ。話を聞いて私は膝ひざから崩れ落ちた。

　なんで、どうして。

　万に一つの誤りもないよう幾度も魔譜スコアを見直し、父とともに心血を注いで作り上げたスクロールが誤爆するなんて、そんなことは絶対にあり得ない。

　だがシュワルプの町長は「実際に誤爆をこの目で見た」「多くの証言者がいる」と主張。不良品を掴つかまされたせいで多くの被害が出た、責任を取れと父を激しく問い詰めた。

　父はシュワルプの町長から賠償を要求された。街の復興費用、負傷者や遺族への慰謝料を名目にした賠償金は、総額七〇億ウルド。世界を股またにかける大商人でなければ、とてもじゃないが支払えるような金額ではない。

　しかし父は、その賠償金をシュワルプの町長に言われるまま飲み込んだ。

「なに、働いていればいつかは返せるさ」

　私の不安を払ふつ拭しよくするためか、父は陽気に笑った。父がそう言うならと、私は不満の一切を飲み込んで父の手伝いに精を出した。

　しかし、それからすぐに父は病で倒れてしまう。

　病気は悪化の一途を辿たどり、幾ばくもしないうちに今際いまわの際きわを迎えた。

「……スーミン、私が死んだ後はローガンを頼りなさい。あれは信に足る男だ」

　そう遺のこして父はあの世へと旅立っていった。

　私は一一歳で、父からユングミル魔法店と多額の借金を引き継いだ。




　ローガンさんは父の興したユングミル魔法店の共同経営者で、父が最も頼りにしている人物だった。私は父の遺言通り、ローガンさんに店を任せてスクロール作りに専念した。

　しかしユングミル魔法店は不良品を売りつけた、という噂うわさのせいで客足は戻らず、あっという間に経営は行き詰まってしまった。

　そうして父が亡くなってからわずか二年でユングミル魔法店は倒産、私の手元には多額の借金だけが残された。

　店がなくなっては金を返す当てなどない。私は奴隷として売られることになった。

　一一歳の子供だった私に対抗する術すべなど残されていなかった。

「そんな私の窮地を救ってくれたのが──ローガンさんです」

　あの人は新たにゲブラー魔法店を興し、シュワルプ町長との間に立って賠償金の支払いを肩代わりすると約束してくれた。そのお陰で私は奴隷に落ちずに済んだ。

　申し訳ないと思った私は、ゲブラー魔法店にスクロールを提供したいと申し出た。私にできることはそれくらいだったから。ローガンさんはすごく喜んでくれた。

　だから私はあの人の仕事を手伝っている。

　不満はあっても、理不尽に思うことがあっても。ローガンさんは恩人なのだから。
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　数日後。増産した六角堅塞ハニカムフオートと輪縛鞭手フラジヤイラを持って、久しぶりに露店を開ける。用意したのは前回と同じく五〇セットだ。開店するとすぐに客が集まってきた。

「……スクロールの誤爆、か」

　あれからスーミンの過去にあった誤爆事件について、色々と考えていた。

　一〇歳当時、スーミンは既に師匠から手ほどきを受けていた。ならば今と遜そん色しよくないスクロールを作れていただろう。だから親父おやじさんもスーミンに仕事を手伝わせたのだ。

　スーミンのスクロールは極めて誤字が少ない。魔譜スコアも使わず、あれだけのスピードで書いているにも拘かかわらずだ。そんなスーミンが、誤爆を招くほどの重大な欠陥があるスクロールを作るなんてあり得ない。この話は絶対に何か裏がある。

　スーミンはローガンが恩人だと言っていた。しかし、今の彼はとてもじゃないがそんな人格者には見えない。この数年で心境の変化でもあったのか、あるいは元からそういう人間だったのか……。俺の勘ではおそらく後者だ。

「今日はやけに客足が鈍いですね」

「ん？　ああ、まあしょうがないんじゃないか」

　スーミンに声をかけられ、我に返る。

「ありがとうございます、お客様。二本セットで六〇万ウルドになりますっ」

「えっ、六〇万ウルド？　オレの知り合いは四〇ウルドだって言ってたんだけどな」

「も、申し訳ございません、お客様。前回は赤字覚悟の特別価格でお売りしたのですが、本来の価格は六〇万ウルドなのです。本当に申し訳ありませんっ、ぐすっ……」

「ちょっ、泣かないで!?　わかった！　買うよ、六〇万ウルドで買うから！」

「すみません、ありがとうございますっ……！」

　涙を拭ふいて笑顔を見せるチルダ。

「ははは……こりゃ高い買い物になっちゃったな」

「お客様、このスクロールにはそれだけの価値があります。大切なお客様の命を、きっと守ってくれます。必ず生きて、またこのお店に顔を出してくださいね……？」

「う、うん、ありがとう。また来るよ」

　チルダから手渡しでスクロールを受け取り、男は浮かれた様子で帰っていった。

「……あんな安っぽい涙に騙だまされるなんて男はチョロイですね」

「いや、チルダの涙は演技じゃないぞ。あれは天然ものの魔性の女だ」

「はあ……それにしても、今日はどうして定価なんですか？　別に四〇万ウルドのままでも私は全然困らないんですけど」

「いや、それはダメだ。安売りが常態化すると、客は安い時しか買わなくなる。どうせ待ってればまた安くなるだろ、ってな。安売りや値引きは劇的な効果を生むけど副作用もデカい。特別な理由がない限り使っちゃダメなんだよ」

「なるほど、言われてみれば……。東とう方ほう麺めんは毎月四日に盛り盛りデーっていうのがあってトッピングが全品三〇ウルド引きになるんですよ。でも、そうなると盛り盛りデー以外にトッピングを頼むと少しもったいないなぁ、って気分になりますよね」

「お前さぁ、いっぱい稼いでるんだからもっといいもの食えよ……」

「い、いいじゃないですかっ、好きなんですよ東方麺がっ」

　なんてスーミンと言い合いをしていると、見知った顔が近づいてきた。

「やっほー、アルちゃん。元気してる？」

　にゅっと露店に顔を突っ込んできたのはヴェロニカの側近、ツエラだった。

「り、リザードマン……アルの知り合いですか？」

「初めましてスーミンちゃん。私、アルちゃんのお友だちでツエラって言いま～すっ」

　指でピースサインを作り、目に当てて『キラッ☆』とポーズを取る。

　リザードマンなのに仕草はやけにプリティだ。

「ふわあぁ……わたし、女性のリザードマンって初めて見ましたっ……」

「やだ、こっちの子チョーかわいいじゃないっ、ねえこの子どうしたのアルちゃんっ」

　チルダを見た途端、凄すさまじい勢いで食いついてくるツエラ。

「は、初めまして、チルダ・ノルステッド・シーデンと申します」

「あなたエルフ？　うわあ、肌白いしキメも細かいし、ファンデとかいらないじゃない。もう、羨うらやましいわ！　あ、でも目元はブラウン入れて立体感を出した方がいいわね。それから耳！　特徴あるんだから生かさないと。イヤーアクセサリは必ひつ須すよ！」

「えっ、あっ、あのっ……その、な、何をなさっているのでしょうかっ……!?」

　ツエラは目をキラキラさせてチルダの肌をなで回し、耳の様子を確かめ、全身をくまなくチェックし始める。チルダはされるがままだ。

「アル……何なんですか、この人は」

「よくわからないけど、かわいいものに目がないらしい」

　茫ぼう然ぜんとして成り行きを見守る、スーミンと俺。

「私ね、女の子がオシャレしてないと気になってしょうがないの。綺き麗れいな子はもっと綺麗にしてあげたいじゃない。宝の持ち腐れとか許せないわ。だったら私に任せて。私が全部コーデしてあげるからお持ち帰りさせてよ」

　ヴェロニカは『病気だ』とか言ってたけど……うん、わかった。これ病気だ。

「わ、わたしはお持ち帰りされてしまうのでしょうかっ」

「ふふっ、怖がらないで。大丈夫よ、私がかわいがってあげるから☆」

　腰に手を回し、トカゲ顔を近づけて誘惑するツエラ。チルダは完全に固まっている。蛇に睨にらまれた蛙かえる、とはこのことだ。

「悪いけどチルダはうちの大切な売り子なんだ。お持ち帰りは勘弁してくれ」

「そう、残念ね。チルダちゃん、オシャレがしたくなったらいつでも声をかけてね？」

「ふええぇ……」

　ツエラが手を離すと、チルダはふにゃふにゃと地面にへたり込んだ。

　やれやれ、一体何をしに来たんだか。でも、どうせだから色々と話がしたいな。

「ツエラ、少し時間いいか？」

「ええ、構わないわよ」




　店をチルダとスーミンに任せ、露店通りが見える広場の一角へと移動する。

「そういえばあなたのところ泥棒が入ったんですって？　腕利きの猫ねこ獣じゆう人じんだったみたいだけど、お金は無事だった？」

「耳が早いな……どこでその情報を？」

「ふふ、蛇の道は蛇よ。盗賊ギルドに知り合いがいるの」

　なるほど、きっとギルド内部に内通者でも潜り込ませているんだろう。

「猫ちゃん、あなたに捕まって拷問されたって言ってたわ。いい趣味してるじゃない」

「ちょいとくすぐってネタを吐いてもらっただけだ。無傷で解放したよ」

　スーミンは「役人に突き出すべきでは」と言っていたが、今回は何も盗とってないし十分に懲こりたようなのでそのまま放流した。

「でも猫ちゃんは依頼人を吐かなかった、というか知らなかった。そうでしょ？」

「ローガンだろ。あいつ以外に考えられない」

「ふふ、読みは正しいけど不正解ね」

「どういうことだ？」

「盗賊ギルドに依頼したのは魔道士協会の下っ端ちゃん。裏は取れているわ」

「へえ……そりゃ面白い話だな」

　魔道士協会は魔道士による魔道士のための互助組織だ。会員登録制で、入会すると協会加盟店で様々な優遇措置が受けられる。他にも仕事の斡あつ旋せんを受けたり、困った時は後ろ盾になってくれたりと会員になった魔道士は様々なメリットがある。ただ、結構な額の会費を払わないといけないのでいいことばかりとは言えない。

「ちなみに、ゲブラー魔法店は魔道士協会に加盟しているのか？」

「ええ、もちろん。ローガン個人も協会の会員よ」

　なるほどな。魔道士協会にとって、個人より多くの会費を納めてくれる加盟店は重要な存在だ。ゆえに加盟店の店主が困っていれば、彼らは積極的に手を貸してくれる。

「じゃあ、盗賊ギルドの線を追ってもローガンにはたどり着けないわけか」

「彼も店を一つ持っている商人だもの。一筋縄ではいかないわ」

　肩をすくめて苦笑するツエラ。

「魔道士協会に握らせたやつはいないのか？」

「何度か試したけど、すぐバレちゃうのよね。魔法って怖いわ。というかあそこ、会長が本当にいけ好かないヤツなの。この前だって参事会で顔を合わせるなりニーシャに喧けん嘩かを売ってきたのよ。マジで許せない。いつか暗殺してやるわ」

「怖いこと言うなよ……」

　ツエラのつぶらな瞳ひとみがギラギラと光っている。

　どうやらマリアナ海運と魔道士協会は、かなり仲が悪いようだ。

「そういやツエラはユングミル魔法店のことを知ってたよな。以前にあの店のスクロールが誤爆した事件について、何か聞いたことはないか？」

「ごめんね、当時はまだニーシャがここの支部長になる前で詳しいことはわからないわ。スーミンちゃんのお父さんはユミラ・ユングミルって言うんだけど、とても優秀な人だったって聞いてる。でもかなり頑固で、噂うわさでは魔道士協会と対立していたらしいわよ」

「それは朗報だ。ローガンはユングミル魔法店の共同経営者だったそうだぞ」

「あらあら。だとしたら露骨な話ね」

　スーミンの父──ユミラ亡き後、ローガンが経営の実権を握っていたユングミル魔法店が倒産。新たにゲブラー魔法店を立ち上げた。これは看板のすげ替えでしかない。新旧の違いは、魔道士協会と協力関係にあったかどうかだ。

「……と、噂をすれば彼よ」

　言われて露店の方に視線を送ると、スーミンに話しかけるローガンの姿があった。

　どう考えてもなごやかな雑談だけでは済みそうにない。

「すまないツエラ、もう戻るよ」

「手を貸しましょうか？」

「ありがとう、でも今はいい。ヴェロニカによろしく言っといてくれ」

「そう、頑張ってね」

　ツエラは俺に投げキッスを寄よ越こして去っていった。




「ですから、それはアルに聞かないと返答できないって言ってるじゃないですか！」

　露店に戻ると、ローガンに対しスーミンが激しい剣けん幕まくでまくし立てていた。

「あの男の立場など私には関係ない。考慮に値しないな」

「関係ない、なんて言うなよ。俺はあんたのことをいつも気にかけてるんだぜ？」

　二人の間に割り込み、スーミンを背に回して守る。

「アル、どこに行ってたんですかっ」

「遅くなって悪かったな。世間話をしてたら予想外に盛り上がってね」

「どいてもらおうか。私はスーミンと話をしにきたのだ」

　眉み間けんに深い皺しわを寄せて睨ねめ付つけてくる。

「話なら俺が聞こう。スーミン、彼はなんて？」

「……今回新しく作ったスクロールの魔譜スコアを提供しろ、そう言われました」

　なるほど、どうしても魔譜スコアが手に入れたいらしい。

「盗賊を使って失敗したら今度は直接か。随分と安直な手に出たな、ローガン」

「何の話だ？　根拠のない言いがかりはやめてもらおうか」

　眉まゆ一つ動かさずに否定するローガン。本気で心当たりがない、という顔だ。しかし商人ならこのくらいの腹芸はできて当然。信じるに値しない。

「六角堅塞ハニカムフオートと輪縛鞭手フラジヤイラは俺が魔譜スコアを作ったんだ。権利は俺にある。だからスーミンに頼んでも無駄だ」

　これはウソだ。スクロールの構成を考えたのはスーミンだし、そもそも魔譜スコアなど存在しない。しかし俺の手のうちに魔譜スコアがあるとなればローガンは手出しができない。

「そうか、ならば魔譜スコアは諦あきらめよう。スーミン、次からお前には六角堅塞ハニカムフオートと輪縛鞭手フラジヤイラを私の店に卸してもらう。もちろん同品質のものをだ。よいな？」

「そ、それは……」

　言い淀よどみ、すがるような視線を俺に送ってくるスーミン。

「話を聞いてなかったのか？　スクロールの権利を持っているのは俺だ。どこで売るか、誰に売るかは俺が決める。俺が頷うなずかない限りスーミンに新作は書かせない」

　そんな俺の弁を、ローガンは鼻で笑う。

「スーミンは私の店にスクロールを納めることで賠償金を返していくと約束した。だからこそ今日まで賠償金の肩代わりを続けてきた。しかし約束を反ほ故ごにするというのなら、これ以上スーミンの肩を持つことはできないな」

「そんな、今まで約束通りにスクロールを納めてきたじゃないですか！」

「ああ、そうだ。そして次は六角堅塞ハニカムフオートと輪縛鞭手フラジヤイラを卸してもらう。それ以外のスクロールは受け取れない。今まで通り約束を守ってくれるな？」

　勝ち誇った笑みを浮かべるローガン。

「そ、それは……だって、新しいスクロールの魔譜スコアは私のものじゃ……！」

「幸いなことに、アルヴィンという男はお前に肩入れをしているようだ。お前の頼みなら聞いてくれるだろう。魔譜スコアを使わせてくれとお願いすればいい」

　ローガンに俺をコントロールすることはできない。しかし、スーミンを使えば間接的に要求をねじ込むことができる。なりふり構わず実力行使に出たのだ。

「ずいぶんと天てん秤びんの狂ったことをしてくれるな……!!」

「商人は非情でなければ務まらない。これも我が店のためだ、私に従ってもらおうか」

　ローガンの言うことは一面では真実だ。情に溺おぼれていては商売など成り立たない。時には非情な決断を下さなければならないこともあるだろう。

　だが、傾きすぎれば天てん秤びんは壊れてしまう。釣り合いの取れない取引デイールは搾取と同じだ。

　それはもう商売じゃない。

「ローガン、お前にスーミンの未来を決める権利はない。彼女がどうなりたいかは彼女が決めるんだ！　スーミン、よく考えて答えろ。お前はどうしたいんだ？」

「わ、私は……!!」

　うつむいて唇を震わせるスーミン。

「スーミン、お前は父の遺のこした莫ばく大だいな賠償金を返済する義務がある。それを肩代わりしたのは私だ。ならば従うより他あるまい。今まで通りよろしく頼むぞ」

　ローガンのまとわりつくような言いぐさを前に、スーミンが出した答えは──

「……わかりました」

「それでいい。今日はこのスクロールを試供品として一本ずつもらっていく」

　露店のテーブルに置かれたスクロールに手を伸ばすローガン。

　……が、その手が途中で止まる。

　ローガンの手首を掴つかみ、スーミンが阻止したのだ。

「あなたは父の友人で、ユングミル魔法店では汗を流して働いてくれました。店が倒産した後は、私が背負うべき賠償金の肩代わりをしてくれた。お陰で私は、今日までしがない露店をやりながら普通に暮らしてこられた。本当にありがたいと思っています。少しでも恩返しができればと思って、今まであなたのためにスクロールを作ってきました」

「て、手を離せっ……！」

　スーミンに力いっぱい手首を握り絞められ、顔を歪ゆがめるローガン。

「でも、それも終わりです。あなたがどういう人間か、今回のことでよくわかりました。私は、あなたのような卑劣な人間のためにスクロールは作らない！」

「ならば今すぐ賠償金を支払うか、さもなくば奴隷落ちだぞ……!!」

「構いません。あなたの汚いやり口に従うくらいなら、奴隷の方が百倍マシですッ!!」

　啖たん呵かを切ってローガンの手を払いのける。

　その瞳ひとみはもう曇っていない。

「帰ってください、ローガンさん。あなたと話すことはもう何もありません」

「……よかろう、後悔させてやる」

　ローガンはそう言い残し、足を踏み鳴らして去っていった。





　　　　　　５






「……はあ、疲れましたね」

　茜あかね色いろに染まる空を見上げながら俺とスーミン、チルダの三人は家路を辿たどる。

　あの後しばらく店を開けていたのだが、スーミンは上の空、チルダは気が気じゃないという感じだった。仕方なく今日は早めに切り上げることにしたのだ。

「スーミンさん、さっき言っていた賠償金は、あとどれくらい残っているのですか？」

「さあ、向こうがどういう計算をしてるのか知らないので」

「いやいや、きちんと確認しとけよ……」

　この前のスーミンの話では、賠償金は七〇億ウルド。どれだけ償還できているのか不明だが、今の調子では返済するのに何年かかるかわかったものじゃない。

「もし賠償金を支払うことができなかったら、どうなってしまうのでしょうか……」

「奴隷落ちでしょう。そう言ってたじゃないですか」

「そんな……酷ひどいですっ、スーミンさんは何も悪いことはしていないのにっ！」

　淡々とした態度のスーミンとは対照的に、チルダの方が動揺して落ち込んでいる。

　チルダは俺の服を掴つかみ、ガクガクと揺さぶり始めた。

「アルヴィンさん、何とかなりませんか!?」

「大丈夫だって。奴隷に落とすなんてただの脅し文句だ」

「気休めはよしてください。やると言ったらやりますよ、ローガンさんは」

　表情を変えずに石段を登っていくスーミン。

「いや、やらないね。言っちゃ悪いがお前は跳ねっ返りで発育不良だ。奴隷市場に出しても買い手は少ない。いいとこ二億ウルドだろう。賠償額の一〇分の一にもならないんじゃ売るだけ損だ。そんなもったいないこと誰がするかよ」

「なっ……発育不良とは何ですかっ!!　訂正しろこのバカメガネ！　ハゲ！」

「別にハゲてねえよ！」

「私がたった二億ウルドとかあり得ないです！　もっと高いから！」

　プンスカと怒りながら、スーミンは防犯結界網を解いて我が家の扉を開ける。

「そうだよ、だから言ってるだろ。お前をうまく使えば一〇〇億にも二〇〇億にも化ける。それをたかが数億で手放すなんてあり得ない。ローガンだって商売人だ。一時の感情に流されて損をこくような真ま似ねは絶対にしない」

「そ、それではスーミンさんが奴隷になってしまうことはないのですね？」

「ないね。だから放ほうっておけばいい」

　売れ残ったスクロールを工房へ戻し、全員でテーブルの前に集まる。今日の売上を集計するためだ。一五セットくらい売れたから概算で九〇〇万ウルド、といったところか。

「それを聞いて安心しました……よかったですね、スーミンさん」

「アルの見立て通りならいいんですけど。どちらにしても、ローガンさんがあのまま大人しく手を引くとは思えません。絶対に何かしてきますよ」

　スーミンの言う通りだ。今回の一件、ローガンにして見れば飼い犬に手を噛かまれたに等しい。間違いなく対抗手段に打って出てくるだろう。

「大丈夫だ。スーミンの価値がわかる人間は俺やローガンだけじゃない。俺に任せろ」

「はあ、アルがそう言うなら任せますけど」

　テーブルに金貨を広げると、一〇枚を一組にして数え始める。

「もむもむ……んで、これから何を始める気にゃの？」

「そりゃお前、売上の集計を……」

　答えてから気付く。

　おかしい、なぜかこの部屋に四人いる。

「えっ、ちょっ……あなた!?　この前の泥棒猫じゃないですかっ！」

　なんと、部屋の中にフィオがいた。しかも何やら甘い香りをまき散らしている。

「って、ああああぁっ！　それ私が楽しみにしてるお茶うけのクッキーじゃないですか！　なに勝手に人のもの食べてるんですか！　返してくださいよっ！」

「えー、だってこれフィオが見つけたものだしにゃ～」

　捕まえようとするスーミンの手をくぐり抜け、部屋の中を逃げ回るフィオ。しかも避よけながらクッキーを食べ続けている。さすがは猫ねこ獣じゆう人じん、身体能力が半端ない。

「この泥棒猫がっ……！　また触手の餌え食じきになりたいようですね！」

「まま、待ってぇ！　あれはひどいにょ～！」

「人のもの勝手に盗とっておいて何を……少しは罪悪感とかないんですか！」

「んー、フィオが育った村じゃこれが普通だし。獲物は獲とった人が最初に食べられるの」

「もしかしてフィオってボローディカ諸島の出身なのか？」

「何ですか、それは」

　ここからはるか南に浮かぶ島々、それがボローディカ諸島だ。島では狩猟民族の獣人たちが気ままに暮らしている。彼らは基本的に緩く、掟おきては獲物を最初に食べる権利と分け与える義務があるだけ。村にある物は部族のみんなで共有する。ゆえに彼らは所有するという概念が希薄だ。そのことをスーミンに説明する。

「はあ、要するに生粋の盗賊ナチユラルボーン・シーフってことですか。ただの野蛮人ですね」

「フィオは乱暴なことはしないよ、だから野蛮じゃない！　ぱくぱくもぐもぐ！」

「だったら人のクッキー食うな！　それ一箱で三〇〇〇ウルドもする高級品なんですよ！　毎日一枚ずつ、楽しみにしながら食べてたのにっ！」

　お前いま二〇〇〇万ウルドくらい持ってるだろ。いっぱい買って好きなだけ食えよ……。

「まあクッキーはいいとして……お前、解放したのに何でまた戻ってきたんだ？」

「それだよっ！　フィオ、旦だん那なに文句言いに来たんだにゃっ！」

　フィオが戸棚の上でしっぽの毛を逆立てる。

「今日ギルドに行ったらお前は出禁だって言われたの。詳しく聞いたらフィオが依頼内容を漏らしたからだって。旦那、ギルドにタレコミ入れたでしょ！　旦那のせいでフィオ、仕事できなくなっちゃったじゃん！　どうしてくれるにょさぁ～！」

「いや、タレコミなんてしてないぞ。盗賊ギルドなんて関かかわり合いになりたくないし」

「えー、じゃあ誰が漏らしたかわからにゃい？」

　心当たりがないわけでもない。

　さっきのローガンとのやりとりで、あいつが盗賊ギルドに情報が漏れていると文句をつけに行ったとしたら。あるいはツエラが事実確認の過程で盗賊ギルドに何かを漏らしたとしたら……うん、まあどっちもあり得る話だな。

「ふふん、自業自得ですね。クッキーを盗むような泥棒猫は路頭に迷えばいいんです」

「うううぅ、ひどいよ～！　ギルド追い出されたらこの街でお仕事できないよ～！」

　基本的には俺もスーミンと同意見だ。しかしフィオは盗賊シーフとしてかなりレベルが高い。ちょうど頼みたい仕事もあるし、このまま野に放つのは少し惜しいな。

「フィオ、お前がその気ならうちで雇ってもいいぞ」

「うにゅ？　フィオにお仕事くれるの？」

「ちょっと待ってください！　泥棒を雇うなんて論外ですよ。私は反対です！」

　目を三角にして詰め寄ってくるスーミン。

「スーミン、これはお前のためなんだ。うまくすればローガンに一泡吹かせることができるかもしれない。でも、そのためにはフィオの力が必要だ」

「でも、盗人ぬすつとに報酬を払うなんて……」

「なあフィオ、俺の魚料理の作り方が知りたいって言ってたよな」

「あっ、あのうんまーいお魚のこと!?　うんうん、知りたい、知りたいにゃっ！」

「それならあの料理のレシピと交換で仕事をしてもらうってのはどうだ？」

「うん、いいにゃよ～！　別に作り方教えてくれなくても、お仕事したらあのお魚を食べさせてくれるだけでフィオは全然オッケーだよっ」

「ということで、報酬は俺の魚料理でいいらしい。それなら構わないよな？」

「まあ、アルが雇いたいと言うなら……仕方ありません。ただし、泥棒猫にはどうしても守ってもらいたいことがあります」

　ギラリと目を光らせ、フィオを睨にらみ付ける。

「今後、うちに置いてあるものは無断で食べないこと。特に私のクッキーに手を出したらマジで容赦しませんよ。触手でお仕置きして外に放ほうり出しますから覚悟してください」

「わ、わかったにゃ、クッキーには指一本触れないにゃ……」

　スーミンの得体の知れない迫力に恐れをなすフィオ。

「ふふっ、新たなお仲間が増えるのですね。これからますます楽しくなりそうですっ」

「フィオは今どこに住んでるんだ？」

「普段はそこら辺の宿に忍び込んで勝手に寝てるにゃん」

「む、無賃宿泊とか……」

　信じられないという様子で首を振り、がくりとうなだれるスーミン。

　まあ、あの島の連中はそこらの木にハンモックを吊つるして毎日適当に寝てるからな。きっとそれと同じ感覚なんだろう。

「別にうちで寝泊まりしてもいいんだぞ。部屋はまだ余ってるし」

「ほんと？　じゃあそうする～」

「はあ……メガネとおっぱいだけでも面倒くさいのに、この上さらに盗人ぬすつとまで養うことになるなんて……まったく、何の嫌がらせなんですか」

「わたしはおっぱいじゃないですよぉ……」

「まあまあ、スーミンの実力なら余裕だって。ということでフィオ、よろしくな」

「よろしくにゃ～！」

　こうしてまた一人、スーミン家の居候が増えたのだった。




　売上の集計と夕食を終えて、俺たち四人は食後の休憩を楽しんでいた。

「はあ……旦だん那なの作った料理、おいしかったにゃ～……」

「そうだろ？　俺があちこち旅をして、これはうまいと思った料理を厳選してるからな」

「アルの料理って不思議な味付けですよね。まるで東とう方ほう麺めんみたいな……」

「ああ、ミソとかショーユとか、東方で作られている調味料を使ってるからな。こっちの方じゃ出回ってない貴重品なんだぞ」

「それじゃフィオが作り方を教わっても作れにゃいね」

　ソファでくつろぐ俺にフィオが抱きついてくる。まるで膝ひざ枕まくらをせがむ子供、というより身体からだをこすりつけてくる猫の方が近いか。

「と、ところでフィオさん。そのぉ……言いにくいのですが、ちょっとアルヴィンさんにくっつきすぎなのではないでしょうかっ」

「ん？　くっついちゃダメなの？」

　チルダにとがめられて、きょとんとするフィオ。

「だ、ダメというわけでは……そうですね、わたしもくっつけばいいだけの話ですねっ」

　今度はチルダが隣にやってきて腕を絡めてくる。チルダの豊かな胸が腕に当たり、何ともいい心地だ。はあ……ここが天国か。

「……うっざ。そこの居候ども、人の家でイチャつかないでくれます？　すごく不愉快なんですけど。一〇秒以内にやめないと触手で地下室に放ほうり込みますよ」

「ひいいぃっ!?」「横暴だにゃあ……！」

　ぱっと俺から離れるチルダとフィオ。ちっ、無粋なやつめ。

「アルも鼻のした伸ばしてる場合じゃないでしょう。フィオを雇えばローガンさんに一泡吹かせられる、さっきそう言いましたよね。あれはどういうことなんですか？」

　そういえばそんなことを言った気がするな。

「ちょいとゲブラー魔法店の帳簿の情報を手に入れておきたくてね。でも普通の方法じゃ絶対に無理だし、スキルがないと魔法屋への侵入は難しい。その点、フィオはこの家の防犯結界網をくぐり抜けるだけの技術がある」

　店には帳簿──何をいつ、いくらで売り買いしたかという取引の全すべてを記録した勘定元もと帳ちようがある。これがなければ商売など成り立たない、というくらいに大切なものだ。

　だから普通は金庫などの安全なところに保管する。盗賊シーフの中でも高い技術を持っていなければ触れることすら適かなわないだろう。

「ふうん、フィオはゲブラー魔法店ってところから帳簿を盗とってくればいいの？」

「いや、帳簿は向こうに残しておかないとダメだ。必要なのは記載された情報だけ。情報を抜き取ったら疑われないように元の場所に戻しておいて欲しい」

「情報だけ盗む……って、どうやるにゃ？」

「お前にも頭がついてるだろ。全部覚えて戻ってくればいいだけだ」

　俺の言葉に訝いぶかしげな顔をする一同。

「……アル、ちなみに覚えなきゃいけない帳簿の情報ってどれくらいあるんですか？」

「できれば開店当初からの情報が欲しいな。あの規模の店だと毎年三万件くらい取引があるだろうから、ざっと見積もって二〇万件くらいか？」

「旦だん那なのバカー!!　そんなのフィオが覚えきれるわけにゃいじゃん！　フィオそこまで頭良くないよ！　というか頭良くたって無理だよっ！」

　あー、まあそりゃそうか。

「仕方ない、スーミンにスクロールを作ってもらおう。それをフィオに持たせる。今から俺が回路魔譜マギストラ・スコアを起こすから、それを元に書いて欲しい」

「どんな魔法か教えてくれれば自分で作りますけど」

「いや、多分これはスーミンでも無理だ。頼む、俺に任せてくれないか？」

「……わかりました。いいですよ」

　おっ、今回は聞き分けがいいな。じゃあ気が変わらないうちにさっさと取りかかろう。




「で……でき、たっ……！」

　翌朝。回路魔譜マギストラ・スコアを書き上げ、ばったりとテーブルの上に倒れる。

「おはようございます。昨日は徹夜したんですか？」

「ああ、スーミンか。おはよう」

　こちらとしてはローガンが仕掛けてくる前に動きたい。だからスーミンが眠っている夜の間に、必要な魔譜スコアを全すべて用意した。羊皮紙三〇枚ほどの超大作だ。

「すごい量ですね。こんなに魔譜スコアが必要なんですか？」

「魔法三つ分だからな。一つ目は魔装品アーテイフアクトの生成、二つ目は記録、三つ目は再生。一つ目の魔法で作った魔装品アーテイフアクトを使って、記録と再生を実現する。そういう魔法なんだよ」

　眠い目をこすりながらスーミンに答える。

「……拝見します」

　スーミンは羊皮紙をめくり、驚くほどのスピードで魔譜スコアを読み込んでいく。

「これ……待ってくださいよ。元素魔法エレメンタリスに精神魔法サイコロジクス、幻惑魔法フアントマスに付与魔法レインフオースに、契約魔法ウエル・オース、筆記魔法スペルライツまで……!?　一体どれだけの魔法を組み合わせてるんですか!?」

　スーミンの表情に、驚きと興奮がありありと浮かんでくる。

「魔導性に優れたクリスタルに付与魔法レインフオースで契約魔法ウエル・オースの素地となる極小回路を形成、これを一記録単位としてクリスタルの魔導許容量の限界に達するまで刻み込む。それを精神魔法サイコロジクスでつなぎ合わせて……これ、お師匠が送ってくる手紙の応用版ですね！　すごい、これすごいですよ、アル！　こんなやり方があるんだっ……!!」

「いや、初見でこの魔譜スコアをそこまで読み解くお前の方がすごいよ」

　魔譜スコアにはそれぞれ書く人の個性がある。それを読み解こうと思えば、大なり小なり解釈の時間が必要だ。しかしスーミンは個性の違いなど意に介さず読み進めている。

　さらに言えば、俺が作った魔譜スコアは戦術魔法級。これまでスーミンが作ってきたスクロールとは段違いの複雑さを有する。

「つまりこれは魔装品アーテイフアクト化したクリスタルを記録媒体とし、第一の魔法で使用者が見ている内容を映像として記録、そして第二の魔法でクリスタルに記録した映像を幻惑魔法フアントマスで再現して閲覧する……そういう解釈でいいんですね？」

「ああ、それで合ってる」

　この魔法をスクロール化してフィオに持たせれば、帳簿は元の場所に残したまま、内容を記録して持ち帰ってくることができる。

「魔装品アーテイフアクトとのコネクションを確立するために精神魔法サイコロジクスを使うのは盲点でした。これなら身体的接触もいらないし混線もない……細部まで考え抜かれた素晴らしい構成です。アル、こんな魔法をどこで知ったんですか？」

「いや、知ったというか……前に俺が作ったんだ」

「……え？　アルが？　ウソですよね、だってアルは商人なんでしょう!?」

「あのなぁ、俺だって黄昏の魔女ラテイメリアの弟子なんだぞ。ちょっと商売に詳しいだけで、あの人の弟子が務まると思うか？」

「あ、すっかり忘れてました。そういえばアルもお師匠の弟子でしたね……」

　黄昏の魔女ラテイメリアの弟子は皆、魔法における天てん賦ぷの才を持っている。スーミンは筆記魔法スペルライツの能力を見込まれて師匠の弟子になった。対して俺は、魔法の性質を分析し、理解し、記憶し、組み合わせ、その効果を予測し、新たな魔法を作り上げる才があった。

「師匠は俺のことを魔法製作士マギクラフターとか呼んでたな」

「私、今までアルのことを誤解してたかもしれません。まさかこんな特技があるなんて。というか、どうして今まで隠してたんですか？」

「危ないからだよ。この魔譜スコアだって、帝国に持っていけば国家機密指定だ。お偉いさんの不祥事を暴くには格かつ好こうの道具だからな。というわけで取り扱いには注意してくれ」

「わかりました、気をつけます……ん？」

　真剣な表情で頷うなずき、視線を下に送ってから──突然、にこっと微笑ほほえむスーミン。

　ふむ、どうやら俺への信頼度が大幅にアップしたようだ。これからはツンデレスーミンのデレ部分が見られるようになるかもしれない。

「ところでアル、一つ聞いてもいいですか」

「ん、なんだ？」

「アルの足下に転がってるの、クッキーの箱だと思うんですけど。どうしてこんなところにあるんです？　しかもこれ、中身が空っぽなんですけど」

「あ、いや……これは夜中に腹が減って、食べられそうなものを探してたら……」

　ゴゴゴゴゴゴ、と笑顔のまま凄すさまじい殺気を放ち始めるスーミン。

「……ちょっと輪縛鞭手フラジヤイラを持ってくるので、ここで待っててください」

「お、おい！　クッキーくらいでやり過ぎだろ!?」

「私のクッキーに手を出したら触手でお仕置きだって言いましたよね!?　あの場でみんなと一緒に聞いてましたよね!?　なのに食べるとか！　ふざけてるんですかっ!!」

「だ、大丈夫だって、あとでちゃんと買い足すから！」

「私はいま食べたかったんです！　モーニングティーと一緒にクッキーを一切れ、これが毎朝の楽しみなんですよ！　それなのに……返せっ、私の朝の楽しみを返せーっ！」

　箱を手に悪鬼の表情で殴りかかってくる。

　おっかしいなぁ、スーミンのデレ部分が見られると思ったんだけどなあ!?
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　空が黄昏たそがれに染まる。二等地の目抜き通りは徐々に昼の顔から夜の顔へ、その姿を変えていく。いくつかの店は既に閉店の準備を始めていた。

「……スーミン、覚悟はできたか？」

「ええ、大丈夫です」

　片付けを始めたゲブラー魔法店を前に、スーミンは表情を引き締める。

　あれから一週間、俺たちはローガンと決着をつけるために準備を重ねてきた。ここまで来たらもう後戻りはできない。

「中に入ったら俺が話をつける。スーミンは見守っていてくれ」

「ええ、口先だけは達者ですからね。信用してますよ」

　なんだそりゃ。思わず苦笑する。

「じゃあ、行こうか」

　スーミンを引き連れてゲブラー魔法店へと乗り込む。




「ローガン、ローガンはいるか!!　アルヴィンとスーミンが来たぞ!!」

　店に入るなり大声でローガンを呼ぶ。こういう時は勢いが大事だ。店員は慌てた様子で奥へと引っ込み、残っていた客は好奇の視線を向けてくる。

　しばらくして、奥からジャンクックを引き連れてローガンが現れた。

「店内ではお静かに願いたいな。他のお客様の迷惑になる」

「おう……おうおう！　出やがったな、雑草野郎。今度こそ決着をつけてやるぜ！」

　持っていたウォーハンマーで地面を鳴らし、威嚇してくるジャンクック。

「ようトロールの旦だん那な、あんたはいつも元気だな。決着は構わないが、その前にローガンと話がしたい。少し時間をくれないか？」

「怖おじ気けづいてんじゃねえよ！　やっていいよな、旦那？」

「……話とはなんだ、アルヴィン・ロウ」

「チッ、煮え切らねえ！」

　舌打ちをして、ウォーハンマーを背負いなおす。

「さすがはローガンさん、二等地に店を構える商人は蛮人とはわけが違うね」

「つまらん世辞で私の時間を費やすな。簡潔に用件を言え」

　大上段に構えて、俺やスーミンを睥へい睨げいするローガン。

「そうか、じゃあいきなり本題に入らせてもらおう。スーミンは、もうあんたのところのスクロールは作らない。そのことで禍根を残さないように、改めて誓約書を用意してきた。内容は公証人に確認してもらってある」

「無駄なことを。そんな馬鹿げたものに私が署名サインをする理由はない」

　差し出した羊皮紙をはね除のけ、一笑にふすローガン。

「だったら今まで通りスーミンに書けと無理強いして、できあがった品質の低いスクロールをこの店で売るのか？　そんなことを続けていたら店が潰つぶれるぞ、ローガン」

「心配は無用、スーミンはこれからも高品質なスクロールを私の店に提供する。お前も、お前の仲間も協力する。じきにお前たちの方からお願いをしてくるはずだ」

　なるほど、俺やチルダをダシにして協力を引き出すハラか。スーミンは強情で頑固だが、意外と正義感が強い。外堀から攻められるとあっさり陥落するかもしれない。

　……悪くない手だが、少々動くのが遅かったな。

　お前の負けだ、ローガン。

「スーミンはこれからあんたの店にスクロールは一切卸さない。俺も他の連中も、あんたには協力しない。これは決定事項だ」

「そうか、ならば仕方ない。スーミンを奴隷として売ることにしようか」

「あんたはスーミンを売らないよ。スーミンの価値は、奴隷としての市場価格よりはるかに高いからだ。ハッタリかまして言うことを聞かせようって魂胆が見え見えだぞ？」

　啖たん呵かを切るローガンを煽あおってやる。

「スーミンはもうスクロールを作らない、それは決定事項だと言ったな。ならば残念だが損切りをするしかない。スーミンは奴隷として売る」

「そうかい、それでいつ売るんだ？　言うだけならハッタリと同じだな！」

「はっ、そんなにスーミンを売って欲しいか！　なら今すぐに売ってやろう。彼女の値段は七〇億ウルドだ。到底お前らに用意できる金額ではない!!」

「ならば我らが買おう」

　唐突に、女性の声が響いた。

　現れたのは──マリアナ海運エリューテ支部長、ヴェロニカだった。
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（な、なぜだ……なぜ猟犬ガルムがこんなところに現れた!?）

　内心で悲鳴を上げるローガン。前回の取引はつつがなく終わり、次の来店は一ヶ月先だ。納品物に問題があったとしても、まずは部下を寄よ越こしてくるはず。

「これはヴェロニカ様、ご来店ありがとうございます。今日はどのようなご用向き……」

「挨あい拶さつはいい。先の取引デイールを進めよう。お前はこの娘むすめをいくらで売るつもりだ？」

　ぽん、とスーミンの帽子に手を乗せるヴェロニカ。

「い、いえ、それは……言葉の綾あやと言いますか、まだ仔し細さいは決めておらず……」

「お前は今すぐにでも売ると言い、私は買うと言った。既に取引デイールは始まっている。ここは商人の街、取引デイールを身勝手な都合で取りやめれば信用問題だ。お前も商人ならわかっているだろう、信用は金貨よりも重いぞ？」

　言葉を濁したローガンに、ヴェロニカは凄せい絶ぜつな笑みを向けた。有無を言わせない迫力にローガンの顔面は蒼そう白はくになる。そうして気がついた。

　これは罠わなだ。

　アルヴィンはヴェロニカを抱き込み、自分を焚たき付つけてスーミンを売ると言わせた。密室ではなく人の目がある店先を選んだのも証人を作るため。ここで売買を断ればマリアナ海運との信用に傷がつき、それが衆目に晒さらされる。これが他の取引先の耳に入れば、信用不安を招く。最悪の場合は店が傾きかねない。

（アルヴィン・ロウ……よくも嵌はめてくれたな!!）

　全身を貫く憤激を押さえ込み、ローガンは冷徹に計算を始める。

　初手の敗北は認めよう。しかし、だからと言ってタダで起きてやる理由はない。アルヴィンと手を組んだマリアナも今や敵だ。一ウルドでも多くむしり取ってやる──!!

「……わかりました。ヴェロニカ様がそこまでご執心とあれば私どもは手を引きましょう。ただ、私どもは今までこの娘が抱えていた賠償金の肩代わりをして参りました。私どもは債権者で、この娘は債務者なのでございます。つまりこの取引デイールは私どもが抱えるスーミン・ユングミルの債権をマリアナ海運様にご購入いただく、ということに他なりません」

「承知している。いくら払えばいい」

　まるで既知の事実だ、と言わんばかりに淀よどみなく答えるヴェロニカ。

「スーミンがシュワルプの街から請求された賠償金は計七〇億ウルド。この数年で彼女が償還を行った分を差し引けば約六〇億ウルドとなりますが、ご了承いただけますか？」

「それはおかしな話だな、ローガン」

　間かん髪はつを容いれず、アルヴィンが突っ込みを入れる。

「スーミンは今まであんたの店に随分スクロールを納めてきた。中には、他国に納入した戦術魔法級のスクロールだってあったはずだ。なのに償還分がたった一〇億ウルドなんて、そんなことはあり得ない。どんぶり勘定にもほどがあるぞ」

「……細かい数字は帳簿と照らし合わせなければ算出できない。これには相応の時間がかかる。しかし、概算ではそんなものだろう」

「手間を省いてやるよ。こちらで明細を用意してきた」

　にいっと口角を釣り上げ、アルヴィンは羊皮紙の束を広げて見せた。

（な、なんだと？　まさか、スーミンは納品物を全すべて記録していたというのか……!?）

　確かに先ほどの概算はどんぶり勘定だ。後で都合のいい数字を組み合わせて少しでも多くの金額をマリアナ海運からふんだくってやる腹づもりだった。しかし、まさか向こうで明細を作ってくるとは。想定外の事態だった。

「この数年の間に、スーミンがあんたの店に納めてきたスクロールは全部で二〇四九本。対価はあんたが抱えている他の巻物スクロール書きに支払っている金額と相場を参考にした。その結果、スーミンが償還を終えている金額は、締めて三一億二八〇〇万六〇〇〇ウルド。これがその明細書だ」

「三一億ウルドだと……馬鹿な、高すぎる！」

「そう思うなら中身を確かめてくれ。お宅の帳簿と付き合わせて確認してもらって構わないぞ。二〇四九本のスクロール全て、一本ずつ個別に価格交渉に応じてもいい」

　羊皮紙の束を突きつけられ、震える手で受け取るローガン。

　明細書は何月何日に、何を納品したかが詳細に記録されていた。急いで部下を呼び、帳簿を持ってこさせて比較を始めるローガン。

　……結果、約二〇〇〇件に及ぶ納品物全てにおいて、完かん璧ぺきに数字が一致していた。スクロール一つ一つの請求金額も妥当──どころか、かなり安めの設定だ。突っ込みを入れれば逆に値が上がりかねない。

「……だ、誰か、これを検算しろ!!」

　部下に明細書を渡し、計算に間違いがないか調べさせるローガン。

　ほどなくして戻ってきた部下は、こう告げた。

「集計の結果、三一億二八〇〇万六〇〇〇ウルド──金額に間違いはありません」

（ば、馬鹿な、馬鹿なっ、馬鹿な馬鹿なバカなぁっ……!!）

　ローガンは血管が浮き出るほど拳こぶしを握りしめる。

　これでは初手どころではなく、元から詰んでいるではないか。初めから終わりまで主導権を握られたまま、向こうのペースで取引デイールを仕切られたのだ。これは商人にとって完全な敗北を意味していた。

（この私が……こんな若造に手のひらの上で遊ばれた、というのか……!?）

「正しい商売はな、売り手だけじゃなく買い手も関係者もみんなが幸せになれるんだ。商売は強者が弱者を搾取することなく、対等なやりとりができるようにと人類が生み出した最高の叡えい智ちなんだよ。お前は、それを私利私欲で汚けがしたんだ」












「では、お前が仕組んだこれは、この取引デイールは、真っ当な商売だと言えるのか……!?」

「いいや、違う。だが先に天てん秤びんを傾けたのはお前だろう。お前はスーミンに何をした？　自分のしでかしたことを思い出せ、ローガン。俺は傾いた天秤をそのままにして泣き寝入りするほど甘くはないぞ……！」

　アルヴィンに鋭く睨にらまれ、歯を軋きしませるローガン。そんな主人の怒りを察して前に出たのは巨漢の用心棒、ジャンクックだった。

「さっきから聞いてりゃゴチャゴチャと面倒くせえな……！　旦だん那な、こんなのは一発ブン殴って地べたとキスさせてやりゃあ、それで終わりだ。泣いて謝って、さっきの話はナシにしてくださいって自分から言い出すぜ!!」

　ウォーハンマーを肩に担ぎ、アルヴィンたちの前に立ちはだかる。

「ようやく私の出番ね。待ちくたびれたわ」

　そんなジャンクックの前に現れたのはツエラだ。槍やりを手にしたツエラは巌いわおのような体たい躯くのジャンクックを相手に、余裕の笑みを浮かべている。

「おう……おうおう！　てめえはあの時、ナメた口を利いたトカゲ女か！」

「あら、今日は葡ぶ萄どう酒しゆのいい香り。私の言うことを聞いてきちんと歯磨きをしたのかしら。お利口さんじゃない。でも髪がみすぼらしいわね。もっと短くした方がいいわ」

「黙ってろ、このクソトカゲが！　潰つぶして日干しにしてやるッ!!」

　ジャンクックがハンマーを振りかぶった、その瞬間。

　ツエラの槍やりが消え──石突きが手首と脇、眉み間けんと鳩尾みぞおちに、ほぼ同時にめり込んだ。動きを止めたジャンクックは、ゆっくりと前のめりに倒れる。手からこぼれ落ちたウォーハンマーは、ツエラが槍の柄を使って受け止め、器用にくるりと回して壁に立てかけた。

「…………っ」

　あまりに一瞬のことで唖あ然ぜんとするローガン。そんな中、ヴェロニカが告げる。

「賠償金の残額が判明したところで契約だ。スーミン・ユングミルに関する債権は、我らマリアナ海運が買い取る。これは四〇億ウルドの為替かわせ手形だ。釣りは好きにしろ」

　ヴェロニカから差し出された小さな羊皮紙を、言われるがままに受け取るローガン。

「では以後、彼女の処遇は我らが預かる。異存はないな？」

「……お、おっしゃる、通りに」

　絞り出すような声でヴェロニカに応じる。

　ローガンに、抵抗するだけの余地は何一つ残されていなかった。
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　エリューテの内郭は、海の間際にそびえる小高い丘を中心とした区画だ。丘の頂上に近いほど地価は高く、有力者はこぞって丘の近くに居を構える。丘の最も高いところは公有地で、ここに都市の最高意思決定機関である参事会の本部が置かれていた。

　本部は会議を行う参事会館や迎賓会館、そして幕僚庁舎などが立ち並んでいる。中でも参事会館からの眺ちよう望ぼうはよく、エリューテの港や海が一望できた。

　そんな参事会館の一室──本会議場で、ヴェロニカは自らが所有する輸送船団の船出をぼんやりと見送っていた。

「……はあ、たまには海に出たいものだ。狢むじなどもの相手ばかりでは身体からだが腐る」

「ダメよ、ニーシャ。船の中は不潔だし、海風は肌に悪いわ。せっかくの美び貌ぼうが台なしになっちゃう。荒事は部下に任せておけばいいの」

　ぼやくヴェロニカをツエラは子供のようにあやす。

　と、そこに若い男が近づいてきた。

「やあ、ごきげんよう、ヴェロニカ。それにツエラも」

　色の薄いつややかな長髪をたくわえた好青年で、紺色のガウンの上に同じ色のマントを羽織っている。その後ろには、闇やみを溶かし込んだように真っ黒なローブを着込んだ無表情な女性が付き添っている。どちらも一目で魔道士だとわかる装よそおいだ。

「こんにちは、カーマインさん。いつもお世話になっております」

　若い魔道士の男──カーマイン・エンデミオに笑顔で応対するツエラ。

　カーマインは若じやく輩はいながらエリューテ魔道士協会の会長を務める実力派で、魔道士として優秀であることはもちろん、政治にも明るく、参事会では一目置かれる存在だった。

「今日の出席者は……うちと工業ギルド連盟、サミュレット商会に君たちと、あとは冒険者ギルドのフレアランギさんか。そういえば今日の議題は魔物や盗賊による隊商被害について、だったね。彼らにしてみれば稼ぎどころだ」

　エリューテは交通の要衝で、多くの交易が行われている。だが近年、エリューテ周辺で隊商の襲撃被害が相次いでいた。この状況が続けば貿易商が萎い縮しゆくしかねない。そこで新たな打開案を模索しよう、というのが今日の議題だ。

「私たちの隊商は専属魔道士を雇っているので被害は軽微ですが、他はそうも行かないでしょう。エリューテのさらなる発展のためにも早急に手を打たないといけませんね」

「ははは、君たちマリアナの被害が少ないのは猟犬ガルムのお陰だよ。魔物はともかく、盗賊はヴェロニカに恐れをなして近づいて来ないからね。みんな羨うらやましがっていると思うよ」

「ふふふ、そうかもしれませんね」

　微笑ほほえみつつ、心のうちで「ニーシャを猟犬ガルムと呼ぶなブチ殺すぞ！」と叫ぶツエラ。

「ところでヴェロニカ、面白い話を聞いたよ。数日前、うちの加盟店であるゲブラー魔法店に立ち寄ったそうじゃないか。人が悪いなあ、言ってくれれば僕も同席したのに」

「野や暮ぼ用ようだ。お前に同席を願うほどのことではない」

「店主のローガンがすごく驚いていたよ。彼が懇意にしていた巻物スクロール書きの引き抜きを突然、打診されたとね。対価はきちんと支払われたとのことだけど、彼としてはもう少し時間をかけて取引デイールを吟味したかったそうだよ」

「商売は巧こう遅ちより拙せつ速そくが勝る、これが私の基本方針だ」

「うん、でもね。魔道士に関することは全すべてうちの管轄なんだ。特にうちの会員を脅したり、やり込めたりされると困るんだよ。これじゃあうちの面子めんつが丸つぶれだ」

　まるで世間話でもするかのように、ほがらかな笑顔で話を続けるカーマイン。しかし、言葉の端々に威嚇と恫どう喝かつが込められていた。

「魔道士に関することは全てお前たちの管轄だと？　それは初耳だな。お前たちは会員にしか興味がないし、会員しか助けない。そういう組織ではなかったか？」

「ああ、その通りさ。ローガンはうちの会員だ。彼の不利益は僕たち魔道士協会の不利益だし、彼の望みは僕たちの望みでもある。ということで、できればスーミン・ユングミルを返してくれると嬉うれしいんだけどね」

　それまで窓の外を眺めていたヴェロニカが、初めてカーマインを見る。

「断る。交渉の余地はない」

「つれないね。こういう時は互いに妥協案を提示するのが筋じゃないか？」

「スーミン・ユングミルは名義的にも道義的にも我らのものだ。手を出せばマリアナを敵に回すことになる。警告はしたぞ、カーマイン」

　ヴェロニカの声はあくまでも穏やかだ。だがそこには鬼神のごとき迫力があった。

「……わかった、諦あきらめるよ。君たちと戦争はしたくないからね。ただ、こちらからも警告させてもらう。ローガンおよびゲブラー魔法店は僕たちのものだ。次、手を出したら魔道士協会は黙っていないよ」

「わかった、覚えておこう」

　ヴェロニカとカーマインは互いに笑顔を交わす。

「わかってくれればいい。それでは今後ともうちの会員と加盟店を、どうぞご贔ひい屓きに」

　うやうやしく一礼すると、カーマインはヴェロニカたちから離れていった。

　それを見届け、ツエラが小声でヴェロニカにささやきかける。

「なにあの物言い、すっごいムカつく。ねえニーシャ、暗殺していい？」

「駄目に決まっているだろう」

　ツエラの毒舌に呆あきれつつ、ヴェロニカは笑って告げた。

「だが、ムカつくというのは同意だ」





[image: ]





　　　　　　１






　ローガンとの一件から一週間が過ぎた。

「スーミンさん、フィオさん、アルヴィンさんっ、朝食の用意ができましたよ～」

　朝日が差し込む中、居間にチルダの柔らかな声が響く。

　テーブルには平たく切ったバゲットにトマトソースをかけ、チーズや香草をたっぷりと乗せて焼いたピザトーストに、ごろごろと野菜が入った具だくさんスープ、そしてこんがりと焼いた山盛りの燻くん製せい肉がのった皿が並べられている。

　あれからローガンは一切顔を出さなくなり、露店での売り上げは好調。お陰で俺がスーミンの家に転がり込んだ当初と比べ、食卓はずいぶんと豪勢になった。

「わーい、お肉だお肉～、いっただき～♪」

「ちょっとフィオ、燻製肉ばっかり食べないでください。高いんですよそれっ」

　フィオとスーミンで取り合いになり、みるみるうちに燻製肉だけが減っていく。

「お前な、儲もうかってるんだから肉くらい好きなだけ食わせてやれよ……」

「そんなこと言うならアルが食費を出してくださいよ。そしたら私だって『どうぞ好きなだけ食べてください』って言います」

　もごもごと燻くん製せい肉を頬ほお張ばりながら返すスーミン。

「残念だったな、俺の金はもうない。昨日の飲み代でほとんど消えたからな！」

「はあ!?　たった一週間で二〇〇万ウルド使い切るとか頭おかしいんじゃないですか？」

　などと言い、ゴミを見るような目を向けてきた。

「その分、また稼げばいいだけだ。さっそくヴェロニカから依頼も来てるしな」

　ローガンからは解放されたが、束縛がゼロになったわけではない。

　ヴェロニカはスーミンの処遇を引き受けるにあたって条件を出してきた。その条件とは、マリアナ海運の元で同商会が望むスクロールの量産体制を構築すること。今後、俺とスーミンはマリアナの望むスクロールの製造を手がけることになる。

　まあ商人が見返りもなく金を出すなんて天地がひっくり返ってもあり得ないことだ。条件を出してくるのは当然と言えるだろう。

「びっくりしましたよ。まさかマリアナ海運が私にお金を出してくれるなんて」

「言っただろ、スーミンの価値がわかる人間は俺やローガンだけじゃない。ヴェロニカもお前の実力は買ってるんだ。今後はマリアナの依頼に応こたえれば相応の金が出る。おそらく今までの比じゃないくらい稼げるぞ。これでまた一歩、億万長者に近づいたな！」

「マジですか。一等市民も夢じゃないわけですね……!!」

　力強く頷うなずいてみせる。いよいよスーミンの快進撃が始まるってわけだ。

「あ、ところでアル、今日は暇ですか？」

「ああ、暇だ。金がないからな」

「はいはいそうですか。だったら、ちょっと私に付き合ってください」




　スーミンに誘われて外郭へとやってきた。

　今日は日差しに恵まれて暖かく、散歩をするには実にいい日和ひよりだ。……というのにスーミンは、いつもの帽子を目深にかぶり日光を寄せ付けないようにしている。

「いい天気なんだから帽子なんて脱いだらいいのに」

「脱いだら他人と目が合うじゃないですか。そういうの面倒くさいんで」

　どんだけ人間嫌いなんだお前は……。

「それにしても休日に誘ってくるなんて珍しいな。何かあったのか？」

　露店を出す日や店のことを話し合う日は営業日で、それ以外は休日だ。営業日はみんなで行動するが、休日はおのおの好きな時間を過ごす。スーミンの場合、休日は自室に引きこもるか一人で買い物に行くのが常だった。

「そ、それは、その……もごもご……」

　口の中で何やら呟つぶやいているが、声が小さくて全然聞こえない。

「悪い、もう一度言ってくれるか？」

「……ローガンさんの件ではアルに色々と助けてもらいました。なのに、アルに何のお礼もしてないなって。だから今日はアルに奢おごってあげようかな、とか」

「本当か!?　ケチなお前が珍しいな。どんな接待をしてくれるんだ？」

「ケチって言うな。まあ一緒に食事でも、と思ったんですけど……こういうのって初めてで、お店とか全然知らなくて。どうすればいいんですかね」

　顔を赤くしてうつむく。うん、ウブでかわいい。

「わかった、じゃあ俺がエスコートするよ。今日はスーミンとデートだな」

「で、デートっ!?」

「いいだろ、別に。俺とのデートはイヤか？」

　腰を落とし、スーミンに手を差し出す。

「……アルって女たらしですよね。うまく丸め込まれないように注意しないとです」

「そんなことはしないよ。ま、商売なら別だけどな」

「ふふ、私は安くないですよ？」

　スーミンはくすりと笑って、俺の手を取ってくれた。




　午前中はスーミンとともに三等地にある魔法店を巡り、スクロールの出来やマジックアイテムについてあれこれ話をしながら楽しく過ごした。

　その後、お昼はとっておきのリストランテにスーミンを案内する。

「な、何ですか、ここは……!?」

　案内したのは一等地にある白の大理石で覆われた神殿のような店構えのレストランだ。テーブルには真紅のクロスが敷かれ、そこに曇り一つない銀食器が並んでいる。

　個室へと案内してくれた店員の応対も実に洗練されていて、不快な要素の一切が排除された優美なる空間がそこには広がっていた。

「最近見つけたんだ。敷居が高そうに見えるけど、入ってみたらそんなことはなくてさ。昼はランチをやってて、びっくりするくらい良心的な値段なんだよ」

「り、良心的って……いくらなんですか？」

「コース次第だな。今日はスーミンの奢りだし、三万ウルドのコースにしといたぞ。上は二〇万ウルドのコースまであるけど、さすがにそれ頼んだら怒りそうだし」

「当たり前じゃないですかっ、というか三万ウルドだって十分高いですっ！」

「大丈夫、絶対に損はさせないから。文句はここの料理を食べてみてからにしてくれ」

　訝いぶかしげな顔をするスーミン。

　しかしその表情は料理がテーブルに届くたびに和らぎ、驚きと歓喜へと変わっていく。そうして最後のデザートが届く頃には、至福の一色に染め上げられていた。

「ああ……知らなかったです。まさか世の中にこんなおいしいものがあるなんて。今まで私が食べてたものは一体なんだったんでしょうか……」

　スーミンは愉悦をたたえた顔で、デザートをひとすくいずつ堪たん能のうしている。

「俺は東とう方ほう麺めんも好きだけどな。まあ気に入ってくれたならよかった」

「……どうしてアルがアホみたいに金遣いが荒いのか、わかった気がします。休日はいつもいないから何をしてるんだろうと思ったら、こういうお店に来てたんですね」

「ま、お偉方と付き合うならそれに見合う店くらいは知っておかないとな」

「……すごいですよ、アルは。マリアナ海運の支部長なんて、私からすれば雲上の人です。そんな人と繋つながりを作って、交渉して、お金を出させて、こんなお店も普通に出入りして。私とは住む世界が違いすぎます」

「お金ならお前の方がいっぱい持ってるだろ。この店だって、来たいなら毎日だって来ればいい。一等市民になったらお前にはそういう生活が待ってるんだ」

「ううん、それは遠慮したいですね。何だか疲れそうですし。それに三万ウルドあったら、東方麺の全部乗せが二〇杯は食べられます。私はそういう贅ぜい沢たくの方が嬉うれしいです」

　スーミンは恥ずかしそうに微笑ほほえみ、それから少し神妙な顔つきになる。

「今回のことで、ちょっとアルのことが怖くなりました」

「ん？　どうしてだ？」

「アルにはローガンさんをやり込めて、ヴェロニカさんと対等に話をする力がある。でもそれって、本気になれば私くらい簡単に丸め込めるってことじゃないですか」

「……俺は自分の利益のために人をやり込めたり、騙だましたりはしないって決めてるんだ。そんなことをしても全然楽しくないし、幸せじゃない」

　うまく取引デイールを進める方法とうまく人を騙す方法は同じものだ。その二つに明確な線引きは存在しない。線を引くのは商売人が胸に抱く正義──是ぜと非を切り分ける心だけだ。それが失われれば、商売は容易に詐術へと堕おちる。

「でも、だとしたらどうしてローガンさんをやり込めたんですか？」

「自分の利益のために人をやり込めたり、騙したりする連中には徹底的にやり返す。やられた分に利子をつけてね。そうじゃないと天てん秤びんが釣り合わないだろ？」

「ふふっ、やっぱりアルは怖いです。やり返されないよう気をつけます」

　そう言いながら、スーミンは楽しそうに笑った。
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　食事が終わり、しばらくスーミンと一緒に外郭をぶらぶらした後。

「日も傾いてきましたし、そろそろ帰りましょうか」

「ああ、そうだな」

　家ではチルダとフィオが待っているだろう。何かお土産でも買って帰るか。

　人ひと混ごみは嫌いなんで、とスーミンが言うので、目抜き通りを避けて路地裏をゆるゆると歩く。地元の人間しか使わないであろう裏通りは閑散としていて、わずかに遠くから喧けん噪そうが聞こえてくるのみだ。

「ここに来る前は、アルって旅人だったんですよね。どうして旅をしてたんですか？」

「色々理由はあるけど、一番は……自分が作った爪つめ痕あとを消すため、かな」

「爪痕？」

　首をかしげるスーミン。

　……本当は人に言うようなことじゃないんだが、まあスーミンならいいか。

「俺も昔は、スーミンみたいに魔法を作ってスクロールを書いて、それを売ってたんだ。といっても冒険者が相手じゃない。国の要人とか軍隊とか、そういう連中にね」

「わかりますよ。この前作った撮影魔法、あんなの今まで見たことがありませんでした。あれなら国の偉い人も欲しがるでしょうね」

「昔の俺は、金があれば望みが叶かなうと思ってた。力を手に入れれば世界の理ことわりを変えられると信じていたんだ」

　でも、それは間違いだった。俺は傲ごう慢まんで烏お滸こがましい人間だった。目の前のことに夢中になり、自分の行為がどんな影響を与えるか、想像することができなかった。

「色んなスクロールを作ったよ。人を効率よく殺す魔法、人を騙だまして狂わせる魔法、人を壊して好きなことを喋しやべらせる魔法──人の欲望ってやつはキリがない。それに応こたえる見返りに、俺は報酬を要求した。そうして得た巨万の富で、俺は望みを叶えようとした」

「……アルがそこまでして叶えなかった望みって何ですか？」

「俺の恩人で、ただ一人の家族だった、大切な人を──殺すこと」

　救えるなら救いたかった。でも無理だった。

　彼女は最後の望みを俺に託した。

　その日から、俺は彼女の望みを叶えることだけを考えて生きてきた。

「でも俺が思っていた以上に、世界は堅けん牢ろうで運命は強固だった。俺は富も栄誉も仲間も、何もかもを失った。残ったのは、金のために作ったクソみたいな俺の魔法だ」

「アル……」

「だからさ。俺の残りの人生は、その爪痕を消すために使おうと決めたんだ。と言っても俺一人ができることなんて限られてる。世界中に散らばった俺の魔譜スコアや巻物スクロールをこの世から根絶するなんて、どう考えても不可能だからな」

　一度世界に広まってしまえば、もう二度と消せない。それが知識の恐ろしさだ。

「そういうわけで別に急ぐ旅じゃない。ここの酒はうまいし、お前の世話もすごく楽しい。そんな風に回り道をしながら旅をして、爪痕を探して、必要ならそれを消していく。いつかのたれ死ぬその時まで、これを続けるんだ」

　スーミンはうつむき、俺の話を黙って聞いている。

「お前はすごいよ、スーミン。自分が作りたいものを作り、使って欲しいと思う人以外には譲らない。お前が作ってた芸術作品、あれバカにしてたけどさ。世界があんな魔法ばかりになったらさぞ素敵だろうなって、今は本気でそう思ってるよ」

　もし──実用性なんて皆無で、見て楽しくただ美しいだけの、そんな魔法でこの世界を埋め尽くすことができたら。きっと俺は、この旅を終えることができるだろう。

「……買いかぶりですよ。私なんかよりアルの方がすごいです」

　スーミンは自じ嘲ちようするように笑う。

「何にしても、アルは私の世話なんかで足踏みをしてる場合じゃないですね」

「そんなこと言うなよ。もうしばらくはお前のお世話をして甘い汁を吸わせてもらうぞ。それで今度は一緒に二〇万ウルドのコース料理を食べるんだ」

「ふふっ、アルの奢おごりならいいですよ」

「俺が一割でお前九割だろ！　お前の方が金持ってるのに、ほんとケチだな！」

　まあでも、それがスーミンか。

　そんなことを考えながら足を踏み出すと──突然、がくんと身体からだがつんのめる。

　理由は簡単。そこにあるはずの地面が、なかった。

「え、なっ……!?」

　浮遊感に襲われる。下を見ると地面が歪ゆがみ、へこんでいた。

　これは幻影か、それとも……!?　いや、考えている場合じゃない。

「スーミンッ!!」

　無我夢中で手を伸ばし、胸のうちに抱き寄せる。

　そうして俺たちは奈な落らくへと落ちていった。




　──どれくらい時間が経たったのか。

　気付けば俺は、わずかな明かりすらない、暗くら闇やみのただ中にいた。

「どこだ、ここは……？」

　辺りは静寂に包まれている。床に触れると、平たくざらざらとした石床の感触が返ってきた。声の反響具合から察するに、それなりに広い空間のようだ。

「って、そうだ！　スーミン、おい、スーミンっ！　大丈夫か!?」

　腕の中にはスーミンの感触。揺さぶってみるが応答がない。怪け我がをしているかもしれないし、明かりをつけてすぐに確認しないと。

「……あれ、ないぞ!?」

　コートの内ポケットを探るが何もない。相棒である天秤戦書リブラノミカが入っているはずだった。辺りを見回すが視界はゼロ。近くの地面を探るが冷たい石の感覚しか戻ってこない。

「チッ……まずいな、これは」

　何とかして明かりを入手したいが現状では手段がない。まずは天秤戦書リブラノミカを取り戻さないとダメだ。もしかしてスーミンの上に落ちたのか？

「ん、うう……な、んんっ……やあっ、変なとこ、触らないでぇっ……」

　漆黒の闇の中、スーミンの身体をまさぐる。しかし返ってくるのは弾力あるスーミンの感触だけだ。あれ、こいつ触ってみると意外と胸あるぞ……？

「あ、アル!?　アルですよね!?　どこ触ってるんですかっ、この……はぅんっ！」












「おっ、気がついたか。よかった……心配したんだぞ」

「や、闇やみに乗じて人の身体からだを触りまくって心配したとか、よくもそんな白々しいことが言えますね！　泥棒がお金の大切さを訴えるのと同じくらい説得力がないです！」

　うん、この様子なら怪け我がはしてないな。無事でよかった。

「悪かった。事情は後で説明するから、とりあえず明かりをつけてくれないか？」

「いいですけど……灯ともれ、照明ライテイング！」

　……あ、あった！

　かなり離れたところに手のひら大の本が落ちていた。

「というか、明かりが欲しいなら自分でやればいいのに。何で私にやらせるんですか」

「スーミンの光で俺の心を明るく照らして欲しかったからさ☆」

　天秤戦書リブラノミカを拾い上げて、スーミンにスマイルを送る。

「なにそのキモいリアクション……。というか今、何を拾ったんですか？」

「ああ、本だよ」

　スーミンの前で広げて見せる。

「なるほど、中身はスクロールなんですね。って、文字ちっさ……！　こんな小さな紙によくこんな大量の文字が書き込めますね。どうやったんですか？」

「この大きさの紙に書いたわけじゃない。こいつはもともとテーブルくらいの大きさがあって、その状態で書いたんだ。で、後から魔法で縮小する。要するにこいつは魔装品アーテイフアクトなんだよ。持ち歩くのに便利なスクロールが欲しくて作ったんだ」

「なるほど……すごいです。アルの発想力にはいちいち驚かされますね」

「ふふん、世界に一冊しかない貴重なものなんだぜ？」

「欲しいです。ください！」

　手を伸ばしてきたスーミンから匿かくまうため、慌ててコートの内ポケットにしまう。

「一冊しかないって言っただろ！　やらねーよ！」

「ちっ……まあいいです。それより、ここは一体どこなんですか？」

「今からそれを調べるよ」

　再度、内ポケットから天秤戦書リブラノミカを取り出してページをめくる。

「……欺瞞露視インビジブル・コーム！」

　本に刻まれた文字が光り輝き、全方位に張り巡らされた魔力線の線構造ワイヤフレームが露あらわになった。線は俺たちを中心にして半球状に広がっている。出口は存在しない。

「密度は……低いな。随分とナメた真ま似ねをしてくれたもんだ」

「どういう状況なんですか？」

「誰かが張った結界の中に取り込まれたんだ。今からブチ破って外に出る」

　ただ破るだけじゃ済まさない。スーミンとの楽しいデートを最後の最後でブチ壊してくれたんだ、相応の対価を支払ってもらわないとな──!!

「こいつは骨身に染みるぞ……！　第五章二六〇頁ページ、魔砕竜毒撃フアルキス・ベノムッ！」

　手のうちに暗黒──夜の闇やみが広がる。

　黒鉄鉱竜クロマテイツクドラゴン。こいつが吐く毒のブレスは、同じ竜種を殺すほど強力だ。この竜毒は魔力を媒介として蝕むしばんでいく特性を持つ。いま俺の手のひらにあるのはそれとほぼ同種のもの。つまり、こいつを結界に流し込めば──！

　地面を穿うがつように、漆黒の爪つめを突き立てる。

　刹せつ那な──地面がぐにゃりと歪ゆがみ、バキバキと音を立てて何もない空間に亀き裂れつが走る。

　そうして幾ばくもしないうちに闇は崩れ去り、三等地の裏路地に戻ってきた。

「すごい……アルって何でもできるんですね」

「何でもってわけじゃないさ。今の魔法だってこの天秤戦書リブラノミカのお陰だ」

「やっぱりその本、欲しいです。いつか私の手中に収めてみせる……！」

　いや、絶対あげないからね……？

　それにしても今の結界は何だったのか。ただ閉じ込めるだけで、それ以上のことはしてこなかった。考えられるのは嫌がらせか、それとも──

「やあ、ごきげんよう。大丈夫だったかい？」

　ふいに声がかかる。現れたのは長髪の青年だった。紺色でまとめた服装で、いかにも魔道士然とした風ふう貌ぼうだ。その後ろには黒いローブを着た女性が付き従っている。

「あんたは……？」

「カーマイン・エンデミオ、この街で魔道士協会をまとめている者だよ」

　……なるほど、こいつが例の協会の親玉か。

「先ほどこの辺りから結界の反応があったんだ。だから念のため見回りに来たんだけどね。何か変わったことはなかったかい？」

「いや、何もなかった。この街は平和そのものだな」

　怪け訝げんな顔をするスーミンに、アイコンタクトで黙っておくようにと伝える。

「そうか、ならいいんだ。ところで隣の君は……スーミン・ユングミルだね。露店通りで見かけたことがあるよ。ということは君がアルヴィン・ロウかな？」

　俺に視線を戻し、笑顔を向けてくるカーマイン。

「ローガンの件では色々と迷惑をかけてすまなかった。彼は商売熱心な男でね、店と従業員を守ろうと必死だったんだ。どうか許してやって欲しい」

「大丈夫だ。俺は気にしてない」

「それならよかった」

　笑顔に戻るカーマインを尻目に、後ろに立つ黒ローブの女性を観察する。

　均整のとれた身体からだに透き通るような白い肌、絶世の美人と呼ぶにふさわしい容姿だ。しかし人形のように無表情で、時が止まったかのように立ち尽くしている。大粒の紅晶玉レツドスピネルがあしらわれたイヤリングは微動だにしなかった。

「……そっちの女性は？」

「ああ、彼女はナザリスといって僕の秘書みたいなものだね」

「そうか。なら早く連れて帰った方がいいぞ。手加減したから大丈夫だと思うけど、あの毒は早めに対処しないと精神回路をやられるからな」

「ん？　何の話かな？」

　にこやかに笑うカーマイン。……こいつ、わかってて放置してるのか？

　先ほどの結界は、十中八九このナザリスが仕組んだものだ。毒を流し込んだ時に感じた、結界の主の気配。あれは人間のものではなかった。そして今カーマインの後ろに立っている彼女もまた同質の気配を漂わせている。

「ところで君は魔道士だろう？　見たところかなり腕が立つようだ。君が仲間になってくれたらとても心強い。どうだろう、うちの会員になる気はないかい？」

「遠慮しておくよ。しがらみを作るのは好きじゃないんだ」

「ふむ……残念だよ。でも困ったことがあれば遠慮なく魔道士協会を頼って欲しいね」

　意味深な笑みを浮かべ、カーマインはきびすを返す。

「それではアルヴィンくん、今後ともうちの会員と加盟店をどうぞご贔ひい屓きに」
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　エリューテの街から西へ半日ほど歩いた林の奥に、その小屋は建っていた。丸太を組んで作られた簡素なもので、おそらく木こりが休憩などに使うためのものだろう。

　カーマインは悠然とした笑みをたたえ、ゆっくりと小屋の中を歩き回っている。その奥には椅い子すに縛られた青年が佇たたずんでいた。今しがたカーマインに処刑されたばかりで、飛び散った血はまだ赤い色を保っている。

「さてと……次は君の番だね、ローガン」

　名を呼ばれたローガンは身体からだを強こわばらせていた。呼び出しを受けた時点で覚悟はしていたが、目の前で惨劇を見せられ、脂汗が止まらない。

「大丈夫だよ、君はマリアナと通じていたこの男と違って何も悪くない。君は突然やってきたマリアナにやり込められただけだ。そうだろう、ローガン？」

　椅子へと腰掛け、慈愛に満ちた瞳ひとみでローガンを見つめるカーマイン。

「は、はい、おっしゃるとおりでございます」

「ゲブラー魔法店は魔道士協会の発展に大きく寄き与よしてくれた。君の望みに僕が協力してあの店は生まれたんだ。つまりあの店は僕たちの子供だよ。だからね、僕も悔しいんだ。マリアナに好き放題されたというのに、何もしてあげられなかったことがさ」

「お気遣いいただき恐悦至極でございます、カーマイン様」

　頭を下げるローガン。それを尻目に、傍そばに控えていたナザリスが妖よう艶えんな笑みを浮かべてカーマインへと身体を寄り添わせる。

「悔しかっただろう？　マリアナに一泡吹かせてやりたい、そう思うのは当然のことだ。だからね、君に復ふく讐しゆうの機会を作ってあげようと思う」

「お、お気持ちは嬉うれしいのですが、私どもの店はマリアナと取引をしております。正面からやり合うにはあまりに分が悪く……」

「マリアナはスーミン・ユングミルを手に入れた。これはゲブラー魔法店に頼らずスクロールを自給するための布石だね。目め処どが立てば君の店は取引を打ち切られる。そうなれば真っ先に困るのは君だろう？」

　顔を青くするローガンを見て、カーマインは嬉しそうに相好を崩した。そのカーマインに身体を撫なでられ、ナザリスは耳元の紅晶玉レツドスピネルを艶なまめかしく揺らす。

「手をこまねいていれば状況は不利になる一方だ。だから局地戦を仕掛ける。正面からやり合えば潰つぶされるのはこっちだからね、頭を使わないと」

「そのようなことが可能なのでしょうか……？」

「大丈夫だよ、僕に考えがある。ただね、この計画には君の全面的な協力が必要なんだ。一世一代の大勝負になるけど、どうかな。乗ってくれるかい？」

　ローガンは逡しゆん巡じゆんする。カーマインの言う一世一代の大勝負とは、つまり命を賭かけ金にしろということだ。失敗すれば、今度は自分が奥に佇む青年のようになるだろう。

　だが、迷ったのは一瞬。

「……乗りましょう。このローガン・ファランド、全力でお力添えいたします」

　商人にとって店とは我が城──苦楽を、そして生死を共にすべきものだ。城を見捨てた領主に価値などない。停滞が死を招くなら前に進むより他はない。

「その言葉を待っていたよ、ローガン。大丈夫、僕たちが組めばうまくいく。ユングミル魔法店の時だってそうだったじゃないか。みんなで力を合わせて頑張ろう。もちろんナザリス、お前にも出番は用意する。今回も期待しているよ？」

　カーマインの言葉に、ナザリスは婉えん然ぜんとした笑みで応こたえた。
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「だから言ってるじゃないですか、そんな機能一辺倒なスクロールなんて私の作品にはいらないんですよ！　まずはテーマを定義してください！」

「お前もわかんねーやつだな、ヴェロニカが求めてるのは芸術作品じゃないって言ってるだろ！　テーマなんて丸めてゴミ箱に捨てちまえ！」

　スーミンとのデートから数日。

　俺とスーミンは、ヴェロニカから依頼を受けたスクロールの開発に着手した。依頼内容は『隊商の護衛に必要な巻物スクロールを提案しろ』だ。作ったスクロールはマリアナ海運が抱える四〇〇超の隊商全すべてに適用される。だからスクロールの数はなるべく抑えないといけない。多目的に使える高性能なスクロールを考える必要がある。

　だと言うのに、スーミンときたら──

「テーマがなかったら成立しないでしょう！　そんなに機能的なスクロールが欲しいなら機能バカのヴィネクス商会にでも頼めばいいじゃないですか！」

「そしたら四〇億ウルドの借金は誰が払うんだよ！」

「うぐっ……こ、この前は世界中の魔法が私の芸術作品みたいになったら素敵だなって、アルが言ったじゃないですか。あれはウソだったんですか!?」

「いやウソじゃないけどさ！　それとこれとは話が違うだろ。それくらい察しろよ！」

「やだやだ、大人ってすぐ察しろとか汲くみ取とれとか、配慮とか斟しん酌しやくとか忖そん度たくとか、そういうモニョモニョした言葉を使って騙だまそうとするんですよね。ほんと汚いです」

「お前は反抗期をこじらせた不良少年か！　いい加減大人になれ！」

「ふっ、私は永遠の乙女ですが何か」

「何が乙女だこの野郎、少年みたいな胸してるくせに」

「ブッ殺しますよこのクソメガネ！　ちゃんと胸あるから！　訂正しろーっ!!」

　デレ度も上がってちょっとはしおらしくなったと思ってたのに、気を抜いたらすぐにマジカルプリティアーティストに逆戻りだ。まったく先が思いやられる。

　と、そこにおずおずとチルダが割り込んで来た。

「あのぉ、お二人とも、ここは露店なのでお静かにお願いしたいのですが……」

　見回せば、多くの人が何事かと遠巻きに見物している。これじゃ客が寄ってこない。

「あー……悪かった。よしスーミン、一時休戦だ」

「そうしましょう。でも矛は納めませんよ」

　ちっ、本当に頑固なやつだな。

「それよりアルヴィンさんにご相談が。最近、お客様の様子がおかしいのです……」

「何がおかしいんだ？」

「以前はよく立ち寄ってくれたお客様が、どうも素通りをされているようで……声をかけても『また今度』と言われてしまい、お買い求めになってくれません」

「理由は聞いてみたのか？」

「はい……ですが、言いにくそうにして教えてくれませんでした。しかも一人ではなく、そういうお客様が何人もいらっしゃるのです」

　顔を曇らせるチルダ。

　と、そこにツエラとヴェロニカがやってきた。

「ハアイ！　アルちゃん、元気してる？」

「ツエラじゃないか、どうしたんだ」

「通りがけに寄ったまでだ。アルヴィン、それからスーミンも少し顔を貸せ」

　チルダに店を任せ、ヴェロニカに連れられて路地の裏へと向かう。

「すまない、依頼のスクロールはもう少し待ってくれ」

「構わん。それよりツエラが、お前たちに関するネタを仕入れたそうだ」

「ここ最近、外郭を中心に変な噂うわさが流れてるのよ。何でも数年前にシュワルプの街で誤爆を引き起こしたスクロールを作ったのが実はスーミンちゃんだ、って」

「そ、それは……!!」

　話を聞いてスーミンの顔色が変わる。

「ツエラ、それは誤解だ。俺は裏に何か事情があると思ってる」

「大丈夫よ、私もニーシャも噂は信用してない。気になって出元を調べてみたら、どうも魔道士協会っぽくてね。明らかに否定的宣伝ネガテイブキヤンペーンでしょ。問題は連中、派手にばらまいたみたいで火消しは難しそうってこと。冒険者界かい隈わいでかなり噂が広まっているわ」

　……なるほど、これで客足が遠のいている理由がわかった。

　露店のスクロールは全すべてスーミンが作っている、これは誰もが知るところだ。そのスーミンが、過去に誤爆するスクロールを作ったという。そんな人間が作ったスクロールなんて怖くて使えないだろう。

「カーマインの仕業だな。あの野郎、やってくれる……！」

「やつに会ったのか？」

　俺が先日、やつの配下の手によって結界に閉じ込められたことを話すと、ヴェロニカは口の端を釣り上げて笑い、怒気を露あらわにする。

「私の警告を堂々と無視したか。あの男、よほど我らと戦争がしたいらしいな……！」

「でも証拠がないわ。彼、きっと白を切るわよ」

　どうやらヴェロニカはあらかじめ俺たちに手出しをしないよう警告したらしい。それにも拘かかわらず自ら姿を見せるとは……迂う闊かつなのか、大胆不敵なのか。

「何にしても、このまま放置するわけにはいかないな。噂うわさはでっち上げだ」

「……別にでっち上げじゃないですよ、アル。ユングミル魔法店のスクロールが誤爆したのは事実ですし、そのスクロールの一部を作ったのは私だってことも事実です」

　暗あん澹たんとした表情で告げるスーミン。

「スーミンちゃんは誤爆するようなスクロールを作ったって自覚があるの？」

「いえ、何度も確認しましたしあり得ません。でも、単なる言いがかりで父が罪を認めて頭を下げるわけがないんです。何か致命的なミスがあったんだと思います」

「でも今までお前が非難されることはなかったんだろ？」

「シュワルプのスクロールは表向き、全すべて父が作ったことになっていました。私が製作に関与していることを知っていたのは父と……ローガンさんくらいです」

　やはり噂の出元はローガンと魔道士協会、ということか。

「まあいい、噂の件は忘れろ。マリアナはお前たちを信用している、それで問題はない。カーマインについてはこちらで対処しよう。お前たちは私の依頼に専念しろ」

「ああ、だがスーミンへの悪評は何とかしたい。こちらも独自に動かせてもらう」

「構わんが、お前たちは私の期待に応こたえる義務がある。失望させるなよ」

　凄すごみを利かせたセリフを吐くヴェロニカを見て、ずささっと俺の後ろに隠れるスーミン。さすがにヴェロニカを相手に悪態はつけないようだ。

「そんなに脅してくれるなよ、ヴェロニカ。もちろん期待は裏切らないさ」

「ごめんね、二人とも。ニーシャは別に脅しているわけじゃないのよ。本当は『期待してるから頑張ってね』って伝えたかったの。言葉選びがヘタクソなの」

　ツエラが苦笑いを浮かべながら補足する。

「と、とてもそうは聞こえなかったんですが……」

「余計なことを言うな、ツエラ」

「何が余計なの。そんなだからいつまでも友だちができないのよ、ニーシャは」

　この二人ってお母さんと娘みたいだな……。
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「最近よお、うちの連中がこの近くで魔物を率いた魔人に出くわしたって言うんだ。これが本当ならかなり厄介だぜ。並の連中だったら確実にやられちまう」

　参事会館の本会議場で冒険者ギルドのギルド長、フレアランギが愚痴る。白髪老齢の男性で御おん年とし七〇歳とのことだが、元冒険者だけあって筋肉隆々、老いを感じさせない。

「フレアランギさんのところで魔人の討伐隊を組むという話はどうなったんですか？」

「それがカーマインよ、みんな魔人にビビっちまって及び腰なんだ。悪いんだけどお前んとこからも人貸してくれねえ？」

　人間に害を与える魔物たちの存在は脅威だ。ただ魔物は基本的に知能が低く、人間のように統制の取れた行動はできない。この辺りは普通の動物と同じだ。

　しかし魔人は違う。魔族の一端をなす彼らは、人間と同等の知能を有し、魔物を操ることができる。ゆえに魔人を擁する魔物の群れは極めて厄介だった。

「構いませんよ。会員から選えりすぐりを派遣しましょう」

「マリアナも力を貸すぞ。討伐に成功した者にはうちから特別に報奨金一億ウルドを支払おう。冒険者ギルドの連中に発破をかけてやれ、フレアランギ」

「おお、すげえ！　それなら飛びつくヤツも増えるだろうよ。助かるぜ、お嬢ちゃん!!」

「ええと、お話もまとまったところで本題に戻りたいと思うのですが……」

　本会議場の議長席で汗を拭ふきながら述べたのはロックブレコ議長だ。小太りの汗っかきな中年男性で、外見は気弱に見えるが切れると怖いらしい。

　ヴェロニカは会議場を見回す。今日の出席者は議長を合わせて六名。カーマインとフレアランギの他に、工業ギルド連盟とサミュレット商会の姿が見える。

「議題の再確認をしよう。このエリューテで行われている交易は増加の一途を辿たどっている。しかし近年、この周辺で隊商の襲撃被害が相次いだ。この打開策を講じよう、というのが趣旨だ。議長、これで合っているな？」

「はい、おっしゃる通りです、ヴェロニカ殿」

　額の汗を拭きつつ、ロックブレコ議長が頷うなずく。

「それなんだけど、僕から提案があるんだ。この議題のゴールは『エリューテは安心して交易ができる街だというイメージを作ること』だと思う。その解決策として、エリューテが各商会などに隊商防衛パッケージを提供する、っていうのはどうかな」

　カーマインの提案に、皆が顔を見合わせる。

「無論、隊商を束ねる商会だってバカじゃない。今まできちんと対策はとってきたんだ。でもそれでは限界が来ている。より護衛能力が高い方法を用意しなきゃいけない」

「だが、品質を求めれば価格も上がる。それが道理だ」

　ヴェロニカの指摘に微笑ほほえむカーマイン。

「その通り。でも、実用的な価格でなければ隊商は利用しない。利用されなかったら本末転倒だ。そこで隊商が払える手頃な価格設定にし、足りない分はこの街の公金で補ほ填てんする。エリューテ全体の問題なんだから街でコストを負担しようってことだね」

　ヴェロニカ含め、全員がカーマインの話に聞き入る。

「そこで問題となるのは誰がこのパッケージを提供するかだ。公金を使うなら出費は抑えないといけない。だから、競争入札を行ってはどうかと思うんだ。エリューテに隊商防衛パッケージを提供したい人は入札をしてもらい、参事会でパッケージの有効性と価格を審査、最も費用対効果が高いものを選出するんだ」

「ほほう、そいつは面おも白しれえ話だ。そういう話なら乗った。うちは入札するぜ！」

　いち早くフレアランギが名乗りを上げた。

「異論はないが、パッケージの有効性はどう判断する？」

　ヴェロニカが尋ねる。優劣が問われるのなら、誰がどのように判断するのかが重要だ。成約条件が曖あい昧まいな取引デイールほどリスクの高いものはない。

「簡単だよ、試してみればいいんだ。各入札者で防衛パッケージを導入した隊商を用意し、近くの街まで行って戻ってこさせる。この隊商に報奨金を乗せて、わざと襲わせるんだ。競争入札の間は報奨金を奪っても一切罪には問わない、そういう触れ込みを出してね」

「馬鹿な……そんなことをすれば死人が出るぞ！」

「それくらいしないと防衛パッケージが優秀かどうかなんてわからないじゃないか。イヤなら入札しなければいい。魔道士協会は入札するよ。さて、マリアナはどうする？」

　ヴェロニカはカーマインの意図を理解した。

　これは競争入札の名を騙かたった代理戦争だ。相手の看板とプライドを叩たたき潰つぶすため、互いに隊商を出し合って優劣を競う。全面戦争になれば魔道士協会に勝ち目はない。ゆえにカーマインは局地戦に持ち込んだのだ。

「いいだろう、乗ってやる。警告を無視したツケは払ってもらうぞ」

「君のところのアルヴィンくん、なかなか面白い男だね。大枚を叩はたいて奪い取った彼らの実力がこの競争入札でわかるんじゃないかな。僕も楽しみにしてるよ」

「言っていろ。そのニヤついた面の皮、引ひき剥はがして二度と笑えないようにしてやる」

　薄笑いを浮かべるカーマインを睨ねめつけ、ヴェロニカは獰どう猛もうに告げた。
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「……というわけだ、アルヴィン」

　マリアナ海運のお屋敷にお呼ばれした俺とスーミンは、ヴェロニカから運営会議で隊商防衛パッケージの競争入札の開催が決まったことを聞かされた。

「で、その隊商防衛パッケージを俺たちに考えて欲しいと、そういうことだな？」

「そうだ。カーマインに一矢報いる好機だと思えばいい」

　確かにその通りだ。向こうから戦争をしかけてきた以上、やり返されても文句は言えない。スーミンの悪評を流してくれたんだ、存分にやらせてもらおう。

　ちなみに当のスーミンは、と言えば……。

「うわ、何ですかこの焼き菓子、すごくおいしい……それに紅茶も雑味がなくてすっきりしてるのに、香りが強くてとても華やかです！　これ、どこで売ってるんですか？」

「一等地の大通りにあるお店よ。紅茶は一缶二万ウルドだったかしら。結構安いでしょ」

「いやいやメッチャ高いです！　はあ、一級市民は格が違いますね……」

　紅茶の値段で一喜一憂していた。平和でいいな、お前は。

　スーミンは放ほうっておいて、ヴェロニカとの話に戻る。

「元よりお前たちには護衛用のスクロールを依頼していたし、競争入札をすると言ってもやることはそこまで変わらないと思うが、どうだ？」

「いや、だいぶ変わると思う」

　俺の反応に好奇の視線を送ってくるヴェロニカ。

「入札時に報奨金を奪いに来る連中は誰だろうと一切罪に問わないんだろう？　それならカーマインは間違いなく妨害工作を仕掛けてくる。カーマインだけじゃない、冒険者ギルドだって同じだ。単なる護衛用じゃなく、妨害を想定した対策が必要になる」

「さすがだ、アルヴィン。妨害については私も懸念していた。しかし、同時にこれは隊商防衛パッケージの入札でもある。連中が提示するパッケージを上回る費用対効果の実現も念頭に置かなければならない。どうだ、可能か？」

　挑発的とも取れるヴェロニカの質問に、俺は笑ってみせる。

「俺たちが無理なら他の誰にもできやしないさ。やってみせよう。ただし、こちらとしてもいくつかお願いしたいことがある」

「よかろう、言ってみろ」

「他は後で話すが火急のお願いが一つ。マリアナの力で噂うわさを流して欲しいんだ」

　その内容はこうだ。

　今度、隊商防衛パッケージに関する競争入札が行われる。まずこれを街中の市民に対して大々的に発表する。その上でマリアナ海運と魔道士協会はともに入札を予定しており、対決色が濃厚であること。そして魔道士協会は入札を見越してマリアナ海運の仕事を請けているスーミンの悪評を流している、という噂を流すのだ。

「……目には目を歯には歯を、ということか」

「噂と言っても、スーミンの悪評を流したのは事実だから向こうも反論しにくい。そこを逆手に取って、協会との悪評合戦に変えてしまうんだ」

　悪評に悪評で返せば、市民はスーミンの悪評がウソなのか本当なのか半信半疑に陥る。そうなれば、後は声が大きい方が勝つ。

「お前たちがそれを望むなら乗ってもいい。しかし噂を流して競争入札で負ければ、もはやこの街にお前たちの居場所はないぞ？」

「マリアナはあらゆる手を使って、有無を言わせず、自分たちの望む条件で相手に判を押させる。常に勝つことが前提だ。負ければ元より後はない、そうだろう？」

　ニヤリと笑うヴェロニカ。

「アルヴィン、お前の要望は全面的に叶かなえよう。その代わり、必ず勝て」

「ああ、任せてくれ」

　身を乗り出し、ヴェロニカと握手を交わす。

「ということでスーミン、お前も頑張ってくれよな！」

「何の話ですか？　それよりアル、帰りに紅茶を買いに行きましょう。二万ウルドの紅茶なんて初めてですけど、たまには奮発してみます！」

　……本当、お前は平和でいいよ。
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「やあアル、競争入札の話聞いたぞ。お前さんも隊商レースに参加するんだろう？」

　夜の外郭へ繰り出し、月の導き亭に飲みに行くとレオンに捕まった。

　ちなみに飲みに行く金がなかったのでスーミンに貸してくれと頼んだら、十日で一割の利子をつけると言い出した。お前は鬼か。

「ああ、その通りだ。さっそく噂うわさをかぎつけたか」

　ヴェロニカと話をしてから一週間。

　競争入札の大々的な発表の後、ヴェロニカは約束通り、魔道士協会がスーミンの悪評を流したという噂をバラ撒まいてくれた。お陰で露店の客足は徐々に戻りつつある。

「そうそう、お前さんに一つ頼みがあるんだよ。アル、私を雇わないか？」

「レオンを雇う？　どういうことだ？」

「最近は魔物の襲撃も少なくて、守衛隊の仕事と言えば酔っぱらった冒険者どもの相手くらいだ。隊商レースでは報奨金を狙ねらう連中が襲ってくるんだろう？　となれば、連中を蹴け散ちらす人間が必要になる。それなら私たちを使って欲しいと思ってね」

「私たち？　レオンの他にもいるのか？」

「守衛隊の中でも腕が立つ連中は血の気が多いんだ。ここらで息抜きの一つでも提供してやらないと、絡んできた酔っぱらいどもをブチ殺しかねない。彼らは命知らずの精鋭だ。きっと役に立つぞ」

　少ない労力で隊商を守れるようスクロールは用意するが、矢面に立って戦う人員は絶対に必要だ。レオンが精鋭と認めた兵士なら頼もしい味方となるだろう。

「わかった、ヴェロニカに話をしてみるよ」

「ありがたい！　隊商レースの当日は出で店みせや見せ物小屋、それに博ばく打ち屋も出張ってくるぞ。街を挙げてのお祭りだ。隊員の連中にも、たまには羽目を外させてやりたい」

「色々と大変だな、守衛隊の隊長さんは」

　果実酒のフルーティな香りを楽しみつつ、苦笑する。

「ああ、気苦労が絶えないよ。でもお前さんのところも大変だろう。特にスーミンのお嬢ちゃんは悪い噂を流されて相当堪こたえているんじゃないか？　気の毒なものだ」

　……夕食の後、この前買ってきた高級品の紅茶を淹いれて『午後ティーです』とか言ってホクホク顔で喜んでいたことはあえて言わないでおこう。

「シュワルプでのスクロール誤爆事件なんだけど、あれはゲブラー魔法店の店主であるローガンと魔道士協会が仕組んだものだと俺は思ってる。ただ証拠がないし、当時の情報も少なくて手詰まりなんだ。レオン、当時のことで何か知らないか？」

「うむ、そうだな。役に立つかはわからないが、私の知っていることを教えよう」

　グラスに注つがれた琥こ珀はく色いろの蒸留酒をちびりとやり、レオンが話し始める。

「私たち守衛隊は結構な大所帯でね。魔物の襲撃に備え、予備役も入れると三〇〇〇近い隊員を抱えている。それだけ数がいると平時は持てあますわけだ。そこで周辺町村の警護を有償で請け負って、うちの隊員を定期的に派遣している」

　なるほど、さすが商人の街だ。遊ばせておくくらいなら働かせよ、か。

「件くだんのシュワルプも、うちの警護を受けている街だった。しかし数年前、町長のナベリウスが『自分たちで警護を行う』と言い出してね。うちの派遣を打ち切った。話によるとユングミル魔法店からスクロールを買い新設した警備隊に使わせる、とのことだった。スクロールはともかく、扱う側は冒険者崩れとずぶの素人である町人の寄せ集めだ。うまくいくか甚はなはだ疑問だったが、向こうがいらないと言ってきた以上、私たちが口出しをすることじゃない。派遣していた守衛隊を撤退させたんだ」

「で、そこに魔物の襲撃があったと」

「周辺町村には魔物一匹すら出なかったのに、狙ねらい澄ましたかのようにシュワルプだけが魔物の群れに襲われてね。案の定、寄せ集めの警護隊は機能せず、街に甚大な被害が出た。私からすればナベリウスの見積もりの甘さが全すべての原因だが、その時に町長が言い出したのは『ユングミル魔法店のスクロールが誤爆を起こしたせいだ』という弁明だ。疑わしいものだと思ったが、多数の目撃者がいて、証言は全員ほぼ一致していたらしい」

「誰かが証言者に金を握らせた、という可能性は？」

「証言したのは数十人単位だった。それだけ多くの人間に口裏合わせを頼めば、必ず一人や二人、ボロを出すものだ。しかしそういうことはなかった」

「ふうん、なるほどな……」

　話を聞く限りだと、実際にスクロールの誤爆があったのは確かなようだ。

「その後、ナベリウスも懲こりたのか、また守衛隊に警護を頼みたいと言ってきた。だから視察でシュワルプに行くこともあるのだが、まあとにかくナベリウスは評判が悪い。魔物襲撃の一件があってから急に羽振りが良くなったとか、あの事件で死んだ町人の遺族には雀すずめの涙ほどの金しか渡してないとか、色々と言われているよ」

「そんな悪評だらけなのに、まだナベリウスが町長をやってるのか？」

「ゲブラー魔法店から定期的に支払われる賠償金のお陰で金には困ってない。そいつを使って黙らせるわけだ。神も酷ひどい試練をお与えになるものだよ」

　やるせない、という顔で蒸留酒を一気に呷あおり、再び同じ物を頼むレオン。

　……そのナベリウスという男、相当にキナくさいな。

　少し探りを入れてみるか。
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　我が輩は猫ねこ獣じゆう人じんである。名前はまだ……うん、フィオである。

　今日は薄曇りで月明かりもなく、絶好の泥棒ハンテイング日和。暗くら闇やみはシーフのお友だちなのだ。

　やってきたのはシュワルプとかいう街の一番大きなお屋敷。今日は旦だん那なの依頼でお務めにゃのである。獲物は何かと言うと、書類だか手紙だか、そういうものらしい。

「さてと……旦だん那なぁ、聞こえる～？　お屋敷に着いたにゃん」

『ああ、聞こえてるぞ。早速入ってくれ』

　旦那は前回、「ぱしゃり」と言うと目で見ていたものを映像として記録できるメッチャ不思議なスクロール、その名も『写真くん一号』を貸してくれた。

　今回はどこでもお話ができる、これまたメッチャ不思議なスクロールを貸してくれた。その名も『通信くん一号』だ。

　万事沈黙マスター・サイレンスを使って消音を済ませ、準備も万端。お屋敷の中へと忍び込む。

「……さーて、お宝はどこかにゃ～」

　お屋敷の中をうろついていると、奥の方からものすごいいびきが聞こえてきた。試しに覗のぞいて見ると眉まゆの太い爺じいちゃんが寝ている。

「家主っぽい爺ちゃん見つけたよ。名前は……何だっけ？」

『ナベリウスだよ。ちゃんと覚えておいてくれ』

　よく見ると、ベッドの脇にナベリウスって刺し繍しゆう入りのガウンがかかっている。自分の名前が大好きにゃんだな、この爺ちゃん。

　ガウンをどけてみると金庫を発見。開けてみると中から大量の金塊が出てきた。

「旦那、金塊を見つけたにゃ！　一個お土産にしていい？」

『そんな重たい物、持って帰ってくる方が大変だろ。それより書類や手紙を探してくれ』

　金庫の中身は金塊とお金、後は宝飾品だけで大したものはなかった。宝石のついた指輪を一個だけ拝借して、後はそのまま金庫を閉じる。

　しばらく部屋の中を捜索したが、それらしい書類や手紙の類は出てこない。

「旦那ぁ、紙っぽいものはどこにもないよ？」

『もしかしたら破棄してるのかもしれないな。念入りなやつだ』

　次に目指したのは保管庫だ。中には錆さび付ついた剣や鎧よろい、農具などが雑多に詰め込まれている。長いこと人が立ち入っていないようで、歩くと埃ほこりが舞い上がった。

「……ふ、ふぁ、へっくちー!!」

『うるせーよ！　晶石に向かってクシャミするなよ！　というかバレるだろ！』

「あいじょーぶ、万事沈黙マスター・サイレンス張ってあるし。それよりここ埃っぽいよ、早く出た～い」

『何かめぼしいものがないか探してからな』

　簡単に言ってくれるにゃあ……と膨れつつ探ってみる。しかし出てくるのはゴミばかり。なおも適当にガサガサしていると奥から古びた巻物が数本出てきた。

「ん？　なにこれ、魔法陣とか書かれてる。古いスクロールみたい」

『……怪しいな。詳しく調べてみたい』

「そう言われても、フィオは読んだだけじゃどんなスクロールかわからないよ」

　起動詠唱がわかれば使えるけど、それもわからないんじゃお手上げだ。

『わかった。じゃあそこにあるスクロールをあるだけ全部、持って帰ってきてくれ』

「はいにゃ～」

　背中のリュックにスクロールを突っ込むと、我が輩はお屋敷をおさらばした。




「……んにゅ？」

　我が輩は猫ねこ獣じゆう人じんである。猫獣人は夜目が利くだけじゃなく足も速い。その気になれば馬より速く走ることだってできる。疲れるから滅めつ多たに本気は出さないけど。

　帰宅するべく人目のある街道を避け、林の中をエリューテに向かって走っていたら、遠くにぽつんと明かりが見えた。明かりが見える方向は森しかないはずだ。

　興味を惹ひかれて明かりの方へと向かってみると、丸太を組んで作られた小屋が現れる。どうやら中に人がいるようだ。

　こっそり覗のぞいてみると、中に二人の男女がいる。男は中年で鮮やかな色のローブを着ており、女は胸元がぱっくりと割れた、艶なまめかしいイブニングドレス姿だった。しかしその肌は青白く、明らかに人間のものとは異なる。

「んー、あのおじさん、どっかで見たことあるにゃあ……ぱしゃり」

　写真くん一号を起動して映像を残す。後で旦だん那なに見てもらえば何かわかるかもしれない。

「……本当にやるのか、ナジェスダ」

「ええ、本人もその気だもの。数日後には今まで以上の勇姿が見られるはずよ」

　忙せわしなく歩き回る男を横目に見ながら、ナジェスダと呼ばれた女性は長い足を組み替えて妖よう艶えんに微笑ほほえむ。同性の我が輩ですらクラクラするほどの色気だった。

「うーん、あれが魔人っていうヤツにゃの……？」

　ずっと見ていると頭がおかしくなりそうだったので目を逸そらす……と、二人の足下に男が転がっているのに気付く。筋肉ダルマの巨漢だ。

「しかし、魔物を持ち出すのはいくら何でもやり過ぎではないのか？」

「ふふ、今さら何を言っているの？　あなたは既に魔物の手を借りたじゃない。自分のお店を手に入れるためにね。カーマイン様もあなたに期待しているわよ、ローガン」

　名前を聞いて思い出す。確かローガンって、何とか魔法店の店主──

　刹せつ那な、しっぽの付け根あたりにぞわりと悪寒が走る。

「……誘蛾風棘シルフ・スパイク！」

　ガスガスガスッ、と何かが高速で飛んできた。それらを避よけて一目散に逃げる。

「みみみ、見つかったにゃ！　逃げるにゃ、退散にゃ～っ！」

　あのナジェスダとかいう人、かなりヤバい。

　フィオと目が合った。音も気配も完全に消していたフィオの存在を見破るなんてタダモノじゃない。それにあの二人、魔物を持ち出すとか言ってたけど、どういうこと？

　フィオには何のことかわからない。でもきっと旦那ならわかるはず。

　早く帰って、旦那に報告しなくちゃ──！
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　丘の上に陣取る参事会本部で、特に見晴らしがいいのは庭園脇の展望台だ。今はそこに多くの椅い子すが並べられている。北向きに作られた展望台からは街の様子が一望できる他、東西、そして北へと延びる街道がよく見えた。

「えー、皆様ご周知のものとは思いますが、本日行われる隊商防衛パッケージ競争入札の実地検分、もとい隊商レースのルールについて今一度ご説明させていただきます」

　居並ぶ参事会の面々を前に、ロックブレコ議長の声が響く。

「入札者にはそれぞれ荷馬車三つを含む隊商を護衛していただきます。ここより北のマナセルの街へ向かい、再びエリューテまで戻ってくる。往復で通常は三日ほどのこの行程を最も早く、かつ積み荷を守り抜いて戻ってきたものを勝者とします」

「おや、ヴェロニカ。今日はツエラを連れていないんだね」

　議長の説明が続く中、カーマインが隣に座っているヴェロニカに囁ささやきかける。

「ツエラは我が隊商をまとめる役だ。お前こそいつもの秘書はどうした？」

「ははは、うちのナザリスも似たようなものさ」

　互いに含み笑いを漏らすヴェロニカとカーマイン。

「なお荷馬車には一台につき二億ウルド分の金塊を積んでおります。この競争入札に参加する隊商に限り、襲った者も金塊を奪い取った者も一切罪には問わないことを周辺町村に告知しました。これにより盗賊などの襲撃が予想されますが、各入札者はこれを隊商防衛パッケージにより退け、被害を最小限に抑えて街まで戻ってきていただきます。これが実地検分における最大の要点となりますことを皆様ぜひご承知ください」

「血気盛んな冒険者の連中は一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらってるぞ。荷馬車の中身が奪われないように、お嬢ちゃんもカーマインもせいぜい気をつけるこったな」

　フレアランギは唇を歪ゆがませて豪快に笑う。

「これは怖い。どれくらいの冒険者が狙っているかはわからないけど、彼らが束になって襲いかかって来られたら大変だ。ねえ、ヴェロニカ？」

「来たいなら来ればいい。自らの愚かさを思い知るだけだ」

「えー、この競争入札への入札者は、フレアランギ殿が率いる冒険者チーム、カーマイン殿が率いる魔道士協会チーム、ヴェロニカ殿が率いるマリアナ海運チームの計三チームとなっております。参事会の皆様はこの中から最も優れた隊商防衛パッケージを見極め、落札者を選定していただきたいと思います、はい」

　ロックブレコ議長の長い説明に飽き飽きとした参事会の面々は、この隊商レースで誰が勝つか、その予想で盛り上がっている。この街の全すべての人間にとってレースは久しぶりのお祭りだ。落札者とは別に『勝者』がいるのもそのためだ。

「えー、長らくお待たせしました。それでは隊商レースの開催を宣言いたします！」

　ざわめきが最高潮に達し、大きな歓声が沸き上がる。

　そうして北にそびえる外郭門の辺りから、大きな火弾が打ち上げられ──

　三者の利益と沽こ券けんを賭かけた戦いが、いま始まった。
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「じゃあツエラ、そろそろ行こうか」

　御者台に座るツエラに声をかけると、荷馬車はゆっくりと進み始めた。

　俺たちの隊商は荷馬車三台に騎馬兵が五人という構成だ。騎馬兵はレオン率いる守衛隊の面々で、荷馬車にも三人ずつ乗り込んでいる。マリアナからは馬車の扱いに長たけた熟練の御者と伝令・炊事・戦闘と何でもこなす雑用係が数名、それを束ねるツエラが派遣された。後は俺とスーミン、チルダの三人、それと監察官が二人だ。

　監察官は各チームに二名ずつ派遣されており、用意した隊商防衛パッケージの内容を事細かに書き記し、防衛能力やかかったコストなどを後で算出する役割を担っている。

　ちなみに監察官には契約魔法ウエル・オースが施されており、虚偽の報告をすれば魔法の効果で死ぬよりつらい目に遭う。そのため買収は不可能だ。

「アルちゃん、随分とのんびりだけど大丈夫なの？」

　外郭門をくぐり、市外の通りをぽっかぽっかと練り歩く。冒険者チームと魔道士協会チームは早々に馬を叩たたき、先に行ってしまった。

「ああ、行きは連中に花を持たせてやろう。帰りで追い抜けばいいさ」

　今回のレースでは北の街、マナセルに向かい、そこから戻ってくる。街道の途中で一泊取り、翌日の昼に向こうの街へ到着。そこからとって返し、再び道中で一泊してエリューテへ。全部で二泊三日の道程となる。

「余裕は結構ですけど、追いつけなかったらどうするんですか？」

　荷台でもさもさとクッキーを食べながら聞いてくるスーミン。

「これは単なる早馬合戦じゃない、障害物競走だ。通り道で盗賊やら山賊やらが手ぐすね引いて待ち構えてる。そんなところに一番乗りしてみろ、パーリータイムが始まるぞ」

「なるほど、先に行った連中に露払いをしてもらおうって魂胆ね。あったまいい♪」

　ツエラが感心したように口笛を鳴らす。

「さすがはアル、考えることがこすっからいですね！」

「素直に『頭いいですね』とか『すごいですね』とか言えよ、このひねくれ者が！」

「わー、さすがはアルヴィンさんです。頭いいですね～」

　ぱちぱちぱち、とチルダが拍手して褒めてくれた。

「変な小細工をしなくても勝つのは私たちです。それだけの物を用意しましたから」

「油断はできないぞ。やつらがどんな手を使ってくるかわからないんだ」

　戦争にしろレースにしろ、情報を制する者が戦いを制する。

　ツエラやフィオに対抗馬となる二者を調べてもらったのだが、思いのほかガードが固く、めぼしい情報はほとんど手に入らなかった。

「ところでフィオがいませんけど、どこに行ったんですか？」

「あいつは偵察係だ。今ごろは冒険者チームの荷馬車に張り付いてるよ」

　戦いを制するために必要な情報を集めてもらうこと、それが今回のフィオの役目だ。

「なあアル、せっかく剣を磨いてきたんだ。早く戦わせてくれよ」

　馬を寄せてくるレオン。今日はプレートアーマーに赤いマント、背中には盾を背負い、腰には大剣とフル装備だ。実に精せい悍かんで、男の俺から見ても惚ほれ惚ぼれする。

「焦るなよ、後で出番はたっぷりとある。今は力を蓄えておいてくれ」

「はは、期待しておこう」

「それより、レオンは守衛隊の隊長だよな。街の警備は放ほうっておいて平気なのか？」

「我が守衛隊には真面目まじめでしっかりものの副隊長がいるんだ。彼女は優秀だからね、任せておけば万事うまくやってくれるはずさ」

　どうやら警備の仕事を副隊長に全部押しつけてきたらしい。苦労が忍ばれるな。

「……格かつ好こいいですね、今の人」

　荷馬車から離れていくレオンに見とれるスーミン。

「レオンに惚ほれたのか？　あいつはモテるからライバルも多いぞ。頑張れよ」

「ち、違いますよ！　このヘラヘラメガネが！」

「わわ、わたしはアルヴィンさん一筋ですからねっ、キラッ☆」

「はあ!?　このおっぱいエルフが！　ドサクサに紛れてポイント上げようとするなっ！」

「はうぅっ!?」

　ゴン、と杖つえでブレストプレートを小突かれて仰のけ反ぞるチルダ。

　チルダは胸が大きいだけあってブレストプレートも特盛りだ。大きな曲線を描く二つの山に、同乗している守衛隊の皆さんも見とれている。

「まったく、世の男は胸しか興味がないんですかね……!?」

「性格も重要だぞ。ツンツンした女より優しく甘えさせてくれる女に男子は弱い」

　うんうん、その通りだと同意を示してくれる守衛隊の面々。

「はっ、そういう男に限ってちょっと女性から優しくされるとすぐ勘違いするんですよ。言っときますが大半の女は打算で動いてますから。別にあなたに興味があるから優しくしてるわけじゃないんです。脈なし残念でした」

　ぐぬうっ、と胸を押さえて苦しむ守衛隊の皆さん。命知らずの屈強な男どもを、こうも簡単に悶もだえさせるなんて。スーミンの毒舌、恐るべし……。




　エリューテを出てから半日ほど進んだところで、物騒な現場へと出くわした。

「うっ……何か焦げくさいですよ、アル」

　道々に人や馬などが転がり、地面のあちこちに黒ずみが残っている。まだ煙がくすぶっているところもあった。倒れているのは盗賊だろう。

「魔道士協会チームの連中が魔法でドンパチやったんだろうな」

「あらあら～、こんがりと焼けちゃって可哀かわい想そうに」

　忍び笑いを漏らすツエラ。実に楽しそうだ。

　商人からしてみれば、積み荷を狙ねらう盗賊のたぐいは親の敵よりも憎らしい存在だ。返り討ちにあって死んだとしても決して同情などしない。

『旦だん那な、旦那ぁ～、応答願います～！』

　と、通信くん一号からコールが入った。魔装品アーテイフアクトである晶石を耳に当て、声をかける。

「こちらアルヴィン。どうした、フィオ」

『森の入り口で盗賊の残党が待ち伏せしてるにゃ。数は二〇人くらいかな。弓を持ってる人が木の上で何人か待機してるよ。注意してね～』

「わかった、対処する。冒険者チームの様子はどうだ？」

『途中で寄り道して何だろうと思ったら、湖の辺りで野営してた人たちと合流したにゃ。野営の人たちは二手に分かれて、先行してる魔道士協会チームの方に三〇騎くらい走って行ったよ。残り二〇人くらいで木を切り始めてる。街道を塞ふさごうとしてるみたい』

　今のところ一位が魔道士協会チーム、二位が冒険者チーム、そして俺たちマリアナ海運チームが三位、という順位のようだ。

「偉いぞフィオ。いいネタを拾ってきたな。後でいっぱい魚を食わせてやる！」

『やった～！　頑張るにゃん！』

　フィオとの通信を切り、今の話をツエラとレオンに報告する。

「あー、ナムリンの森の入り口ね。この先、森を突っ切る形で街道が延びてるんだけど、あそこって本当によく湧わくのよね、賊どもが」

「それでアル、騎馬の私たちはどうすればいい？」

「森が見えたらスピードを上げて突っ切る。レオンたちはついてきてくれればいい」

「なんだ、退治していかないのか？」

「ああ、レオンたちに踊ってもらうパーティータイムはまだ当分先だよ」

　そうこうしているうちに、道の先に生い茂る木々が見えてきた。

「さてと、チルダ。出番だぞ！」

「は、はいっ！」

　チルダはエルフだけあって豊富な魔力を蓄えている。彼女がいるお陰で、俺たちのチームは魔力が尽きる心配をしなくてもいいのだ。

「それでは行きますっ……我らを守護せよ、蜂撃六角堅塞ハニカムフオート・アレクス!!」

　チルダが手にしたスクロールが起動、隊商の周りに白く輝く六角形の盾が現れる。その数はなんと三六個、六角堅塞ハニカムフオートの六倍だ。これが俺たちの用意した隊商防衛パッケージの目玉商品となる。

「よし、ツエラ。それじゃ行こうか！」

「はーい、了解よっ」

　後続の荷馬車に合図を送り、馬に鞭むちを入れるツエラ。小走りになった馬に合わせて、荷馬車がガタガタと揺れる。そうして森の入り口に差しかかると──

「あっ、アルヴィンさんっ、火矢が飛んできますっ！」

　チルダが悲鳴を上げる。先の燃えた矢が一斉に襲いかかってきた。

「大丈夫だ、心配ない」

　二〇本近くの火矢は全すべて白い盾によって防がれ、地面へと転がった。

　だがそれだけではない。攻撃を受けた盾から、一斉に白い蜂はちが飛び出す──!!

「うわっ……何だこの虫っ!?」「ぎゃあっ、刺されたっ！」「ひいぃっ!!」

　出てきた蜂が盗賊たちに襲いかかる。蜂にたかられ、木の上からボトボトと人が落ちていく。地上で待ち伏せていた連中も飛び回る無数の蜂にはお手上げで、ただ逃げ回り、地面を転がるだけで精いっぱいの様子だった。

　そんな中、俺たちの隊商は一つの抵抗も受けることなく通り過ぎていく。

「アルちゃんったら虫責めとか、えげつない魔法を作るわね」

「着想はスーミンだぞ。俺は精霊魔法フエアリースの構成にちょっと口を出しただけだ」

「私の中では、六角堅塞ハニカムフオートは未完成だったんです。だって、あれじゃただの六角形の板じゃないですか。創意も含意も何もない、あんなものは作品とは呼べません！」

「で、迎撃機能をつけたんだ。隊商を守ると言っても攻撃を防いで逃げるだけじゃ追撃を食らう可能性がある。それを防ぐには相手にある程度ダメージを与えないとな」

「そこで蜂ハチです。蜂巣ハニカムと言うくらいなんですから迎撃役は蜂以外にあり得ません。つまり攻撃してくる人間は『蜂の巣をつついた愚か者』、というわけですね」

「俺は別に針を飛ばすだけでいいだろって言ったんだけどな……どうしても蜂を出したいってスーミンが言うからさ」

「当然じゃないですか。針を飛ばす六角形って何ですか、意味がわからないです。そういう創造性の欠如したアイデアはお呼びじゃないんですよ」

「ふふ、アルちゃんも大変ね」

「理解してくれて嬉うれしいよ、ツエラ……」

　スーミンのアーティスト病を何とかかいくぐり、目的の機能を付加させる。そのためにどれだけ時間を要したことか。まったく面倒なことこの上ない。

　ひとしきり迎撃を終えた蜂たちは、巣へと戻るように六角形の中へと消えていく。

　一方、蜂から散々に痛めつけられた盗賊たちは、走り去る俺たちを見送るだけで追ってくる様子はない。

「こいつは面白い魔法だ。賊の連中、茫ぼう然ぜんとしているぞ」

　レオンが笑いながら荷馬車に追従してくる。

「私の狙ねらい通りです。一度この光景を目にすれば、周りを巡る六角形はもうただの板には見えないでしょう。これは蜂はちの巣なんです。巣をつつけば自分たちが痛い目を見る。彼らはそのことを嫌でも理解したはずです。そして、これには『蜜みつに群がる虫けらはお前たちの方だ』という逆説的なメッセージも込められているんですよ！」

　壇上で演説をぶつかのように手を高く掲げ、聴衆にアピールするスーミン。それを見ていた守衛隊の皆さんが拍手する。ノリのいいやつらだ。

「ま、これで襲撃者は次からこの六角形を見ただけで攻撃を躊ちゆう躇ちよする。そういう抑止効果もあるってこと。あ、監察官さん、今の重要だからちゃんと書いといてね」

　言われたとおり、必死で書き留める監察官。

「あなたたち、息ぴったりね。いいコンビじゃない」

「アルのつまらない横よこ槍やりがなければもっと優れたスクロールが書けるんですけどね」

「お前のくだらないこだわりがなければもっと優れたスクロールが作れるんだけどな」

「何ですって、このクソメガネ！」「事実だろうが、この腐れアーティスト！」

「はいはい、仲良しアピールはそれくらいにして。お次はどうするの？」

「なっ、アピールって……！　別に私とアルとは何でもっ……！」

　そうだ、スーミンと遊んでる場合じゃない。フィオ曰いわく、冒険者チームと結託した連中が木を切り倒して街道を封鎖、俺たちの足止めを目もく論ろんでいるという話だ。

「チルダ、次はネズミを使うぞ」

「うう、あれですか。あれは少し怖いのですが……」

　しぶしぶという感じで別のスクロールを取り出す。このスクロールは本番前の試験で、危うく暴走しかけて大変な目にあったのだ。

「あら、怖いってどういうこと？」

「このスクロールは馬が元気になる魔法が含まれててね。ちょいと馬車の制御が難しくなるんだ。でもまあマリアナで一、二を争う熟練の御者さんなら大丈夫だろ」

　俺の話を聞いて、ツエラの隣に座る御者はグッと親指を立ててくれた。ナイスガイだ。

　そうして馬車を進めるうちに、木々の間から湖が見え始める。

「よし、じゃあ始めようか、チルダ」

「わ、わかりましたっ……風を纏まとえ、鼠ねずみよ走れ、風兜鼠列車スクイーク・トレインッ!!」

　チルダの愛らしい声が響き渡ると同時──

　ガシャガシャ、ガシャンッ、と荷馬車から大きな鉄の鱗うろこが生えてきて全体を覆う。一台目の荷馬車から張り出した大きな鱗は二台目の馬を守り、二台目は三台目を。そうして俺たちの隊商は、一ひと連つらなりの列車と化した。

「レオンたちは一番後ろについてくれ！」

　直後、キュイーッという鼠のような鳴き声と共に、馬車のスピードがぐんぐんと上がっていく。林の中の細い街道を、荷馬車の列が猛スピードで走り抜ける。

「ふああぁっ、ま、前、前に木がっ！　木にぶつかってしまいますっ！」

　チルダが悲鳴を上げる。轟ごう然ぜんと迫ってくる太い幹。しかし御者さんの巧みな手綱さばきによってからくも回避、ガリガリと木を削るイヤな音が響く。

「何よこれ、楽しいじゃない！　あなたたちの作るスクロール、本当に面白いわ！」

「そりゃよかった。湖に突っ込んだりしないよう注意してくれ」

「アル、敵襲だ！　上から魔法を撃ってくるぞ！」

　レオンの鋭い声が届く。

　直後──ドオォンッ、という激しい爆発音と同時に熱波が襲ってくる。誰かが隊列に向かって火炎系の魔法を放ってきたのだ。しかし中には火の粉一つすら届かない。

「ひうぅっ、怖いですアルヴィンさんっ」

　二撃、三撃と魔法が撃ち込まれ轟ごう音おんが響く中、チルダが涙目で俺にすがりついてきた。

「あっ、この耳長っ！　なにアルに抱きついてるんですか、離れなさいっ！」

「じゃあもうこの際、スーミンさんでもいいですぅっ」

　今度はスーミンにすがりつくチルダ。

「うっ、チルダさんからすごくいい香りがっ……！　だ、ダメ、ちょっと離れてっ！」

　チルダに絡みつかれ、なぜか顔を赤くするスーミン。

　お前、そういうのもイケる口なのか？

「おらー!!　止まれお前ら─────っ!!」

　と、大きな声が響いてきた。

　誰かと思えば、前方でドワーフ娘のラクレットが大きな戦せん斧ぷを構えていた。傍そばにはサムソーとマリボーも控えている。冒険者チームが放った刺客は冒険者、ということか。

「聞こえねーのかコラー!!　馬車を止めねーとぶつかんぞ!!」

　彼女たちの後方には横倒しになった木々が山と積まれ、街道を塞ふさいでいる。

　このまま進めば正面衝突だが。

「アルちゃん、この先は行き止まりよ！　どうするの!?」

「当然──そのまま直進だ」

　隊商が襲撃に遭った場合、基本的には逃げの一択だ。馬車を止めたが最後、積み荷を狙ねらう連中が群がってきて好き放題やられる。

「ふふっ、イカれてるわよ、あなた！」

　覚悟を決めた笑みで、御者に直進するよう指示するツエラ。

「ちょっ、バカ！　止めろっつってんだろ！　なーおい！　あぶねーって!!」

「ら、ラクレット様、これ以上は危険です、待避を！」

「そうだぜ、このままじゃ俺たち轢ひかれちまうんだぜーっ！」

「うっせー!!　タダで引き下がれるか！　ガチンコ勝負だ、お前らも覚悟を決めろー!!」

　荷馬車の前に立ち塞がるラクレットたち。離脱しようとしたマリボーとサムソーはラクレットに捕まって動けない。あーあ、可哀かわい想そうに……。

「行くわよっ、みんな！　衝撃に備えてっ!!」

　ラクレットたちの制止を無視し、隊列はそのまま猛スピードで突っ走り──

「みぎゃああぁ─────っ!?」「ぬふぉおおぉぉっ!!」「痛いんだぜ───っ!?」

　ドスンという鈍い音、木が裂ける鋭い音、何かが爆発するような音。

　凄すさまじい衝撃と大音響に包まれる。

　そうして、ラクレットたちを軽々と吹っ飛ばし、街道を塞ふさいでいた障壁を木こっ端ぱ微み塵じんに砕き散らし、ついでに立ち連なる木々をなぎ倒して。

　俺たちの隊商は、冒険者たちの待ち構える森を無傷で突破した。
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「南方に風兜鼠クラノスンクスという生物がいるんですが、これがまた面白いんですよ。ネズミの一種なんですけど表面は硬い鱗うろこに覆われている上、逃げる時は風の魔法を発動させてすごいスピードで駆け抜けるんです。子育ての時は子供が別の子供や親のしっぽを咥くわえて一列になって行動するんですけど、何とこれを隊商キヤラバン行動と言うんですよ！」

　スーミンの魔法解説に、おおーと守衛隊の皆さんが声を上げる。

　日が暮れ、その日の行進を終えた俺たちは、平原の一角に荷馬車を集めてキャンプを張った。今日はここで夜を明かすことになる。

「この魔法、最初は別の名前にしようと思っていたんですが、アルが絶対にダメだというのでやむなく今の風兜鼠列車スクイーク・トレインって名前になったんですよね」

「本当はなんて名前にしたかったの？」

　革袋に入った葡ぶ萄どう酒しゆをちびちびやりながら、ツエラが尋ねる。

「ふふん、そんなの決まってるじゃないですか、チューチュートレイｎ……」

「それ以上いけない!!」

　慌ててスーミンの口を押さえる。危なかった、ギリギリセーフだ。

「とまあ、こんな感じでアルが余計な横よこ槍やりを入れたせいでこの魔法も不完全な作品になっちゃったんですよ。どう思いますか皆さん！」

　ブーブー、と守衛隊の皆さんが俺に向けてブーイングコールを入れる。

　本当ノリいいなぁ、あんたら……。

「……ぴぎゃあえええぇぇっ!?」

　そんな話をしていたら、唐突に悲鳴が聞こえてきた。

　しかし誰も慌てる様子はない。

「どうやらまた獲物がかかったみたいだな」

　大丈夫だとは思うが一応様子を見に行くことにする。

　俺たち隊商の周囲は今、大人の背丈の二倍以上はある大きな城壁によって守られている。これは俺たちが用意した鞭手一夜城フラスノマ・パレスというスクロールによって築かれたもので、土の魔法と変成魔法メタモルフオシスを活用し、一瞬にして城（と言っても城壁だけだが）を作る魔法だ。これも防衛パッケージの一部で、襲われやすい夜への対策用となる。

　普通は隊商の周りに結界を張る程度なのだが、スーミンが『守るなら城でしょう！』とか言い出して、この奇想天外なスクロールを作ることになった。

「おー、かかってるかかってる」

　城壁の周りには深い堀が穿うがたれており、ここにはジュリアンくんが住んでいる。足を踏み込めば触手に絡め取られ、朝までもがき続ける羽目になるのだ。

「た、助けてくれっ……!!　ちょっ、どこに触手をっ……ぬふおぉっ!?」

　城壁の上から堀を覗のぞき見みると、盗賊風の男が触手に弄もてあそばれていた。これで四人目だ。

「ふふ、守りは完かん璧ぺきですね」

　俺についてきたスーミンが満足そうに覗き込んでいる。

「堀に触手って、よくもまあこんな悪趣味なものを思いつくもんだ……」

「あのですね、やろうと思えば問答無用で串くし刺ざしや丸焼きにもできるんですよ。そこを触手プレイで済ませてあげてるんです。優しいじゃないですか」

「そうかもしれないけどさ、自分の性的嗜し好こうを他人に押しつけるのはどうかと……」

「だから私は触手プレイ好きじゃないってば！」

　顔を真っ赤にして反論するスーミン。

「まったく、アルが横よこ槍やりを入れるからこの鞭手一夜城フラスノマ・パレスも不完全なんですよ。本当はもっと大きくして、砦とりでとか尖せん閣かくとか一緒に構築させたかったのに。あ、それとバラの庭園と噴水のある泉も欲しかったですね」

「これ以上使用者の負担を大きくしてどうする！　今だってチルダだから平気だけど、普通の魔道士が使ったら一発で魔力切れを起こすぞ！」

　大規模かつ繊細なこの魔法は、スーミンがあれこれと余計なところにこだわったせいでやたらと魔力の消費量が大きい。

「特に問題なのは城門の周りだ。門構えにこだわる必要はなかったし、ガーゴイルの置物とか聖者像とか国旗とか、そういう賑にぎやかしもいらない」

「ばっか！　ここは城なんですよ。城門は侵入を試みる者に威圧感を与える存在なんです。そういう雰囲気を大事にしないと城しろ感かんがなくなるじゃないですか、城感が！」

「なんだよ城感って……」

「それにツエラさんや守衛隊の皆さんは喜んでましたよ。これなら安心だって」

「まあ、守られてる感は半端ないな」

　気持ちの問題で言えば、確かに普通の結界よりは安心感がある。

　とはいえ今のままじゃ魔力消費量が多すぎるので、実際に提供するなら低コスト版を作る必要がある。これは今後の課題だろう。

　そんなことを考えていると──ふいに腰の辺りから声が響いた。

『旦だん那なぁっ！　大変たいへん、緊急事態だよっ！』

「どうした、フィオ」

『魔物が襲ってきた！　冒険者チームが、魔物たちの襲撃に遭ってる!!』

　一気に場の空気が凍る。

「冒険者チームの様子はどうだ？」

『今のところ善戦してるみたいだけど……数が多すぎるよ～！』

　どうやらかなり厳しい状況のようだ。できれば助けに行きたいところだが……。

「……アル、こっちもまずいです」

「どうした？」

「見てください、向こうの方……地面が動いてますよ」

　スーミンが震える指で示した方角──

　見れば、平原を覆い尽くすほどの何かが、こちらへ向かって来るところだった。

「……敵襲！　敵襲───っ!!」

　守衛隊とマリアナの面々が武器を取り、城壁の上へ駆け上がってくる。

「何だありゃ……これまた大勢でいらっしゃったなぁ」

　口笛を鳴らし嬉き々きとした声を上げるレオン。さすがは守衛隊隊長、堂に入ったものだ。

　魔物の群れに四本足の獣が混じっている。あれはライアットウルフだ。狡こう猾かつで執念深く、足も速い。単騎ならともかく、荷馬車じゃ逃げ切れない。

「レオン、パーティータイムの始まりだ。ここは任せても大丈夫か？」

「ああ、守衛隊だけで一四人もいる。お前さんがいなくても何とかなるさ」

　頼もしい限りだ。俺は身支度を調え、城壁の突端に手をかける。

「ちょっと……アル、どこに行く気ですか!?　まさかあの大群にっ……!!」

「大丈夫だ、そんな無む茶ちやはしない。事前の打ち合わせでも話をしただろ？」

　不安げな顔を見せるスーミンの頭を優しく撫なでてやる。

　フィオから得た情報で、魔物の群れが襲ってくることは事前に想定済みだった。だからこそ、レオンたちにある程度の人数を見繕ってもらったのだ。

　しかし、問題はその数だ。想定よりもかなり多い。この魔物たちを止めるには根っこを叩たたくより他はない。その役目は俺が適任だろう。

「じゃあな、スーミン。ちょっと行ってくる」

「……アル！」

　飛び降りようとした俺の腕を捕まえ、呼び止めるスーミン。何か言いたそうにしているのだが、黙ったままで一向に言葉は出てこない。

「あ、そういえばスーミン、俺の本を欲しがってたよな」

「本？　ああ、アルが作った魔装品アーテイフアクトの……確かに欲しいですけど」

「もし俺が死んだら、お前に譲ってやるよ」

「ば、バカぁっ!!」

　予想外に強い言葉が返ってくる。

「なに言ってるんですか、本なんていりませんよ！　だから、だからっ……！」

「……だから？」

「絶対に……私のところに、帰ってきてくださいっ……!!」

　何だ、そんなことが言いたかったのか。

「わかった、そこまで言うならお前のために生きて戻ってきてやるよ。そのかわり、俺のことを一生養うって約束してくれ」

「う、うっざ！　やっぱのたれ死ねっ！」

　はは、それでこそスーミンだ。

「心配するな。黄昏の魔女ラテイメリアの弟子が簡単にくたばるかよ」

「……言われてみればそうですね」

　軽く笑い、スーミンは握っていた俺の腕を放してくれた。

「行ってくるよ、スーミン」

「はい、アル」

　俺はスーミンたちに見送られながら、城壁の外──闇やみ夜よに向かって飛び出した。
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「……鬼火狙撃フアントム・スナイプ!!」

　細い火線が幾条も走り、取り巻きのゴブリンが残らず火だるまと化す。炎熱に苦しみ転げ回るものの、火が途絶えることはない。倒れ伏し、小鬼たちが動かなくなってもなお炎は煌こう々こうと燃え続けていた。

「やあ、探したよ、ナジェスダ」

「あなたは……マリアナの飼い犬さんね。私、あなたに名乗ったかしら？」

　炎に照らされ、闇の中に青白い肌が浮かび上がる。女は大きく胸元の開いたイブニングドレスを纏まとい、無差別に色気を振りまいていた。

「ローガンに教えてもらったんだよ」

　右手に天秤戦書リブラノミカを携えつつ、ゆっくりと歩み寄る。

「ふふ、そう。何となく、あなたはここへ来ると思っていたわ。アルヴィン・ロウ──」

　俺の揺さぶりに動じることなく、悠然と微笑ほほえむナジェスダ。

　魔法で気配を辿たどり、隊商のある平原から小一時間ほど走った先。なだらかな丘陵の頂いただきにナジェスダはいた。数日前にフィオがシュワルプから戻る途中、ローガンとともに映像に納めた、あの魔人だ。

「ナジェスダ、魔物を引かせろ。そうすれば見逃してやる」

「見逃す？　うふふっ、あなた面白いことを言うのね。ただの人間であるあなたに魔人の私を脅迫できるだけの力があるのかしら？」

「魔人なら何度も殺したことがあるぞ。お前もその一人になりたいのか」

　すうっとナジェスダの顔から笑みが消える。

「……残念だけど、あなたが相手をするのは私じゃないわ。だって、私より先にどうしてもあなたのお相手をしたいという子がいるんだもの」

　ナジェスダの背後にある闇やみで小山のようなものが蠢うごめいた。視界に入ってきたのは、尖とがった牙きばに浅緑の肌、見上げんばかりの巨体を持つ魔物──トロールだった。

「おウ……オうオウ！　また会っタなァ、雑草やロウがッ！」

　低く呂ろ律れつの回らない声。しかし、その顔立ちには見覚えがある。

　トロール殺しのジャンクックだった。

「旦だん那なよ……トロール殺しがトロールになっちゃ世話ないだろう……!!」

「オレぁ力を手に入れタんだ！　バカにしやガった連中を皆殺シにするためニ!!」

　敵対していたとはいえ、見知った人間が外道に墜おちるところは見たくなかった。彼をこんな目に遭わせたのは、間違いなく目の前の魔人だ。

「……随分とつまらない真ま似ねをしてくれたな、ナジェスダ」

「あら、私を責めるのは筋違いよ。魔物に墜ちるかも、という話を聞いても彼は迷わなかったわ。だから私は力を貸してあげただけ」

「ああ、知ってるよ。そうやってお前たちは心の弱った人間に近づいて誘惑し、その弱みにつけ込むんだ。悪魔の囁ささやき、とはよく言ったもんだよ」

　魔人は人間の負の感情を嗅かぎつけて寄ってくる。

　なぜって、それこそが魔人にとって最高の滋養になるからだ。

「ふふっ、あなた、魔人に詳しいのね」

「興味があって調べたことがあるんだ。その時に色々と学んだよ」

　魔人と接して、俺は思い知った。

　人は弱くも脆もろい生き物だということを。手からこぼれ落ちた水は元には戻らないことを。全すべてを捨てる覚悟で挑んでも、叶かなえられない願いが、この世にはあるということを。

　そうしてまた一つ、希望が目の前で消え去った。

「悪いが見逃すのはやめだ。ナジェスダ、お前にはここで消えてもらう……!!」

「遊んであげなさい、ジャンクック」

　ジャンクックの獣のような咆ほう哮こうが響き渡る。醜く歪ゆがんだ顔はもう人間のそれではない。

　最初に酒場で出会った時、俺がもっと穏当な手段を取っていれば。ローガンの元で働いていることを知った時、親身になって話をしていれば──彼が復ふく讐しゆう心しんを燃やすことはなく、こんな決断をすることもなかったんじゃないか。やるせない気持ちになる。

　ああ、でも。

　そんな後悔は微み塵じんも役には立たない。世界は堅けん牢ろうで、運命は強固なのだ。

「……悪かったな、ジャンクック。トロールなんて呼んでさ」

　俺にできることは多くはない。

　せめて苦しまないように、一瞬で燃やし尽くしてやる──!!
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「ツエラ、そっちに行ったぞ！　潰つぶしてくれっ！」

「ええレオン、今やっているわ！　本当にもう、きりがないわね！」

　怒号と咆ほう哮こうが飛び交う。

　魔物の大群は、雲うん霞かの如ごとくマリアナの隊商を守る城壁へと群がってきた。

　幸いなことに魔物は小鬼のような体たい躯くのゴブリン、豚の顔をしたオークが中心で、彼らの身長では城壁には届かない。堀をよじ登ろうとする連中を触手が叩たたき落おとして粘液でベトベトにしてしまうため、滑って城壁に手をかけるどころではない。

　しかし数が問題だ。堀でもがく大勢の仲間を踏み台にして別の魔物が這はい上あがってくる。

「まったく、こんな大量のバケモノ、一体どこに隠していたのよっ！」

　城壁の上からオークやゴブリンを槍やりで突き落とし、悪態をつくツエラ。

　エリューテ周辺には警戒網が張られており、常に守衛隊が巡回、警備をしている。ゆえに三〇〇を超えるような魔物の大群が潜んでいれば普通は気付く。もしこんな大群がエリューテにやってきたら蜂はちの巣をつついたような大騒ぎになるだろう。

「燃え盛れっ……焦熱爆炎アンバー・ブラストッ!!」

　スーミンが起動詠唱を唱えた直後。

　赤みがかった光線が堀に群がる魔物たちの上を走り──猛烈な爆風とともに紅ぐ蓮れんの炎ほのおが垂直に吹き上がる。爆風に飛ばされる者、爆炎で黒こげになる者、まさに死し屍し累るい々るいといった有り様だ。

　しかし魔物たちはやられた仲間には目もくれず、城壁へと手をかけてくる。

「お、おかしいですよこれっ……なんで怯ひるみもしないんですかっ！」

　ゴブリンは動物より少し賢い程度の魔物だが、意外と臆おく病びようで、仲間が殺されればすぐに逃げていくのが普通だ。しかし彼らは違っていた。

「愚痴っても始まらんさ。連中が諦あきらめてくれるまで叩きのめす、それしかない!!」

　レオンは笑い、手にしたハルバードで城壁にすがりつく連中を斬きり払う。

　それぞれ六角堅塞ハニカムフオートを纏まとっているため全員無傷だが、城壁を取り囲む魔物たちが減る様子はなく、むしろ増えているような印象すらある。

　魔物の襲撃が始まってから一時間、スーミンは既に魔力の枯渇を感じ始めていた。守衛隊も勢いが落ちている。精せい鋭えい揃ぞろいとはいえ無尽蔵に体力があるわけではない。

「て、敵が一匹侵入っ!!」

　鋭い声が響く。スーミンやレオンがいる側とは反対の方から、城壁を越えてライアットウルフが入り込み、守衛隊に牙きばを剥むいて襲いかかる。

「させませんっ!!」

　チルダの放った矢がライアットウルフの脇腹に刺さり、たじろいだ隙すきに守衛隊のハルバードが突き刺さる。かろうじて侵入を防いだ。しかし次もうまくいくとは限らない。

（どうしよう……どうすればいいの、アル……!!）

　魔物の襲撃は多くて一〇〇匹程度だろう、アルヴィンはそう言っていた。だからその襲撃に対応できるだけの人員を集めた。しかし目の前にいるのは三〇〇を軽く超える軍勢だ。これほどの大群がやってくるなど、一体誰が想像し得ただろうか。

　このままでは持ちこたえたとして、あと三〇分が限界だろう。一箇所でも綻ほころびが生じれば、魔物たちが雪崩なだれを打って侵入してくる。その後は……想像もしたくない。

「限界です、スーミンさん！　あれを使いましょう！」

　焦燥に駆られた表情で、チルダがスーミンの元に走り寄ってくる。

　しかしあれを使うのは最後の最後だとアルヴィンが言っていた。逡しゆん巡じゆんするスーミン。

「……レオンさん、どうしますか？」

　縦横無尽にハルバードを振るいながら困ったように笑うレオン。隊長だけあって、どんな時でも苦しそうな表情を見せないのはさすがだった。

「すまない、これは私たちの手に余る。使ってくれるとありがたい……！」

「わかりました。やりましょう」

　スーミンは覚悟を決め、荷馬車から奥の手のスクロールを取り出す。通常のスクロールより桁けた違ちがいに大きく、両手でなければ扱えないほどだ。封を解いて広げると、凄すさまじい密度で記述された、巨大な魔法陣が現れる。

「皆さん、戦術級魔法を発動します！　持ち場についてください!!」

　スーミンの声に応じ、慌ただしく人員が動く。馬車を並べ、いつでも出せるように準備。守衛隊は必要最低限を残し、荷馬車に乗り込む。

「これは戦術級魔法──使うのはチルダさん、あなたです」

「はい、わかっています。アルヴィンさんからもそう伺っています」

「チルダさん、よく聞いてください。このスクロールには魔力流入制限モジュールが組み込まれていません。その気になれば際限なく魔力を注ぎ込むことができますし、それを見越して精神回路は強きよう靭じんに作られています。ただし、魔力と生命力は等価です。限界が来る前に魔力の注入をやめないと命に関かかわりますよ」

　魔力とは生命の根源に宿る力である。時間が経たてば回復するが、それは消耗がある程度の範囲に留とどまっている時だけだ。生命の維持に必要な最低限度を下回ったら、回復できずに衰弱して死んでしまう。

「ふふ、大丈夫です。その話はアルヴィンさんから耳が丸くなるほど聞かされました」

「本当にわかってますか？　死んだら元も子もないんですよ!?」

　危機感のないチルダに憤るスーミン。

　スーミンは、このスクロールにも魔力流入制限モジュールを組み込もうとした。しかしアルヴィンが止めたのだ。人は命を賭かけてでも為なさねばならないことがある。最後の最後に残された奥の手とはそういうものなのだ、と。

「アルヴィンさんは冒険者として落ちこぼれだったわたしを拾ってくれました。スーミンさんはわたしに役割を与えてくれました。フィオさんが仲間になってくれてすごく嬉うれしかったです。楽しい時間を与えてくださった皆さんには感謝してもしきれません。だから、わたしも皆さんのお役に立ちたい。わたしは今がその時だと思うのです。皆さんのためにできることがある、わたしにとってこれほど嬉しいことはありません」

　一点の曇りもない笑顔で、チルダは告げる。

「な、何でそんなこと言うんですか。そんな死に際みたいなセリフ、やめてくださいよ」

「ふふ、初めてスーミンさんがわたしの身を案じてくれました。嬉しいです」

「……そりゃ、私は一人が好きですし、他人と関かかわるのは面倒くさいと思ってます。でも、だからって……せっかく仲良くなった人とこんな形でお別れするなんて、そんなのは絶対イヤなんですよ!!」

　痛みを堪こらえるように胸を押さえ、声を絞り出すスーミン。

「スーミンさんは、本当は心根のお優しい方です。今の言葉、戻ってきたらアルヴィンさんにも伝えてあげてください。きっと喜びますよ」

「イヤです。アルに伝えたいならチルダさん、あなたが伝えてください」

「ふふ、わかりました。告げ口しても怒らないでくださいね」

　チルダの表情が変わる。強い意志を込めた視線がスクロールへ注がれると、精細に刻まれた文字と魔法陣が燦さん々さんと輝き始めた。

「天の瞋しん恚い、地の震しん怒ど、合わせて薙なぎ払い給たまえっ……雷迅竜疾駆エレクトリカル・マーチッ!!」












　チルダの声が響き渡ると同時、黄金色に輝く巨大な魔法陣が虚空に現れる。光陣はゆっくりと回転しながら、城壁を超えてなおも大きくなっていく。

「ち、チルダさん！　もうそのくらいで……!!」

「まだ、まだですっ……皆さんを守るためなら、わたしは、まだやれますっ……!!」

　チルダは脂汗を浮かべながら、なおも滔とう々とうと魔力を注ぎ込んでいく。

　そんなチルダの不屈の意志に同調するかのように、大地が音を立てて揺れ始める。どこからともなく暗雲が集まり、魔法陣を中心にして渦を巻き始めた。

「す、すごいわ……これが戦術級魔法なのね……！」

　世界の終末を思わせるような光景に、ツエラはただ茫ぼう然ぜんと空を見上げる。

「退避っ、皆さん退避してくださいッ!!」

　スーミンが叫び、城壁に残っていた守衛隊が荷馬車へと飛び込む。

　寸刻同じくして。

「我らに仇あだなす魔物よ、なべて滅び去りなさい──ッ!!」

　天空から幾条もの稲妻が魔法陣に落ちたかと思うと、荒れ狂う竜へと変へん貌ぼう──火花を散らしながら大地を舐なめるように這はい回まわる。城壁は最初の一撃で崩壊し、雷撃による閃せん光こうが昼より明るく辺りを照らす。

　そうして、雷竜の暴虐は平原を遍あまねく焼き尽くし。

　静寂が戻ったことを確認したチルダは──ゆっくりと頽くずおれ、大地に伏した。
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「ヴォアアアアアアアアアァァァァッッ!!」

　ジャンクックが振るう巨大な鉄てつ槌ついが、俺の背後にあった大木を根っこからなぎ倒した。辛くも逃れた俺を次なる一撃が襲ってくる。

「チッ……旦だん那なよ、ちょっと頑丈になりすぎだぞ……!!」

　人間なら五回は炭になっていてもおかしくないくらいの魔法を食らったにも拘かかわらず、ジャンクックは未いまだ健在だった。炭化した表皮が剥はげたと思ったら、見る間に浅緑の肌が蘇よみがえっていくのだ。脅威の再生能力だった。

　無論、そんなもの長くは続かない。急速な肉体再生は身体機能の劣化を招く。おそらく彼は一年を待たずに寿命が尽きるだろう。

「本当にそれでよかったのかよ、ジャンクック……!!」

「何をブツブツ言ってやがル！　さっサと死ね、雑草野郎がッ!!」

　大振りの一撃を転がって避さけ、大きく距離を取る。

　できればナジェスダとやり合うために魔力を温存しておきたかったのだが、そうも言ってられなくなった。こうなったら本気で行くしかない。

「天秤戦書リブラノミカ、第六章二五二頁ページ──血涙晶散華クリスタリン・ブルームッ!!」

　俺の左手に、渦巻く禍まが々まがしい魔法陣が浮かび上がる。

「くっ……！」

　まるで血を吸われるがごとく魔力を奪われ、視界がぐらりと揺れた。

　そこにジャンクックの巨大なウォーハンマーが迫る。

「潰つぶれて消えロ、このクソがアアアアァァッ!!」

　鉄てつ槌ついが頭をかすめるのも構わず、たたらを踏むようにしてジャンクックへ特攻。

　そのまま、魔法陣を携えた左手を浅緑の巨体へと押しつける！

「アッ……な、何じゃコりゃあ……!?」

　まるで霜が降りたかのように、ジャンクックの脇腹から無色透明の水晶が溢あふれてきた。

　これは血を含めた体液を水晶へと変える魔法だ。進行は遅く、普通の人間なら一日ほどかけてゆっくり水晶になっていく。その間に処置を施せば治癒も可能だ。

　しかしジャンクックは再生能力が災いし、あっという間に全身が水晶と化していく。

「ざ、雑草野郎めェっ……こんな、オレがッ……!!」

　その巨きよ躯くに見合った巨大な水晶柱が、身体からだを突き破って飛び出してくる。

　しかし血は流れない。溢れるのは小さな水晶の欠片かけらだけだ。

　そうして僅わずかな間にジャンクックは小山ほどの水晶の塊となり、動かなくなった。

「……じゃあな、トロール殺しの旦だん那な」

　こんなことがなければ、いつかは月の導き亭で杯さかずきを交わすこともできただろうに。

　わずかな間、黙もく祷とうする。

「さあ、次はお前の番だぞ、ナジェスダ……!!」

　振り返るも、そこに魔人の姿はなかった。一体どこに──

「……誘蛾風棘シルフ・スパイク！」

　背後から声がした──と気付いた時には、既に風の棘とげが俺を取り囲んでいた。

　無我夢中で転がり、避よけるものの棘は執しつ拗ように俺を追い回してくる。

「土精障壁ノーミイ・スクリーンッ!!」

　土精霊ノーム由来の魔法を用い、即座に盾を展開。しかし、少しだけ対処が遅かった。

「が、あぁっ……!!」

　無数の棘はそのほとんどが障壁に阻まれ消滅。だがすり抜けた一つが右手のひらを貫いた。衝撃で天秤戦書リブラノミカが吹き飛ばされ、ナジェスダの方に転がっていく。

「しまっ……！」

　慌てて追おうとするも、既に本はナジェスダの手のうちにあった。

「……あらあら、命よりも大切な本を粗末に扱っていいのかしら。いけない子ね」

「あんたが乱暴なことをしなけりゃ大事にできたんだがな」

　血に濡ぬれた右手を押さえて笑ってやる。

　対するナジェスダも、意味深な笑みを浮かべていた。

「あなた、街で結界に閉じ込められた時に本を落としたでしょう。周りは真っ暗、明かりがなければ本を探すことなんてできない。なのにあなたは魔法を使おうとしなかった。それは一体どうしてかしら」

「スーミンが一緒にいたんでね。彼女に任せたんだ」

「そうじゃないわ。あなたは魔法を使わなかったんじゃない、使えないのよ。アルヴィン、あなた魔力はあっても、精神回路が壊れてしまっているんでしょう？」

　……舌打ちをしたい気分だった。まさか見抜かれていたとは。

　魔道士は自らのうちに精神回路を構築しており、この回路に魔力を流し込んで魔法を発動させる。しかし俺はこの精神回路がずたずたに引き裂かれ、使い物にならない。

　魔力は生命力であり、生きている限り尽きることはない。だから疑似的な精神回路であるスクロールがあれば俺でも魔法は使える。

　逆に、スクロールがなければ俺はただの人だ。明かり一つ灯ともすこともできない。

「そいつは俺の宝物なんだ。返してくれないか？」

　天秤戦書リブラノミカはまだ俺が魔法を使える時に作ったものだ。魔法が使えなくなった今となっては、もう二度と同じ物を作ることはできない。唯一無二の代物なのだ。

「過去によほどの無む茶ちやをしたのね、可哀かわい想そうに。でもおあいにく様、これは返せないわ」

　ま、そうだろうな。

　この状況で天秤戦書リブラノミカを返すなんて選択肢、あるわけがない。

「ふふっ、自ら出向いてやってきて、『見逃してやる』なんて大口を叩たたいておきながら、手も足も出ないなんて。本当にお笑わらい種ぐさね、アルヴィン・ロウ」

「楽しんでもらえたなら光栄だよ、ナジェスダ」

　姿勢を落とし、右手でこぶし大の石を拾う。

「そう、なら煉れん獄ごくであの大男と一緒に遊んでなさい……誘蛾風棘シルフ・スパイク！」

　無数の風の棘とげが生み出され、俺に向かってきた。

「そう簡単にやられるかよッ!!」

　ナジェスダに向かってまっすぐ疾走──血に濡ぬれた石を投げつける。

　すると風の棘は歪いびつな軌跡を辿たどり、石に向かって飛んで行く。

「なっ……!?」

　意表を突かれたナジェスダに向かって突進、手を伸ばす──が。

「させないわっ、鬼火狙撃フアントム・スナイプ!!」

「ちっ……!!」

　伸びてくる火線を退けるため地面を転がって木の幹に隠れる。

　直後──一気に燃え上がり、隠れていた木が巨大なたいまつと化した。

「これで終わりよ……燃え盛れ、焦熱爆炎アンバー・ブラストッ!!」

　木の陰から飛び出し、一気にナジェスダとの距離を詰める。

　寸前までいた場所が爆風と爆炎に包まれ、木々が木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散った。

　しかし俺に大した被害はない。

「ど、どうして……!?　あなたは一体っ……!!」

　戦せん慄りつの表情を浮かべてナジェスダが身を引いた、その瞬間──

　視認も難しいほどのスピードで、黒い影が躍り出す！

「旦だん那なあああぁぁ───っ!!」

　疾呼する声と同時、天秤戦書リブラノミカが俺に向かって飛んできた。

　一瞬の隙すきを突いてフィオがナジェスダから天秤戦書リブラノミカを奪還、俺に投げてよこしたのだ。

「ナイスだ、フィオ！　愛してるぞっ!!」

「こ、このっ……泥棒猫がっ！　焦熱爆炎アンバー・ブラストッ!!」

「にゃ───っ!?　あっつ、熱ぅいっ！　しっぽが焦げたにゃーんっ!!」

　凄すさまじい爆炎が発せられるが、素早い身のこなしでたちまち逃げおおせるフィオ。さすがは猫ねこ獣じゆう人じん、誘蛾風棘シルフ・スパイクを走って振り切っただけのことはある。

「猫に構ってる場合じゃないぞ。お前の相手は俺だ！」

　血に濡ぬれるのも構わず、天秤戦書リブラノミカを携える。

「ナジェスダ、お前は新米だな。まだ魔人になって間もないんだろ。だから人間だった頃に慣れ親しんでいた魔法を未いまだに使ってるんだ」

　険しい顔で睨にらみ付けてきた。どうやら図星だったようだ。

「誘蛾風棘シルフ・スパイクは風の精霊を使う精霊魔法フエアリースだ。精霊は気まぐれだとよく言われるけど、それは性質を理解してないからだ。石や土に血が混じると疑似的に土精霊ノームが具象化する。風精霊シルフにとって土精霊ノームは千年来の敵だ。だからそっちを優先する」

「そ、それで石を……鬼火狙撃フアントム・スナイプは？」

「死霊魔法ネクロマンスと元素魔法エレメンタリスの合成魔法だ。伸びる火線は生命を標的ターゲツトにする。だから火線と対象の間に他の生命が入るとそっちに標的が移ってしまう」

「じゃあ焦熱爆炎アンバー・ブラストは!?」

「あの魔法は使用者に爆風と爆炎がいかないよう設計されてるんだ。無効化範囲まで近づけば被害は受けない。自分が黒こげになったら困るだろ？」

「なっ、どうして……どうしてそこまで詳しいの!?　まるで私が使う魔法を全すべて知り尽くしているような、あんな動きができるなんて……！」

「そんなの当然だろ。だってお前がいま使った魔法は全部、俺が作ったんだから」

　構成要素も癖も特徴も、弱点も含めた全てを俺は知っている。なぜなら、それらはかつて俺が金のために作り、世界に広めてしまった爪つめ痕あとの一部だからだ。

「で、でまかせよ!!　私が使ったのは帝室顧問商であるヴィネクス商会の魔法よ。それをあなたが作った、ですって？　冗談も大概に……!!」

「それ、俺の商会だ」

「……え？」

「Ｒアール・ヴィネクス商会の初代大頭首プレジデントは俺だよ。もう辞めちゃったけどな」

「そっ……んな、馬鹿な……!!」

　絶句するナジェスダ。到底信じられない、という顔だ。

　俺の作った魔法は便利だった。

　あまりに便利で、それまでにあった魔法の多くが駆逐された。俺の意図とは無関係に、俺は世界を不可逆に塗り替えてしまったのだ。

「今は魔法という強大な力の片へん鱗りんに、いともたやすく触れることができる。そのせいで魔法に頼り、魔法に傾斜し、魔法にのめり込んで、飽くことなく力を求める人間が増えてしまった。ナジェスダ、お前もそういう人間の一人なんじゃないか？」

「黙りなさい！　私のことなど何も知らない癖に……悟った口を利くなッ!!」

　両の手のひらから、燃え盛る火炎が現れた。炎はナジェスダの肌より青白く、闇やみを何ど処こまでも切り裂くほど眩まぶしく輝いている。

「へえ、それは見たことがないな。お前のオリジナルか」

　いいだろう、それなら俺も門外不出の魔法で相手をしてやる。

「……天秤戦書リブラノミカ、終章三一八頁ページ──聖門収攬詩シビユラ・アークス!!」

　眼前に、まばゆく光る半透明の扉が現れた──と、同時に視界がぐんと狭まる。魔力が底を突きかけているのだ。だがここで踏ん張らなければ、危険を冒して本を取り戻してくれたフィオに申し訳が立たない。

「あと、生きて戻るってあいつと約束したからな……!!」

　震える足に鞭むちを打つ。

　落ちそうになる意識を必死で保ち、持てる限りの力を精神回路へ注ぎ込む。

　呼応して透き通っていた扉が燦さん然ぜんと煌きらめきを増し、その存在を確かなものにしていく。

「アルヴィン・ロウ、骨の随まで燃え尽きなさいッ!!」

「魔に染まりし人の子よ、ここに詠うたい、ここに弊ついえよ……!!」

　ナジェスダが放った青白い炎が辺りを薙なぎ散らすのと同時。

　輝く扉が開き──視界が白一色に染まる。

　目を閉じてなお眩まぶしく閃ひらめくその聖光は、ナジェスダの放った炎もろとも彼女を世界の境界から解き放ち、その存在を魔の性質を帯びる前へ、完かん膚ぷ無なきまでに浄化していく。

「こ、こんな……消えるっ、身体からだがッ……カーマイン、さまぁっ……!!」

　ナジェスダは聖なる光に溶け込み、一体化していき。

　そうして。

　光が消えた後に残ったのは、彼女のドレスと紅晶玉レツドスピネルのイヤリングだけだった。

「……終わった、か」

　足を引きずるようにして、彼女の立っていた場所まで歩く。

　これで魔物たちは統率を失い、烏う合ごうの衆になる。いや、既にスーミンやチルダ、レオンが魔物たちの襲撃を退けているかもしれない。

　どちらにしても、これで後は隊商レースに勝てば……。

　意識が遠のき、足がもつれる。気付いた時には視界が横になっていた。

「だ、旦だん那なぁっ！　旦那っ、ねえ旦那ってばぁっ！」

「すまない、フィオ……」

　みんなの元へ戻らないと。戻ってマリアナを勝たせるんだ。

　そうすれば、スーミンの望みを、叶かなえて……。
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「見えたわ、あれがマナセルの街よ」

　人間が作り上げた中で最も北端に近い都市、それがマナセルだった。鉱山資源が豊富だが周囲を険しい連峰に囲まれているため、街道は基本的に山道が中心となる。

　マリアナ海運チームは魔物たちの襲撃による疲労を押して、何とか山頂付近まで隊商を進めてきた。この山を下りればマナセルへとたどり着く。

「……あれが折り返し地点ですか」

　マナセルへの道は断だん崖がいが続くため注意して進まなければならず、安全に行くなら半日ほどかかる。とにかく、道を踏み外したら一巻の終わりだ。

「下と比べるとここは風が冷たいですね。スーミンさんは大丈夫ですか？」

「あっ、なに起きてるんですか。チルダさんはまだ寝ててください」

「もう大丈夫ですよ。この通りピンピンしていますっ」

　戦術級魔法を使い、精根尽き果てて倒れたチルダだったが、幸い命に別状はなかった。山道を行く間に目を覚まし、今はかなり元気なようだ。

「心配なのはわたしよりアルヴィンさんの方です。大丈夫なのでしょうか……」

「…………」

　沈痛な面持ちで黙するスーミン。

　アルヴィンは未いまだ隊商に戻ってきていない。しかし、到着を待っていたら隊商レースに勝てない。無事であることを信じ、先を急ぐことにしたのだ。

「……あっ、スーミンさん、何かが近づいてきますよ」

　チルダに促されて道の先に視線を向けると、別の隊商の姿が見えた。隊商はマリアナ海運チームがこれから向かう先、マナセルの方からやってくる。

「ツエラさん、あれってもしかして……」

「魔道士協会チームの隊商ね。まずいわよ、これは……」

　話しているうちに顔が見え始める。先頭を行く荷馬車にはローガンの姿があった。

「これはこれは、マリアナ海運のツエラ様ではありませんか」

「随分と速いじゃない、ローガン。もうマナセルに行って戻ってきたの？」

「ええ、商売は巧こう遅ちより拙せつ速そくが勝る。ヴェロニカ様のお言葉は正しかったようです」

　ツエラに答えて、ローガンはスーミンに視線を送る。

「……よくここまでたどり着いたものだな、スーミン」

「ええ、お陰様で。色々と邪魔が入りましたが皆さんのお陰で乗り越えられました」

「お前のスクロール作成能力は確かに目を見張るものがある。だが勝負は一人の力のみで決するものではない。この競争入札、何があろうと我々が勝つ」

「別に私が戦ってるわけじゃありませんよ。ここにいる皆さんが戦ってるんです。勝てたとしても、それは私の力じゃありません」

「ふん……行くぞ！」

　魔道士協会の隊商はすれ違い、エリューテに向けて山道を下っていく。

「ふふっ、スーミンちゃんったら随分と謙けん遜そんするじゃない」

　スーミンの背中を優しく叩たたくツエラ。

「事実ですから。スクロールの構成を考えたのはアルで使ってるのはチルダさん、隊商を動かしているのはマリアナの皆さんで守ってくれてるのは守衛隊の皆さんです。私はスクロールを作った、ただそれだけです」

「そのスクロールのお陰で、私たちはここまで来られたのよ」

「そうだとも。いま生きているのは君が頑張ってスクロールを書いてくれたからだ」

　ツエラとレオンに褒められ、鼻白むスーミン。

「ただ、この先はちょっと厳しいわね……彼らに追いつけるかしら」

　スーミンもわかっていた。ここから山を下るのに半日、登ってくるのに半日。魔道士協会チームと比べてマリアナはほぼ一日分、遅れているのだ。

　強行軍で隊商を進めればさらなる試練に晒さらされる。折り返しの山道で日没を迎え、魔物や盗賊の出没を警戒しながら暗くら闇やみの中で断だん崖がいの脇をすり抜ける羽目になる。

「ということで、今後の予定を決めましょうか」

　ツエラが楽しそうに二本の指を立てる。

「一つめは、ゆっくり山道を降りてそこで一泊。温泉に浸つかって英気を養ってから、明日の早朝に向こうを出発するのんびりプラン。二つめは綱渡りのようなスリリングな旅が楽しめる、命がけのアドベンチャープラン。さあ、どっちを選ぶ？」

　ああ……と、その場にいる全員が察した。ここが運命の分かれ目なのだ、と。

「私はアドベンチャープランがいいな。お前たちはどうだ？」

　レオンに問われ、にかっと笑う守衛隊の面々。全員、後者を選んだ。

「マリアナの人間は……まあ、決まってるわよね？」

　御者も雑用係も、ビシッと親指を立てる。

「うう、ぐすっ……怖いのはイヤですけど、皆さんが命を賭かけるとおっしゃるのでしたら、わたしもスリリングな旅を頑張って楽しみますぅっ」

「……みんな死にたがりですね。アドベンチャープラン以外、選べないじゃないですか」

　最後にスーミンが述べる。これで全員の意見が揃そろった。

「チルダちゃん、もう魔力は回復した？　スクロールは使える？」

「完全ではありませんが、軽いものでしたら。でも、何を使うのでしょうか……？」

「そんなの決まっているじゃない。風兜鼠列車スクイーク・トレインよ」

　にっと微笑ほほえみ、ツエラはつぶらな瞳ひとみを輝かせた。




　そこからマリアナ海運チームの隊商は怒ど濤とうの勢いで峠を攻めだした。

「ぴゃあああぁっ……！　み、右っ、車輪が落ちてしまいますぅっ!!」

「ちょっ、左、ひだりっ！　岩にぶつかるっ!!」

　切り立った崖がけの続く山道にチルダとスーミンの悲鳴がこだまする。

　風を纏まとい、鉄の鱗うろこに守られた荷馬車の列が凄すさまじいスピードで山道を駆け下りていく。カーブを曲がるたびに大きく荷馬車が傾き、今度こそ奈な落らくに落ちる──と思いきや、御者たちが巧みな手綱さばきでそれを阻止。さらに速度を上げる。

　そんな地獄の峠下りを経て──

「みんな、着いたわよ～」

　ほがらかに告げるツエラ。山頂からわずか二時間でマナセルに到着。途中、街道をショートカットし、道なき斜面を転がり落ちるようにして走って来た。

「ううぅ、スーミンさん……わたし白髪になっていませんか……？」

「大丈夫ですよ、元から色薄いんで目立ちません。それより私は吐きそうです……」

　激しく荷馬車に揺さぶられ、やつれたチルダとスーミン。監察官も同様だ。酷ひどいチームに乗り合わせてしまった、と沈ちん鬱うつな表情を隠せずにいる。

「さて、休んでいる暇はないわよ。今日中に山越えして平原まで戻るからねっ」

「スーミンさん……アドベンチャープランを選んだこと、少し後悔していませんか？」

「……今さら言ってもしょうがないでしょう」

　重いため息をついて、再び荷馬車へと乗り込むスーミンたち。

　そうして再び風兜鼠列車スクイーク・トレインを発動させ、鬼神のごときスピードで斜面を駆け上がっていく。

「うわあぁんっ、もうヤダぁ、スーミンさん助けてぇっ！」

「ちょっ、なんで私に抱きつくんですかっ……うぷっ、何か出そう……！」

　上下左右に跳ね回る荷馬車の中で、スーミンにすがりついて泣き始めるチルダ。

　スーミンは青い顔で喉のど元もとまでせり上がってきたものを必死で堪こらえている。

「あーはははははははっ、ヒルクライムたっのしー!!」

　ツエラは一人、ハイテンションで笑っている。どうやら何かが壊れてしまったようだ。

　そうして日暮れ前には、前日に一泊した平原まで戻ってくることができた。

「つ、ツエラさん……そろそろ休みませんか？」

　げっそりした顔でスーミンが進言すると、ツエラは思案顔になる。

「そうね。ただ、魔道士協会チームがどこまで進んだのか気になるわ……と、んん？」

「どうかしたんですか？　って……」

　荷馬車の進む先。街道の脇、道ばたに男が一人、転がっていた。

　暗色のコートに灰色の髪。忘れもしない、無事に戻ることを祈り続けていた人物の姿。

　倒れ伏していたのは──アルヴィン・ロウだった。

「あ、アルっ……アルっ!!」

　スーミンは荷馬車を飛び出し、走り寄る。無我夢中で手を取り、顔を覗のぞき込こんだ。

「大丈夫ですか、アルっ！　アル、目を覚ましてくださ…………あ、え？」

「すかー……すよよよよ……」

　アルヴィンは、気持ちよさそうな顔で寝ていた。
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「……起きろぉっ！　このっ、バカ─────っ!!」

「いったああぁーっ!?」

　頭に鈍い衝撃が走り、慌てて目を開く。眼前には瞳ひとみを潤ませたスーミンの顔。

「何だよ、スーミンか……どうせならチルダに優しく起こされたい人生だった……」

「なにアホなこと言ってるんですか！　というかなにアホ面下げて道ばたでグースカ寝てるんですか！　死んでるかもって心配したじゃないですかっ!!」

　ああ、一応心配してくれてたのか。

「悪い悪い。昨日、派手にやりあって魔力が尽きちゃってさ。荷馬車に戻る気力がなくて、朝までぶっ倒れてたんだ。ツエラなら隊商レースを優先して先に行くだろうし、往復して戻ってきたところで拾ってもらえばいいかなと思ってね」

「それならそうと一言言ってくださいよ！　というか寝てないでくださいよ！　どれだけ心配してたと思ってるんですかっ……！　もう、心配料払えーっ！」

「悪かったって。ただいま、スーミン」

　スーミンの濡ぬれた頬ほおを優しく拭ぬぐって、微笑ほほえみかける。

「ぐすっ……おかえり、なんて言いませんから」

「そんなに拗すねないでくれよ。それに今は感傷に浸ってる場合じゃないんだ」

「……どういうことですか？」

　立ち上がり、遅れてやってきた荷馬車に手を振る。

「よう、ツエラ。速いじゃないか。かなり急いできたみたいだな」

「ふふっ、さっき峠を攻めて楽しんできたところよ。あなたも乗っていく？」

「もちろんだ」

　スーミンを荷馬車に戻し、自らも乗り込む。

「ああ、アルヴィンさんっ……ご無事で何よりですっ」

「チルダも元気そうでよかった。魔物の群れにうまく対処できたか？」

　抱きついてきたチルダを受け止めてやる。

「はいっ、アルヴィンさんのお陰でばっちりでしたっ」

「スクロールを作ったのは私なんですけど。あとベタベタするなっ」

　俺から引ひき剥はがし、チルダのブレストプレートをガンガンと杖つえで小突くスーミン。

　相変わらず扱いが酷ひどいな……。

「さてと……フィオ、聞こえるか？」

『あいあいにゃ～。旦だん那な、うまく合流できた～？』

　通信くん一号に話しかけると、フィオの明るい声が聞こえてくる。

「ああ、ばっちりだ。そっちの様子はどうだ？」

『んとね、いま湖のところ。待ち構えてた冒険者の人たちと交戦してる。木で砦とりでみたいなの作ってて、すごいことになってるよ』

　どうやらラクレットたちが頑張ってるようだ。その調子で足止めをしといてもらおう。

「もしかして魔道士協会チーム？　もう湖の辺りまで行っているの？」

　御者台からツエラが顔を覗のぞかせる。

「そうだ。通り過ぎるところを見てたけど、やつらは馬を西方闘牛アンタレス・ブルに、荷馬車を装甲戦車チヤリオツトに変化させていた。あれは生半可なことじゃ止められない。あと西方闘牛アンタレス・ブルは持久力もある。きっと夜も休まずノンストップで走り続けてるんだ」

　おそらく変成魔法メタモルフオシスと付与魔法レインフオースを利用したスクロールを用意したんだろう、いいセンスだ。あれを作ったのがローガンなら、なかなかの腕前だ。

「夜も休まずにって……気が狂いそうです」「もう峠攻めはこりごりですぅ……」

　げっそりした顔をするスーミンとチルダ。山越えは大変だったようだ。

「それだけこの隊商レースに賭かけてるってことだよ。やつらは日が暮れても止まらない。冒険者たちの足止めがいつまで持つかわからないけど、今日の夜半にはエリューテに到着するはずだ。勝ちたいなら俺たちも休んではいられないぞ」

「でもアルちゃん、ここから夜のうちにエリューテに到着するなんて無理よ。風兜鼠列車スクイーク・トレインでかっ飛ばしても間に合わないわ」

「普通に騎馬を飛ばしても、おそらく夜明けになってしまうだろうな」

　ツエラやレオンの言う通りだ。

　全速力で馬を走らせても平原を渡りきるのに三時間、ナムリンの森を抜けるのに三時間、そこからエリューテまで三時間。到着するのは夜明け頃だ。これでは魔道士協会チームに勝てない。第一、いくらチルダでも九時間連続は魔力が持たないだろう。

「……じゃあ負け、ですか」

　スーミンがうつむき、荷馬車が落胆の色に染まる。

「そんな……ここまで頑張ってきたのに、わたしたちの力は及ばなかったのですか……」

　涙をにじませるチルダ。拳こぶしを握りしめ、悔し涙を流している者までいた。

「おいおいお前たち、何を湿っぽい顔してるんだ」

　全員に聞こえる声ではっきりと告げる。

「俺たちはまだ負けちゃいない。それどころか勝負はここからだ！　俺たちにはまだ力が、知恵が残っている!!　全員の力を合わせれば、まだ勝機は十分にあるッ!!」

　俺の鼓舞で、みんなの瞳ひとみに光が蘇よみがえった。

「ほ、本当ですか？　でも、どうやって……」












「今から俺が回路魔譜マギストラ・スコアを作るからスーミンはそれをスクロール化してくれ。それまでの間、風兜鼠列車スクイーク・トレインを使って行けるとこまで行くんだ！　大丈夫、このスクロールを使えばきっと魔道士協会の連中に追いつける!!」

「こ、こんなところでスクロールを作るんですか!?」

　荷馬車の中は揺れる上にかなり狭い。その上、多くの雑音や視線があり、集中するのも大変だ。巻物スクロール書きにとって、これほど過酷な環境は他にないだろう。

「自分を信じろ、スーミン。お前なら絶対にできる」

「……ふふっ、上等じゃないですか、やりますよ。早く魔譜スコアを作ってください！」

　スーミンの顔に生気が戻ってきた。

「よし、いい子だ。ちょっと待ってろよ！」
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　スーミンが筆記魔法スペルライツを起動させると、折り重なるようにして魔法陣が現れた。

「わあ、綺き麗れいです……」

　煌きらめく魔法陣の出現に、チルダが感嘆の声をあげる。

　揺れる馬車の中でスーミンは、一切乱れることなく確かな筆致でペンを走らせる。俺が作った魔譜スコアを見ることはない。全すべてスーミンの頭の中に叩たたき込こまれているのだ。

　滑らかに、かつ豊潤に。走るペン先からは燐りん光こうがほとばしり、スーミンの手が通った跡には爛らん然ぜんと輝く、美しい光の文字が刻まれていく。

　そうして夢のような時間が過ぎていき。

「我が名はスーミン・ユングミル。名を銘じ、ここに畢おわる──！」

　魔法陣が羊皮紙の上に凝集し、精神回路を焼き付けて消えた。

「はあ、緊張しました。でもうまくいった……と思います」

　ふうっと大きく息を吐いて集中を解き、ぐったりと座り込むスーミン。

「お疲れさん、よく頑張ったな」

　早速スクロールの出来を確かめる。

　……うん、普段と比べると多少粗いが一回限りの使用なら耐えられるだろう。むしろこの環境で、とりあえずでも使えるスクロールを書けたことを褒めてやりたい。

「アルヴィンさん、それはどういうスクロールなのですか？」

「んー、そうだな。敢あえて言うなら……フライハイ？」

　きょとんとして首を傾かしげるチルダ。

「これはすごいですよ。アルの発想力には脱帽します。一体何者なんですか？」

「はは、俺は口先だけのヒモ野郎だよ」

　そういうことにしておいて欲しい。特に、お前たちの前ではな。

「というかお前、これちょっと魔譜スコアと違わないか？　どこか改変しただろ」

「あっ、バレましたか。大丈夫ですよ、機能に支障はありませんから」

「お前なぁ……変なところで凝ると魔力の消費量が増えるんだぞ！」

「だって、機能一辺倒じゃつまらないし……」

　唇を尖とがらせるスーミン。かわいい顔すれば許されると思って……！

　うん、まあ許すか。この劣悪な環境で、頑張ってスクロールを書いてくれたしな。

「それじゃチルダ、頼んだぞ。魔力に関してはお前が頼みの綱だ」

「は、はいっ、任されました！」

　チルダにスクロールを渡し、起動詠唱を教える。

　フィオの話では、魔道士協会チームは既に冒険者が作った障壁を突破してナムリンの森を抜けたという。おそらくあと三時間ほどでエリューテに到着するだろう。

　対してこちらは、まだナムリンの森に到達すらしていない。

「聞いてくれ、ここからは総力戦だ。この魔法には本来の効果とは別に、魔力吸精エナジー・ドレインの効果が付与してある。つまりこの場にいる人間は、みんなチルダに魔力を吸い取られていく」

　この魔法は魔力の消費量が尋常ではない。チルダだけでは一時間と持たないだろう。しかし一時間ではローガンたちに追いつけない。

　そこでスクロールの使用者であるチルダに、みんなの魔力を集結させる。寄せ集めれば追加で二時間くらいは持つはずだ。

「面白いな。チルダさんに我々の運命を託す、というわけか」

「そういうことだ、レオン。ただ、限界以上の吸精は命に関かかわる。これ以上は無理だと思ったら胸に手を当ててくれ。そうすれば吸精は切れる」

　話を聞いて、守衛隊の連中は『俺たちの精がチルダさんに搾り取られ……ウオォ！』などと下品な話で盛り上がっている。まったく大した連中だ。

「それじゃあチルダ、始めようか!!」

　チルダは力強く頷うなずき、スクロールを広げて集中する。

「……其そは天あま翔かける浮うき橋はし、我は虹にじ翔かける天空の使者っ……艶虹滑走レインボウ・ロードッ!!」

　起動詠唱を唱えた途端。

　荷馬車の下に虹色に輝く道が現れ、馬は気品のある天空馬ペガサスの姿へと変へん貌ぼうする。虹の架け橋は空にアーチを描くように伸びていき、空に鮮やかな七色の輝きを振りまいた。

「スーミンお前、また余計な演出を……!!」

　俺の作った魔譜スコアには、虹色に光る演出もなければ馬がペガサスに変化する演出もない。スーミンが勝手に追加したのだ。

「せっかく空を翔るんですから、そこに意味が欲しいじゃないですかっ！」

　うん、まあいいか。細かいことは置いておこう。

「ツエラ、行ってくれ！」

「ハイ・ヨー!!　シルバァ───ッ!!」

　嬉き々きとした顔でツエラが馬に鞭むちを入れる。

　と、次の瞬間──風兜鼠列車スクイーク・トレインなど比較にならないほどの加速を始めた。各人、転がり落ちないように荷台にしがみつく。虹の橋が地面から離れるのと同じくして、荷馬車も大地の束縛から解き放たれる。

「わ、わわぁっ……と、飛んでいます、飛んでいますよっ、わたしたちっ……!!」

　チルダがこわごわと下を覗のぞく。

　荷馬車は空に描かれた虹の上を、解き放たれた弓矢のように猛烈なスピードで走り抜けていく。あっという間にナムリンの森が見えてきた。

「あはははっ、あなたたち最っ高よ！　私、空飛ぶ隊商なんて初めてっ!!」

　吹きすさぶ風を真っ向から受けて哄こう笑しようするツエラ。

「ご機嫌なとこ悪いけど、この道を踏み外すと地面まで真っ逆さまだからなっ！」

「何それ、もっと興奮しちゃう！　ほらほら、もっと飛ばしなさいっ！」

　さらに発破をかけ、ツエラはビシバシとペガサスの尻を叩たたく。

　ああ、どうか落ちないように……。




「む、ううっ……これは、つらいな」

　二時間ほど経過した辺りで、レオンが苦く悶もんの声を漏らした。他の守衛隊の連中も魔力を吸われて苦しそうにしている。

「あまり無理はするなよ、レオン。きつかったら吸精を切ってくれ」

「ふっ、チルダさんが頑張っているんだ。私たちが先にギブアップするなどもってのほか。お前たち、根性を見せろ！　最初に倒れたやつは強化合宿行きだぞ！」

　オウ、と鬨ときの声こえを上げる。本当に熱い連中だ。

　とはいえ、魔力の枯渇は根性で補えるものじゃない。意識を失って一人、また一人と倒れていく。御者が倒れたら終わりなので早々に吸精を断っているが、それ以外で残っているのは俺とスーミン、チルダとツエラくらいだった。

「……すまん、アル。私も限界だ、後は……頼むっ……！」

「ああ、ありがとな、レオン」

　守衛隊で最後まで残っていたレオンがついに倒れる。

　魔道士である俺たちも厳しくなってきた。

「チルダ、大丈夫か？」

「はい、まだ行けますっ！　わ、わたしだって……こんなところで負けたくありませんからっ、だから、まだ、頑張れますっ……！」

　冷汗を滲にじませて青い顔をしているにも拘かかわらず、虚勢を張るチルダ。当初は多くの人間から魔力の供給を受けていたが今は人数が激減している。相当つらいはずだ。

「フィオ、聞こえるか、フィオっ！」

『はいにゃー！　何か空で虹にじが光ってるけど、これ旦だん那なの仕業なの？　すごーい！』

「魔道士協会チームはどの辺にいる？」

『えっとね、今はブリョール峠の辺りだよ～』

「ブリョール峠ならこの先もうすぐよ。あの山影の裏に……ほら、見えたわ！」

　ツエラが指差す先、月明かりに照らされ、小高く盛り上がった山影が浮かんでいた。峠の先には煌こう々こうと灯ともる街明かりが見える。エリューテに戻ってきたのだ。

「ん？　あれは……」

　と、その峠へ至る道の途中。

　小さな明かりがチラチラと揺らめいている。

　目を凝らして見ると──鈍にび色いろに光る荷馬車が三つ走っていた。

　魔道士協会チームだ。

「喜べ、スーミン！　追いついたぞ、ローガンたちに……!!」

「ほ、本当ですか、アル！」

　身を乗り出して峠への道を凝視するスーミン。その瞳ひとみに希望の色が灯る。

　間に合った。俺たちは間に合ったんだ……！

「すごいわ、本当に半日遅れを覆しちゃうなんて。アル、あなたって本当に素敵ね。この魔法もあなたたちも、みんな最高よっ!!」

　ツエラが興奮気味に叫ぶ。

「チルダ、ブリョール峠の頂上に虹の橋をつけるんだ!!」

「は、はい……！」

　荒い息をつきながら、必死で魔法を制御するチルダ。

　が、徐々に虹にじの架け橋が薄くなっていく。

「まずい、ここで魔力が切れたら……！」

「だい、じょぶ……ですっ！　わたしにできることはこれくらい、ですからっ……!!」

　まるで命の灯ともし火びを燃やすかのように、チルダが踏ん張る。

「走って！　もっと、もっと速く！　あなたたちならできるはずよっ!!」

　叱しつ咤たして鞭むちを飛ばすツエラ。もはや暴走とすら言えるほどの猛スピードで、荷馬車はブリョール峠に向かって疾駆する。

「すみません、アルヴィンさっ……もう、無理れすぅっ……きゅうぅっ……」

　しかし健闘空むなしく、ついにチルダが昏こん倒とう。

　フッと虹色の道が消えた。

「うわあぁっ！　お、落ちっ、落ちてます、落ちてっ……あ、アル[image: ][image: ][image: ]っ!!」

　悲鳴を上げるスーミン。

　荷馬車は峠の頂上に向かって真っすぐ落ちていく。

　そうして、地面に激突する寸前に。

「天秤戦書リブラノミカ、第二章六〇頁ページ──風薙緩衝エア・バツフアーッ!!」

　俺の放った魔法が発動、風の緩衝が荷馬車を受け止める。

　しかし、荷馬車三台分を制止させるのは容易ではない。完全には勢いを殺しきれず──天地がひっくり返るような衝撃とともに着地した。

「いったあぁ[image: ][image: ][image: ]……し、死ぬかと思いました……」

「だ、大丈夫か、スーミン」

　と、その脇を魔道士協会チームの隊商が通り過ぎていく。

「あっ……このっ、待ちなさいっ!!」

　再びツエラが鞭を打ち、荷馬車が走り出す。乱暴な着地のせいで車輪がガタガタになっており、速度が上がらない。どんどん引き離されていく。

「アルちゃん、このままじゃ追いつけないわ！　どうすればいいの!?」

　徐々に小さくなっていく魔道士協会の荷馬車。

　それを見て、スーミンは唇をひき結び、強く拳こぶしを握りしめる。

「負けません、私たちはまだ負けてません。勝負はここから、そうですよね、アル!!」

「ああ、そうだ……!!　スーミン、俺たちが勝つんだ!!」

　スーミンと共に立ち上がり、詠唱を始める。

「「風を纏まとえ、鼠ねずみよ走れ、風兜鼠列車スクイーク・トレインッ!!」」

　再び急加速──荷馬車がバラバラに分解して、ふっ飛んでしまいそうなほどの凄すさまじい揺れが襲ってくる。しかし魔道士協会チームの背後につけた。

　すぐに意識が混濁し始める。俺の魔力はもう空だ。

　スーミンだってチルダに魔力を吸われ、ほとんど残っていないだろう。

　それでもお互いに、最後の力を振り絞る。

「絶対、絶対に負けませんよ……！　チルダさんが、フィオが、ツエラさんが、レオンさんが、皆さんが、そしてアルが！　力を合わせてここまで頑張ってきたんです！　死ぬ気で走って、戦って、気力を振り絞って!!　それなのに……それなのにっ！　こんなところで、諦あきらめてたまるかあああぁぁっ!!」

　前を走るローガンの隊商を睨にらみつけ、スーミンが吠ほえた。

　呼応するように荷馬車がぐんと速度を上げ、ついに彼らの隊商と並ぶ。

　そうして、凄すさまじいスピードで併走しながら。

　二つの隊商はほぼ同時に──エリューテの街へ帰還を果たした。
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　デッドヒートを繰り広げた、その翌日。

　俺とスーミンは内郭の丘の上にある参事会本部の本会議場に招かれ、隊商レースの審議を傍聴することになった。ローガンも呼ばれており、向こう側に座っている。

「……アル、どうして私たちが参事会の審議に参加してるんですか？」

「俺がヴェロニカに頼んだからだよ」

　小声で話しかけてくるスーミンに答える。

「いやあ、今回は散々だったぜ！　まさか魔物の群れに襲われるなんてなぁ」

「それは仕方ないよ、フレアランギさん。彼らはこちらの都合なんて考えないね」

　慰めるカーマインを見て、ヴェロニカは失笑する。

「えー、それではこれより隊商防衛パッケージ競争入札の実地検分の結果検証と有効性の審査を行いたいと思います、はい」

　上座にいるロックブレコ議長が議事の進行を始める。

「知っての通り、俺たち冒険者ギルドは途中リタイアだ。まあ今回は、魔道士協会とマリアナのどっちかってことでいいだろ。こいつらはほぼ同着だったしな」

　椅い子すを引いて傍観の姿勢を見せるフレアランギ。参事会の面々も概おおむね同意のようだ。

　替わってカーマインが前に出た。

「では、監察官の報告書を見てみよう。マリアナは高額なスクロールを山ほど使っている。中には戦術級魔法のスクロールもあるね。これらを合わせると、マリアナのパッケージは市場価格で一億ウルドを軽く超える。これでは高すぎるよ」

　監察官の報告書を見て参事官たちが唸うなる。確かに俺たちは多くのスクロールを使った。しかしそのほとんどは妨害対策だ。

「その点、うちは荷馬車を装甲戦車チヤリオツトにするスクロールといくつかの攻撃魔法のスクロールしか使っていない。市場価格で二〇〇〇万ウルド程度だね。費用対効果で見れば圧倒的にうちの方が有効的だと言えるんじゃないかな」

「カーマイン、お前たちの隊商はなぜか魔物の群れに襲われなかったな。だからコストが安く済んだだけの話だ。こちらも同条件ならばコストは変わらない。対して、お前たちの隊商が我らと同条件にあったらどうだ？　おそらくあれはこの場にいなかっただろう」

　ヴェロニカに睨にらまれ、視線を逸そらすローガン。

「運も実力のうちと言うだろう、ヴェロニカ。魔物は僕たちが制御できるものじゃない。襲われたか襲われなかったかは運でしかないよ」

「ほう？　制御ならできるだろう、カーマイン。お前が飼っていた魔人を使えばな」

　ヴェロニカの発言に参事会の面々がざわつき始める。

「これは驚いたな。魔人は人類の脅威だよ。そんなものと手を組むなんてあり得ない。そこまで言うのなら証拠はあるんだろうね？　何の証拠もなく言ったのだとしたら、これは僕と我が魔道士協会に対する侮辱だ。ただでは済まさないよ……!?」

「議長、参考人招致だ。許可を求める」

　凄すごむカーマインを制してヴェロニカが告げる。議長は二つ返事で了承した。

　参事官たちが注目する中、俺は本会議場の前へと歩み出る。

「お前は……マリアナの魔道士だよな。もしかして魔人を見たのか？」

「見た、というか倒したよ」

　フレアランギへの返答が、会議場にどよめきを呼ぶ。

「今回、マリアナ海運チームと冒険者チームが襲われた魔物は統率が取れていた。これは裏に魔人がいたからだ。魔人の名はナジェスダ、これは彼女の着ていた服だ。彼女は最後にカーマインの名を呼んで散っていったよ」

　会議場にいる参事官たちに見えるよう、黒いイブニングドレスを広げて見せる。しかしカーマインに動じる様子は全くない。

「どこで買ってきた誰の服かは知らないけど、それと僕に何の関係があるのかな？」

「次に、これはある場所で入手した特殊なスクロールだ。ユングミル魔法店の印が入っているが、作ったのはローガン、あんただな。スクロールに銘が刻まれてたぞ」

　カーマインを無視して話を続ける。

「ゲブラー魔法店は同じ機能で威力が異なるスクロールを売ってるな。同じ炎の矢を飛ばす魔法でも安い物は一本、中くらいで五本同時、高価なものだと一〇本同時、という風に。あれはどうやって制御をしているんだ？」

「そ、そんなもの……お前に教える理由はない！」

　声を荒げるローガン。

「だったら俺が教えてやる。それらは基本的に同じ魔譜スコアを使った同じ魔法だ。要点は出力調整モジュールにある。このモジュールが組み込まれたスクロールは作成者が出力を制御できる。作ったスクロールの出力を、後から自由に書き換えられるんだ」

「で、デタラメだ！　そんなことができるわけないだろう！」

「これはシュワルプの町長、ナベリウスの自宅にあった出力の調整を行うスクロールだ。あんたがモジュールを作り替えてないなら今でも機能するだろうよ。試しに、あんたのところで売ってるスクロールをこいつで書き換えてみようか？」

　ローガンの顔から血の気が失うせていく。そこにヴェロニカがだめ押しを入れる。

「そういえば魔道士協会は、競争入札前にスーミン・ユングミルに関してよからぬ噂うわさを流していたな。確か、シュワルプで誤爆したスクロールを作ったのは彼女だと」

「おい待てよ、シュワルプの誤爆事件で使われたスクロールはユングミル魔法店が作ったんだよな。ローガンも当時はユングミルの店員で、シュワルプの町長が出力調整用のスクロールを持っていた、ってことは……？」

　フレアランギも勘づき始めたようだ。

　シュワルプで起こったスクロールの誤爆は、ローガンが作り出した出力調整モジュールを介して行われた。出荷後、スクロールが暴発するように威力を書き換えたのだ。

　スーミンはそんな目的で使われるとはつゆ知らず、『ユングミル魔法店の定型書式』としてローガンの用意した出力調整モジュールをスクロールへ組み込んだ。

「ユングミル魔法店のユミラとカーマインは敵対していた。それに比べてローガンは与くみしやすかっただろう。ゲブラー魔法店を興す時、随分と力を貸したみたいだが？」

　ヴェロニカの発言で、参事会メンバーの視線がカーマインへと集中。

　後押しすべく、俺は声を張り上げる。

「あの時、どうしてシュワルプだけが魔物の群れに襲われた？　なぜ周辺町村には魔物が一匹たりとも現れなかった？　魔物たちを魔人が統率していたからだ。そして今回、魔人が統率していた魔物の襲撃を魔道士協会チームだけが免れた。運が良かったわけじゃない、魔人を使っていたのがカーマイン、お前だからだ！」

　睨ねめ付つける俺に、しかしカーマインは薄笑いを張り付けたまま眉まゆ一つ動かさない。

「それで？　君もヴェロニカも、僕が魔人と関与していたと言うけど、証拠は何一つ提示していないじゃないか。証拠もないのに人を犯人呼ばわりはよくないな」

「そうだな、では証拠を見せよう。参事官の皆様、この映像をよく見て欲しい」

　言って、俺は写真くん一号の再生用スクロールを起動し、大きく映像を映し出す。

　現れたのは、ローガンと青白い肌の魔人が話をする場面だ。映像の中で魔人が着ているドレスは、俺が先ほど掲げたものと寸分違たがわない。

「な、何だ、これはっ……!!」

　初めてカーマインが動揺を見せる。ローガンは青ざめ、身体からだを震わせていた。

「これは隊商レースの数日前に木こり小屋で撮影したものだ。写っているのはローガンと魔人だな。この時、魔人はローガンにこう言った。『あなたは既に魔物の手を借り、自分の店を手に入れた。カーマインもあなたに期待している』ってね」

「おいカーマイン……お前、本当にユングミル魔法店を嵌はめやがったのか!?」

　屈強な肉体を持つフレアランギに睨にらまれ、カーマインがたじろぐ。

「ち、違う、これは捏ねつ造ぞうだ！　その映像が本物である証拠がどこにあるんだッ!!」

「ローガンに聞けばわかるさ。ローガン、この映像で地面に転がっているのはお前の用心棒だったジャンクックだな。彼は魔物にされて俺を襲ってきたぞ。あんたは外道の片棒を担いだんだ。このままで許されると思うなよ？」

「ま、待ってくれ、私は止めたのだ！　だがナジェスダが強引に……!!」

　言ってから、しまったという顔になる。たった今、ローガンはこの映像が真実であることを認めてしまったのだ。

「……カーマイン、ナザリスはどこへ行った？」

　駒こまを一つずつ詰めていくように、カーマインに問いただす。

　参事会に顔を出している人間なら、誰でも知っているはずだ。闇やみを溶かし込んだように真っ黒なローブを着込み、常にカーマインに付き従っていた秘書の存在を。

「彼女は……少し前に協会を辞めた。行く先など僕が知るものか！」

「そうか。じゃあ今度会ったときでいいから、こいつをナザリスに返しておいてくれ」

　紅晶玉レツドスピネルのイヤリングをカーマインに投げてよこす。

「これ、は……!!」

「彼女のイヤリングだ。もう片方はここにある。俺が倒した魔人が付けていたよ」

　参事会の面々のざわめきが最高潮に達する。まさかナザリスが魔人だったというのか。ならば我々の傍そばに魔人がいたということになるぞ……!?

「あ、あり得ない！　参事会本部は魔物や魔人に有効な結界が張られていて……!!」

「それを用意し、設置したのは誰だ？　お前たち魔道士協会だろう」

　一いち縷るの望みを絶ちきるようにヴェロニカが告げる。

　絶句し、立ち尽くすカーマイン。

「カーマイン、お前は魔道士協会に協力的じゃなかったユミラ・ユングミルを疎み、与くみしやすいローガンを誘惑した。おおかた『いつまでもユミラの下でいいのか、自分の店を持ちたくないのか』なんて煽あおったんだろ？　そうしてシュワルプの町長を抱き込み、ユングミル魔法店の不祥事をでっち上げたんだ！」

　スーミンはカーマインの企たくらみに巻き込まれたのだ。それによってスーミンは、今日まで長い忍耐の日々を送ることになった。

「隊商レースでの魔物の襲撃だってそうだ。お前は魔人と結託し、魔物の群れに俺たちや冒険者を襲わせた。お前のせいでどれだけ被害が出たことか……!!」

「てめえカーマイン、よくもうちの連中に魔物をけしかけてくれやがったな……!!」

　射殺さんばかりの視線で、フレアランギがカーマインを睨にらみ付ける。

「ま、待ってくれ、誤解だ！　全すべてはあの男の狂言だ!!」

　金切り声を上げて叫ぶが、もはやカーマインの味方をするものは誰もいない。

「随分と派手に天てん秤びんを傾けてくれたな、カーマイン・エンデミオ。その報いを、今ここで受けてもらうぞ!!」

　ドン、と本会議場の扉が開いて鎧よろいを着た屈強な男たちが入ってくる。

　先頭に立っているのはレオンハルトだ。

「カーマイン・エンデミオ、ならびにローガン・ファランド。お前たちを魔人共謀、ならびに魔人による襲撃を計画した疑いにより拘束する！」

　強こわ面もての守衛隊に囲まれ、震え出すカーマイン。彼らは全員、隊商レースで俺たちに協力してくれた守衛隊の精鋭たちだ。

　両脇を固められ、カーマインたちは否いや応おうなく引き立てられた。すれ違う間際、カーマインはこの世の全すべてに憎しみをぶつけるような目つきで俺を睨にらんでくる。

「アルヴィン……この一件、死んでも忘れないよ？」

「ああ、忘れないでくれ。お前が踏みにじってきた人たちのためにもな」

　凄せい絶ぜつな笑みを浮かべるカーマイン。

　俺も笑い返してやる。

　カーマインたちは守衛隊に連れられ、本会議場から姿を消した。
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　数日後。

　早朝の日を浴びつつ、エリューテ市外から一台の荷馬車が遠ざかっていく。背後の露店通りからは早くも客引きの威勢のいい声が聞こえ始めていた。

「……これでよかったんですかね」

　次第に見えなくなっていく荷馬車を目で追いながら、ぽつりと呟つぶやくスーミン。

「仕方ないさ。そういう約束だ」

　罪を暴かれたローガンはゲブラー魔法店を畳み、エリューテを出て行くことになった。事実上の都市追放だ。もう二度とここへは戻ってこられないだろう。

　投獄されたローガンは、守衛隊の尋問を受けてあっさり罪を自白した。予想通り、ローガンは『自分の店を持たせてやる』とカーマインから誘われて手を組んだ。魔人の手を借りることには抵抗があったが、手下を簡単に殺す無慈悲なカーマインに意見など言えず、黙って従うより他なかったのだという。

　ローガンの自白によりカーマインは魔人共謀の罪が確定、処刑されることが決まった。当然ながらローガンも同罪で処刑されることになった。

　しかし、それを知ったスーミンは『ローガンを助けて欲しい』と懇願してきた。

　スーミンにとってローガンは父の親友だった。幼い頃は遊び相手をしてもらったこともあっただろう。そんな人間を見殺しにするのは忍びなかったのかもしれない。

　事情を汲くんだヴェロニカが進言し、ローガンは特赦が与えられることになった。しかし魔人と共謀した人間を街に置いておくわけにはいかない。この街を出ていくことを条件に、ローガンは釈放された。

「……どうしてローガンさんは、父を裏切ったりしたんでしょうか」

　俺が参事会本部で暴露したローガンの罪は、スーミンにとっても衝撃的な事実だった。そのせいかここ数日、曇った表情をしている。

「魔が差したんだろ。カーマインと、その秘書の入れ知恵でさ」

「父はそのことを知っていたんですか？」

「ああ、多分な」

　誤爆事件の後、父のユミラは気付いたはずだ。事件は親友だったローガンの企たくらみによるものだと。しかしユミラは親友の罪を暴こうとせず、丸ごと飲み込んだ。仲間の不正に気付けなかった責任は店主の自分にある、そう考えたのかもしれない。

　ユミラはローガンの罪をスーミンに伝えなかった。それどころかローガンを頼れ、信に足る男だと言ってこの世を去った。

　きっと彼は最期に信じたかったのだろう。会社を興し、苦楽を共にした親友の良心を。

　しかし、その願いは裏切られた。

「ローガンさん、そんなにお金が欲しかったんでしょうか」

「欲しかったのは金じゃなくて店だよ。商人にとって店は城と同じだ。男なら誰だって、いつかは自分の城が欲しくなるもんだ」

「……よくわかりませんね。店なんて別にどこにあったって同じですよ。そこに並んでる物に誇りを持てるかどうか、そっちの方が私には大切です」

「はは、スーミンのそういうとこ、いいと思うぞ」

「な、何ですか。またマジカルプリティアーティストとか言ってバカにする気ですか？」

「いいや、違うよ。本気でそう思ってる」

　昔の俺は、金があれば何でも望みが叶かなうと思っていた。そう信じて人の道を外れるような魔法を作り、売りさばいた。しかしそれは大きな間違いだった。

　スーミンならきっと俺と同じ間違いは犯さないだろう。

「ふふっ、アルに素直に褒められると気持ち悪いです」

　ようやくスーミンに笑顔が戻る。

「……ありがとうございました、アルヴィン」

　突然居住まいを正して、深々と俺に頭を下げるスーミン。初めてのことだった。

「あなたのお陰で私は救われました。アルは、私を助けるためにお師匠に言われてここへ来たんですよね。その役目は立派に果たしたと思います。お師匠もきっと、今の私を見れば納得してくれるはずです」

「何だよ急に、そんな話をして……」

「アルは世界の爪つめ痕あとを消すために旅をしてるんでしょう？　それは私の世話なんかより、何倍も大切なことです。だから……アル、旅に戻ってください。アルは、アルが大切にしていることを優先してください」

　どうやら覚えていてくれたらしい。以前に俺が話した、たわいない過去のことを。

「お前……でも、お前はそれでいいのか？」

「はい、構いません。アルのお陰で色々と学べました。本当に……ありがとう」

　声を震わせ、目を潤ませるスーミン。

　……スーミンはいつだって自分が中心だった。こんな風に気遣ってくれるなんて夢にも思わなかった。何の気なしにこれからもよろしく、そう言ってくるものだと思っていた。

　そんなスーミンが、俺のために決心してくれた。

　だったら、俺は──

「待ってくださいっ!!」「待ってにゃ～!!」

　と、いきなりチルダとフィオが木陰から飛び出してきた。

　慌てて涙を拭ぬぐうスーミン。

「ちょっ、二人ともそんなところで何を……あ、もしかして盗み聞きしてたんですか!?」

「そんにゃこと今どうでもいいっ！　それより旦だん那な、どっか行っちゃうの!?」

「ああ、また旅に出る。短い間だったけど楽しかったよ」

　スーミンの言う通り俺は師匠のお願いを果たした。スーミンがそれを認めて、これ以上俺の助けはいらないと言うのなら、俺はここにいるべきじゃない。ここから先は、スーミンが自分の力で解決していくべきことだ。

「わたしはイヤです、アルヴィンさんがいなくなってしまうなんてっ……えうぅっ」

「いや、別にあなたたちがアルとお別れをする必要はないでしょう。二人ともアルにくっついて一緒に旅をすればいいじゃないですか。二人はアルと一緒にいられるし、私は気ままな一人暮らしに戻る。一石二鳥ですよ」

「あ、それはいいかもしれませんね」「旦那、よろしくにゃ～」

「おい無む茶ちや言うな、旅人は無収入なんだぞ！　俺に養っていけるわけがないだろ！」

「はあぁ!?　じゃあ私にこの二人を食わせていけって言うんですか？　アルが雇ったんですからアルが責任持って引き取ってくださいよ！」

「な、何だかわたしたちの扱いが……」「ペットの猫並みにゃ……」

　ずうぅーんと落ち込むチルダとフィオ。そこに別の足音が近づいてくる。

「まったく、朝から騒々しい連中だな」

「ハアイ、アルちゃんと愉快な仲間たちのみんな、おはよ～☆」

　やってきたのはヴェロニカとツエラだった。

「さっきから話を聞いていれば、随分と勝手なことを言ってくれる。私が出した四〇億ウルドには、スーミンだけではなく面倒を見るお前への手当ても含まれているのだぞ」

　鋭い視線を俺とスーミンに送ってくるヴェロニカ。

「だ、大丈夫です！　私がアルの代わりも務めますから！」

「本当に？　あの隊商レース、スーミンちゃん一人で同じ結果が出せるの？」

「うっ、それはっ……」

　ツエラに突っ込まれ、言葉に詰まるスーミン。

「スーミン一人に四〇億の価値はない。それはお前も理解しているはずだぞ、アルヴィン。投資に見合う成果が得られるまで、お前には私の下にいてもらう」

「でも、アルはっ……」

　言いかけて、スーミンは黙り込んでしまう。

「……アルヴィンさんがいない時、スーミンさんはこんなことを言っていました。一人が好きで、他人と関かかわるのは面倒くさいけど……でも、せっかく仲良くなったのにお別れなんて、絶対にイヤだって。スーミンさんはただ素直になれないだけで、本当はもっとアルヴィンさんと一緒にいたいのです」

「なっ、ちょっ……！　どうして今そんな話をするんですか、このアホ耳みみ長なが!!」

「ひううぅっ、告げ口しても怒らないでって言ったのにぃっ……」

　スーミンに凄すごい剣けん幕まくで怒鳴られ、涙目になるチルダ。

「そういや俺も思い出したぞ。俺が城壁から飛び降りようとしたら、スーミンが泣きそうな顔で『私のところに帰ってきてください』って言ってた。その後、確か俺のことを一生養ってくれるって約束したよな？」

「ばっ……死ね！　約束してないから！　養わないから!!」

　顔を真っ赤にして、ペシペシと俺を叩たたいてくる。

「くだらん痴話喧げん嘩かは後でやれ。それよりアルヴィン、報酬の話をしよう」

「おっ、待ってました!!」

　そうだ、何はなくともまずは金だ。旅に出るにも先立つものは必要だからな。

「競争入札は無事に我らが落札した。お前たちの用意した隊商防衛パッケージがエリューテ公認のパッケージとして提供されることになる」

「ほ、本当ですか……!?　すごい、私の書いたスクロールがエリューテ公認……!!」

「ついては、落札による契約成立金としてお前たちに二〇億ウルドを支払おう」

「えっ、二〇億!?　アルヴィンさん、今二〇億ウルドって聞こえましたよっ!?」

　ヴェロニカの告げた金額に目の色を変えるチルダ。

「だから言っただろ。スーミンがその気になれば百倍くらい稼げるって」

「ただし、今回はその全額を賠償金の償還分として当てる。ローガンに支払った四〇億ウルドは投獄により破棄となったが、代わりに我らがシュワルプの街へ賠償金を支払うことになった。ゆえにスーミンの借金はなくなっていない」

　ちなみにシュワルプの町長ナベリウスも投獄され、カーマインと同じく処刑を待つ身となっている。まあ身から出た錆さびというやつだ。同情はしない。

「うう、大金が手に入ったと思ったら借金の返済で全部消えるなんて……」

「はかない夢でしたね、スーミンさん……」

　話を聞いてがっくりと肩を落とすスーミンと、それを慰めるチルダ。

「しかし当面の生活費は必要だろう。そこで隊商レースで使用したスクロールの代金として二億ウルドを即金で支払おう。安いが取っておけ」

　ぴっと為替かわせ手形を放ほうってくるヴェロニカ。スーミンが慌てて受け取る。

　のぞき込むと、確かにマリアナ海運の名と二億ウルドという数字が刻まれていた。

「にっ、二億ウルド……これ本物ですか!?」

「お、おおおっ、やった！　これで俺に一割の二〇〇〇万ウルドがっ……!!」

「えっ、じゃあわたしは……一〇〇〇万っ!?　きゅうぅっ……」

　あまりの大金にチルダが目を回した。

「フィオの分はにゃいの？」

「今日からお前は三食全部、俺の魚料理フルコースだ！」

「やったにゃ～!!」

　互いに手を取り合って喜ぶ俺たち。

「喜ぶのはまだ早いぞ。スーミン、アルヴィンから聞いたが、お前は一等市民になりたいそうだな。私が便宜を図ってやる」

　驚いた顔で俺を見つめてくるスーミン。

「お前なら一等市民になれる、それだけの才能がある。そう言ったよな？」

「アル……ありがとうございます」

「ただし、一等市民になるには保証金で三億ウルド、市民税一年分を前払いで一億ウルド、一等地に住居を構えたいなら諸もろ々もろ含めてさらに五億ウルドは必要だ。持ち合わせがないなら私が出すが、当然、かかった金はお前たちの借金として計上するぞ」

「うぐっ……！」

　喉のどを詰まらせるスーミン。そう、一等市民の市民権は高いのだ。とても。

「一等地にユングミル魔法店を再興したいというなら、マリアナ海運が力を貸してもいい。全すべてはお前次第だ、スーミン。どうする？」

　しばらく黙考した後、スーミンが口を開く。

「お気持ちはすごく嬉うれしいです。一等市民には戻りたいと思ってますし、いずれはユングミル魔法店を再興したいとも思ってます。でも……今はまだいいです。私一人じゃ一等市民の価値はないですし、力を借りて再興させても、それは私の店ではないと思うので」

　晴れやかな顔を見せ、ヴェロニカに告げる。

「それに、いま私がやりたいことは露店でも十分にできますから」

「わかった。では一等市民の件は保留にし、仕事を依頼しよう。お前たちが次に取り組むのはエリューテ公認隊商防衛パッケージの量産体制の構築だ。それが済んだら、お前たちにはボローディカ諸島へ行ってもらう」

「えっ、フィオの故郷に行くの!?」

　ヴェロニカの発言に、ぴこんと耳を立てるフィオ。

「そう、今度は海よ。私たちの船で行くの。楽しい航海の始まりよ！　あなたたちがどんなスクロールを作ってくれるのか、今から楽しみで仕方ないわ！」

　ツエラが興奮気味に教えてくれる。

「午後、スーミンを連れて私の屋敷へ来い。わかったな、アルヴィン」

「ああ、了解した」

　俺の返事を聞いて、ヴェロニカとツエラは去っていった。




　二人を見送った後。

　朝日を浴びながらスーミンやチルダ、フィオと露店通りへ戻る。

「……ということらしいが、どうする？」

　ヴェロニカは当分、俺を解放してくれる気はない。だが、それは大した問題じゃない。俺が聞きたいのはスーミンがどうしたいかだ。

「どうって……当分はアルの助けなしではやっていけないです」

「だから？」

「だ、だから……お師匠のお願いを聞いて、もう少しヒモ野郎を養うことにします」












　頬ほおを赤らめながら、スーミンが告げる。

「では、わたしたちも養ってくれるんですね!?」「わーい、ふとっぱら～」

　ちゃっかり乗っかってきたチルダとフィオに苦笑するスーミン。

「いいですけど、ちゃんと働いてくださいよ？」

　わいわいと言い合う三人を見て、不思議と胸が温かくなる。

　それでようやく気付いた。

　俺も、彼女たちと一緒にいたいと思っているんだ。

「よーし、それじゃスーミン。次の仕事でも頑張って稼ぐぞ！　目指せ、億万長者だ!!」

「ふふ、そうですね。頑張りましょう!!」

　互いに明るく笑い合う。

　どうやら俺たちの魔法商売は、もうしばらく続くことになりそうだ。











〈了〉







あとがき




　初めての方もそうではない人もはじめまして、砥と石いし大ひろ樹きです！




『マギステル・マーチャント』、いかがでしたでしょうか。

　本作は巻物スクロールで魔法を使う世界で、主人公やかわいい女の子たちが和気あいあい（？）とお金を稼ぐお話です。転生とか転移とかはないので、ジャンルとしては純ファンタジーということになりますね。僕としては初めて書くファンタジー作品になります。

　スレイヤーズやオーフェンで育った世代の僕にとってはまさに憧れのジャンル。これを皮切りにビシバシとファンタジー作品を作っていきたいですね！




　さて、本巻のメインヒロインはスーミン・ユングミルです。表紙の赤い魔道士帽ウイツチハツトをかぶった彼女ですね。年は一六歳でかなりの貧乳です。初のお目見えということで表紙はちょっとだけ写真加工が施されています。そういうことにしておいてください。

　スーミンは巻物スクロール書き──魔道士が使うスクロールを書いて生計を立てています。本文を読んでいただけるとわかるのですが、このスーミンという子、かなりワガママです。自分が作るスクロールには譲れないこだわりがあり、自分が納得する物じゃないと書きたがりません。彼女は頑固な職人肌なのです。

　そんなスーミンを相手に四苦八苦してお金を稼ぐのが我らが主人公、アルヴィン・ロウ。表紙で金貨を手に、悪い笑みを浮かべている彼です。




　この関係、実は作家と編集によく似ています。自分の書きたいものにこだわり、ちょっとでも注文をつけるとすぐにヘソを曲げる頑固者の作家と、そんな作家をなだめすかして動かし、〆切で脅して書かせ、何とか商品へと育て上げる編集。そう考えると、この作品はファンタジー世界のクリエイター物、と言えなくもないのかも……。

　ちなみに僕はスーミンとは違って超聞きわけがいいです。作品を売ってくださる編集の皆さんに常に媚こびへつらい、足を向けて眠らず毎日あがめ奉たてまつりながながら書いています。本当ですよ。そうですよね、編集Ｏさん？




　ということで謝辞です。編集の皆様、かわいいかわいいスーミンやチルダ、フィオを描いてくださったりいちゅ様、ほか関係者の皆様、本当にありがとうございました。

　この本をお手にとってくださった皆様にも厚くお礼を申し上げます。




　それでは次巻でもお会いできることを願って、さらばです！





2017.12 Toishi Hiroki ─ Thank you for reading !

















特別付録　書き下ろし短編「お風呂場ガールズは熱い想いに縛られて」







● お風呂場ガールズは熱い想いに縛られて




「……湧きたまえ、出湯清泉ホットスプリング！」

　スーミンが魔法を唱えると、広い浴槽の中心からこぽこぽと湯が湧き出てきた。

「わあぁ……何度見てもすごいですねっ」「お湯が出てきたにゃ～」

　チルダとフィオがきゃっきゃと喜ぶ。

　スーミンの自宅には石組みの大きなお風呂がある。家主であるスーミンが苦心の末に作り上げた逸品で、白く滑らかな石が敷き詰められ、ここだけ貴族のお屋敷から切り取ってきたかのように見事な出来映えだ。

「ふあぁ……この家、表向きはボロいのにお風呂はすごい立派だにゃぁ……」

「いくら外を綺麗にしたって中にいたら綺麗かどうかわからないでしょう？　だったら中を綺麗にした方がお得じゃないですか」

「なるほどぉ……お一人様ならではの工夫なのですね」

　そのまま昇天してしまいそうな極楽顔で湯船に浸かるフィオ、スーミン、チルダの三人。この家に住まう女子にとって入浴は至福の時間だった。

「にしてもチルダさんのそれ、大きいですね……」

　ゆらゆらと揺れる水面に合わせてチルダの大きなおっぱいが揺れていた。それを怨めしそうな目つきで見つめるスーミン。

「あ、あのっ、そんな風に睨まれると怖いのですがっ」

「チルダのおっぱい、柔らかそうだにゃ～、触らせて触らせて～っ」

　フィオが後ろから飛びつき、大きな胸をわしづかみにする。

「ひゃあんっ、ちょっ……ダメですよぉ、フィオさんっ、はうっ、んうぅっ……」

「ちょっとフィオ、お風呂の中でハレンチなことすんなっ！」

「ふしし、スーミンには捕まらないにゃ～んっ」

　スーミンが飛びかかるも、フィオは驚くほどの俊敏さですいっと逃がれる。

「くうぅっ、このアホ猫がっ……！」

「わ、わたしは大丈夫ですから、フィオさんを叱らないであげてください」

「大体、チルダさんがこんなに大きな胸をしてるのが悪いんです！　何ですかこんなもの、脂肪がつまっているだけのくせにっ！」

　今度はスーミンがチルダの胸をわしづかみにする。

「ふやあぁんっ、あっ、そんなっ、乱暴にしてダメですうぅっ……」

「これはっ……もちもちスベスベで、柔らかくてっ……ううん、なんと趣深いっ……！」

「すす、スーミンさんっ!?　じっくりと観察しながら揉まないでくださいぃっ！」

　身体をピンク色に染めて恥ずかしそうに湯船へと顔を沈めるチルダ。

「はふう……堪能しました。世の男性が夢中になる理由がわかった気がします」

「うう、胸ならスーミンさんにもあるではありませんか……」

「スーミンのは出っ張ってるのか凹んでるのかわからないしにゃあ」

「おいコラそこのクソ猫っ、触手で湯船に沈められる準備はオーケーですか!?」

「ひにゃあぁっ!?　そ、それは勘弁にゃ～っ」

　射い殺ころさんばかりのスーミンの視線に恐れをなすフィオ。

「そういえば前からお伺いしたいと思っていたんですが……フィオさんはアルヴィンさんのことをどう思っていらっしゃるのですか？」

「旦那？　旦那はおいしい魚食べさせてくれる人にゃよ？」

　チルダの質問に、フィオは湯船にぷっかりと浮かびながら答える。

「いえ、そういうことではなく……好きとか嫌いとか、そういう男女の……」

「フィオは旦那のこと大好きっ」

「そ、そうですよねっ、ふふ、わたしったら変なことを聞いてしまいました」

　あせあせとしながら返すチルダ。

「チルダさんはアルにぞっこんですよね。まったく、あんな金遣いの荒いヒモ野郎のどこにそんな惚れる要素があるんだか……」

「……アルヴィンさんには、わたしがラクレットさんたちと揉めていたところを助けていただきました。その時に思ったのです。ああ、なんと心根の優しいお方なのか、と」

　ぽわわわ、とチルダは少女のように頭の飢えに花畑を咲かせる。

「いや、アルはあなたが売り子に利用できるって考えただけだと思いますけど……」

「それでも構いません。お陰でわたしはこうしてスーミンさんやフィオさんと出会えましたし、やり甲斐のあるお仕事を任せてもらえました。わたしは今、とても幸せです。あの方はわたしを素晴らしい場所へ誘ってくれました」

　チルダの真摯な語り口に、スーミンもチルダも口を閉じる。

「そういう意味では、スーミンさんも同じなのではないですか？」

「は？　どういうことですか？」

「普段は憎まれ口を叩いていますが、いざという時はアルヴィンさんの言うことを聞きますよね。あの人なら正しく導いてくれる、そう信じているからではありませんか？」

「そ、そんなわけっ……」

　チルダに言われ、口ごもるスーミン。

「ふふっ、やはりスーミンさんもアルヴィンさんのことが……」

「ないない、ないです！　アルはただの下僕、私の横に並ぶ資格はありませんっ！」

「素直じゃないにゃあ、スーミンも旦那のこと大好きなくせにぃ」

　ニヤリと笑ってスーミンをからかうフィオ。

「こんのアホ猫っ……もう許さない、お仕置きですっ！　出でよ、ジュリアンッ！」

　スクロールを介さず、素で下僕の触手を呼び出すスーミン。

　途端──湯船の底が暗く落ち込み、無数の触手が飛び出してくる。

　瞬く間にフィオと、ついでにチルダも捕まえてしまうジュリアン。

「にゃあああぁ～っ、にゅるにゅるで気持ち悪いよぉ～っ!!」

「な、なぜわたしまで～っ!?」

「ふふん、私を馬鹿にする人間はみんなこうなるんです……って、ん？」

　しゅるっ、とスーミンの腰に触手が巻きつく。

「ちょっ!?　わ、私は対象じゃないってばっ！　こらっ、は、離せ～っ!!」





　　　　　　§






　……さっきから風呂場が騒がしい。

　スーミンとチルダ、フィオの三人が風呂に入り始めてもう一時間以上経っている。いくら何でも時間をかけすぎだろう。ちょっと様子を見に行くか。

　風呂場の入り口へ向かうと叫び声が聞こえてきた。

「にゃはははははっ、や、やめてぇっ、く、くすぐったいにゃ～っ！」

「んあぁっ、ダメぇっ……ジュリアンさん、そんなところに触手を入れてはぁっ……!!」

「こらっ、言うことを聞きなさいっ、下僕の分際で生意気ですよっ!!」

　……何やってんだ、あいつら。

　どうやら風呂場で触手のジュリアンを呼び出したらしい。おおかたスーミンがブチ切れてまともに制御もできない状態で召喚したんだろう。

「覗いたら死刑だとか言ってたけど……ま、この状況なら仕方ないよな」

　これは緊急事態だ。断じて覗きではないぞ、うん。

　そう自分に言い聞かせつつ、風呂場へ入ってみると──

「おお、なんと耽美な……」

　裸の美少女たちが触手に絡め取られ、悶えている光景が視界に飛び込んできた。

「あっ、こらアルっ！　なに入ってきてるんですかっ!!」

「なにってお前、大声でギャーギャー叫んでるから助けに来てやったんだろ。このままお前たちを放置して部屋に戻っていいのか？」

「そ、それはっ……と、とにかく、こっちを見るなあぁ[image: ][image: ][image: ]っ!!」

「心配すんなよ、お前は特に見てない。チルダを見てる方が俺にとってはお得だからな」

「そ、そうですか……？　うふふっ、えへへへ……」

　触手に絡め取られながら、チルダがイヤンイヤンと喜んでいる。

「なに喜んでるんですか、この乳牛アホ耳みみ長ながッ!!　あと私を侮辱したアルは後で絶対ブッ殺す!!　覚悟してくださいよ、クソメガネッ!!」

「おーこわ。スーミンだけ助けるのやめようかなぁ？」

「なっ……こんの、卑怯者がぁっ……!!」

「もぉ～、何でもいいけど早く解放してにゃ～……」

　なおも言い合う俺たちを前にして、フィオがぐったりとうなだれた。
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